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　本市はこれまで、首都 30 キロメートル圏内に位置する地理的優位性や、恵まれた自然環
境を活かし、着実な発展を遂げてきました。
　平成 27 年 4 月には、大型商業施設が開業し、市内外から多くの方に訪れていただき、市
内の購買率も大幅に上昇いたしましたが、大型商業施設による商業活性化をより波及させて
いくためには、魅力的な個店を増やし、市内消費の拡大に繋げていく必要があります。
　一方では、新型コロナウイルス感染症の影響により、市内商業は、これまでに経験したこ
とのない厳しい状況下に置かれております。市内の商業者がこのような危機的状況にあると
きに、市の商業のために何をしていくべきなのか、市の真価が問われていると強く感じてお
ります。
　このような中、本市では、市内商業者の皆様との話し合いを基に、令和 3年度から令和 7
年度までの 5年間を計画期間とする「富士見市第 3次商業活性化ビジョン」を策定いたしま
した。
　このビジョンでは、本市の目指すべき商業の将来像を「伴（とも）に奏（かな）であう、
ハーモニーあふれる富士見市商業」と定め、これまで以上に商業者と市民の皆様をはじめと
した消費者との連携・協力を推進してまいります。また、各個店にしっかりと寄り添い、伴
に走り、伴に奏で続ける伴走型の支援を積極的に進め、更なる商業の発展に繋げてまいりま
すので、なお一層のご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、本ビジョンの策定にあたり、多大なるご尽力を賜りました富士見市産業振興審議
会委員の皆様並びに地域別商業者懇談会にご参画いただきました地域商業者の皆様をはじ
め、富士見市新型コロナウイルス感染症影響実態調査など、協力いただきましたすべての皆
様に、心から御礼を申し上げます。

令和 3年 3月

はじめに

「伴
とも

に奏
かな

であう、ハーモニーあふれる
富士見市商業」に向けて







　　1．策定の目的������������������������ 　3
　　2．位置づけ������������������������� 　3
　　3．構成と期間������������������������ 　4

　　1．富士見市商業の概況�������������������� 　7
　　2．消費者の商業に関する意向・現状について���������� 11
　　3．商業者の意向・現状について���������������� 26
　　4．地域別の意向・現状（商業者・消費者）について������� 46
　　5．第 2次商業活性化ビジョンからみる商業の現状�������� 51
　　6．商業活性化に係る課題������������������� 56

　　1．富士見市商業の将来像������������������� 61
　　2．商業活性化の取組方針������������������� 63

　　1．アクションプランの体系������������������ 67
　　2．アクションプランの構成������������������ 68
　　3．取組方針ごとのアクションプランの内容����������� 69

　　1．各主体の役割����������������������� 83
　　2．第 3次ビジョン推進のための体制づくり����������� 84
　　3．アクションプラン推進支援に向けて������������� 84

　　　　　　�������������������������� 87

序　章

第 1 章　富士見市商業の現状と課題

第 2 章　商業活性化の基本方針

第 3 章　商業活性化アクションプラン

第 4 章　第 3 次ビジョンの推進に向けて

資料編

―　目　　次　―





序　章序　章





 

1 
 

序章  

 

１．策定の目的 

本市は、平成 16 年に「富士見市商業活性化ビジョン」（以下「第１次ビジョ

ン」といいます。）を、平成 27 年に「富士見市第２次商業活性化ビジョン」（以

下「第２次ビジョン」といいます。）を策定し、商業振興施策に取り組んできま

した。 

第２次ビジョンを策定した平成 27 年は、大型商業施設が開業し、市内商業を

取り巻く環境も大きく変化し始め、計画期間である平成 27 年度から令和元年度

にかけては市内購買率の大幅な増加が見られました。 

また一方では、後継者の課題、商業者の高齢化等により、減少が予測される商

業者の確保や、商店街の解散などに伴う地域商業のあり方等、第２次ビジョンに

て目指す方針のさらなる強化と持続的発展へ向けての対応が急速に加速しまし

た。 

令和の時代を迎え、特に、令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影

響による、消費の低迷、消費活動の変化など、これまでにない状況がみられるな

か、消費者ニーズに対応した商業振興施策の実施が求められます。 

特に、商業者の減少に歯止めをかけるには、創業支援を中心として、「新しい

商業者」を生み、育てる伴走型支援の仕組みが重要です。 

また、これまでの地域商業のあり方も見つめ直すという考えの下、商業者や消

費者ニーズにあった商業活性化の基本方針を明らかにするとともに、実行性の

あるアクションプランを位置づけ、地域商業の振興や大型商業施設の開業に伴

う相乗効果を発揮させることを目的として、「富士見市第３次商業活性化ビジョ

ン」（以下「第３次ビジョン」といいます。）を策定します。 

 

２．位置づけ 

第３次ビジョンは、上位計画である「富士見市総合計画（第６次基本構想・第

１期基本計画）」に位置づけられる、「商工」分野の実現に向けた商業に関する分

野別計画です。 

また、「富士見市産業振興条例」に基づく計画として、それを具現化するため

の市全体の商業活性化の方向性を示すとともに、具体的なアクションプランを

示しています。 
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３．構成と期間 

第３次ビジョンは、「序章」、「富士見市商業の現状と課題」、「商業活性化の基

本方針」、「商業活性化アクションプラン」、「第３次ビジョンの推進に向けて」で

構成され、計画期間は、令和３年度（2021 年度）から令和７年度（2025 年度）

までの５か年間とします。 

 

 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

～ 

富士見市第６次基本構想（20 か年）       

    第１期基本計画（５か年）       

富富士士見見市市第第３３次次商商業業活活性性化化ビビジジョョンン        
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第１章 富士見市商業の現状と課題  

 

１．富士見市商業の概況 

 

 各種統計データ等から富士見市商業の概況について整理しました。 

 

 

・「小売店舗数」は、平成３年の 779 店をピークに減少し、平成 28 年は 537 店と

なっています。これは、埼玉県内 40 市中ちょうど中間に位置しています。 

・「従業員数」は、平成 27 年の大型商業施設開業により、平成 24 年の 3,276 人

から平成 28 年には 5,192 人と 1,916 人増加しています。また、小売店１店あ

たりの従業員数も平成 24 年の 8.3 人から 9.6 人に増加しています。 

・「小売店売り場面積」についても、平成 14 年の 62,050 ㎡をピークに減少して

きましたが、平成 28 年には 80,645 ㎡と大幅に増加しています。 

・「従業員１人あたり年間商品販売額」は平成 24 年の 1,488 万円から、平成 28

年には 1,675 万円と上昇していますが、埼玉県内市平均の 2,105 万円より下

回っています。 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

● 大型商業施設開業に伴い、小売店の状況が変化 

図１ 小売店舗数 図２ 従業員数 

図３ 売り場面積 図４ 従業員 1人あたりの年間商品販売額 

資料：商業統計調査（平成３年～19 年）、経済センサス（平成 24 年・28 年） 

注：平成 24 年・28 年経済センサス－活動調査（卸売業・小売業）と平成 19 年商業統計調査では、名簿や調査方法の違い 

から、結果として集計対象等が異なっており、単純に経年変化で比較はできない。 
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・大型商業施設の開業により、市内購買率は買回り品※１（商品群Ｂ～Ｅ）のう

ち商品群Ｃ（靴、かばん等）や「家族で買物を楽しむ場合」「飲食（外食）」を

楽しむ場合」が、平成 22 年と比較して大幅に上昇しました。 

※１ 買回り品・・・耐久消費財や趣味品をいいます。 

 

表１             商品群別市内購買率 

  
市内購買率(%) 

（平成 22 年） 

市内購買率(%) 

（平成 27 年） 

商品群Ａ（食料品、日用雑貨等） 69.1 69.2 

商品群Ｂ（洋服、衣料品等）. 33.3 44.5 

商品群Ｃ（靴、かばん等） 26.8 41.1 

商品群Ｄ（家具、家電等） 26.7 30.6 

商品群Ｅ（文具、化粧品、スポーツ用品等） 41.4 52.1 

家族で買物を楽しむ場合 14.7 55.7 

飲食(外食)を楽しむ場合 42.3 63.6 

資料：「平成 22 年度・27 年度 彩の国の消費者動向調査報告書」埼玉県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 市内購買率は大幅に上昇 市内購買率は大幅に上昇
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・平成 27 年 10 月１日現在の人口は 109,856 人で令和２年 10 月１日現在の人口

112,127 人と比較すると 2,271 人増加しています。 

・後述するアンケート調査の集計住所地ごとに見ますと、多くの地区では人口の

増加が見られましたが、貝塚地区（貝塚１丁目・２丁目）で 113 人、水谷東地

区（水谷東１丁目・２丁目・３丁目）で 243 人の減少が見られます。 

・５年間の高齢化率（人口のうち 65 歳以上人口の占める割合）は、平成 27 年

10月１日現在では23.4％、令和２年10月１日では24.5％と増加しています。 

・高齢化率の推移を地区別に見た場合、人口減少がみられる、貝塚地区（貝塚１

丁目・２丁目：40.6％）と、水谷東地区（水谷東１丁目・２丁目・３丁目：33.8％）

での高齢化率が高い状況にあります。 

・令和２年５月に策定した人口ビジョンの独自集計によりますと、第３次ビジョ

ンの計画期間である令和７年までについては、年少人口（０歳～14 歳）は減

少傾向にあり、高齢者のうち前期高齢者（65 歳以上 75 歳未満）は減少するも

のの、後期高齢者（75 歳以上）は増加することが予想されます。 

 

図５         将来展望人口の 4区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 
資料：富士見市第６次基本構想・第１期基本計画 

※４月 1日時点 
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町(丁)字別人口数・高齢化率の推移

人口計 高齢化率 人口計 高齢化率
大字鶴馬 4,004 25.8% 4,067 26.4% 63 0.6%
大字勝瀬 1,732 29.8% 1,737 31.3% 5 1.5%
大字水子 7,761 23.5% 8,834 22.1% 1,073 -1.4%
大字針ケ谷 29 48.3% 27 40.7% -2 -7.6%
大字東大久保 1,153 26.2% 1,283 27.4% 130 1.2%
大字上南畑 1,351 29.5% 1,586 27.1% 235 -2.4%
大字下南畑 1,630 24.4% 1,592 28.0% -38 3.6%
大字南畑新田 444 30.9% 404 38.6% -40 7.7%
山室１丁目 549 37.7% 532 37.6% -17 -0.1%
山室２丁目 2,180 27.4% 2,192 28.9% 12 1.5%
諏訪１丁目 992 24.7% 1,033 25.8% 41 1.1%
諏訪２丁目 1,487 21.7% 1,556 21.0% 69 -0.7%
渡戸１丁目 1,429 30.6% 1,394 33.5% -35 2.9%
渡戸２丁目 1,502 29.4% 1,546 28.1% 44 -1.3%
渡戸３丁目 2,438 27.6% 2,258 31.1% -180 3.5%
羽沢１丁目 2,959 27.1% 2,964 27.7% 5 0.6%
羽沢２丁目 1,609 21.3% 1,709 21.8% 100 0.5%
羽沢３丁目 2,733 23.3% 2,845 25.5% 112 2.2%
鶴馬１丁目 2,791 17.7% 3,072 18.7% 281 1.0%
鶴馬２丁目 2,101 21.8% 2,122 23.6% 21 1.8%
鶴馬３丁目 1,658 30.3% 1,576 33.3% -82 3.0%
上沢１丁目 3,052 29.0% 2,961 29.4% -91 0.4%
上沢２丁目 1,213 27.0% 1,164 28.0% -49 1.0%
上沢３丁目 1,608 22.8% 1,582 25.3% -26 2.5%
鶴瀬東１丁目 1,348 22.3% 1,526 20.5% 178 -1.8%
鶴瀬東２丁目 4,088 21.9% 4,153 21.7% 65 -0.2%
鶴瀬西２丁目 4,290 28.7% 4,527 27.2% 237 -1.5%
鶴瀬西３丁目 3,205 28.5% 3,067 29.2% -138 0.7%
関沢１丁目 813 19.7% 868 23.0% 55 3.3%
関沢２丁目 4,480 27.5% 4,618 27.0% 138 -0.5%
関沢３丁目 4,662 27.5% 4,650 28.2% -12 0.7%
ふじみ野東１丁目 1,789 6.3% 1,987 7.5% 198 1.2%
ふじみ野東２丁目 2,600 9.2% 2,652 12.1% 52 2.9%
ふじみ野東３丁目 986 8.6% 1,053 9.2% 67 0.6%
ふじみ野東４丁目 936 5.4% 922 6.8% -14 1.4%
ふじみ野西１丁目 1,008 7.8% 1,112 8.8% 104 1.0%
ふじみ野西２丁目 2,835 22.6% 2,662 29.6% -173 7.0%
ふじみ野西３丁目 1,350 7.2% 1,350 10.5% 0 3.3%
ふじみ野西４丁目 763 10.7% 789 11.9% 26 1.2%
水谷１丁目 1,179 15.9% 1,193 19.4% 14 3.5%
水谷２丁目 551 17.4% 599 22.2% 48 4.8%
東みずほ台１丁目 1,148 13.4% 1,148 14.8% 0 1.4%
東みずほ台２丁目 2,790 14.7% 2,895 16.7% 105 2.0%
東みずほ台３丁目 2,138 15.6% 2,130 20.0% -8 4.4%
東みずほ台４丁目 698 31.9% 672 31.5% -26 -0.4%
西みずほ台１丁目 2,283 25.5% 2,334 27.2% 51 1.7%
西みずほ台２丁目 1,276 18.7% 1,342 21.2% 66 2.5%
西みずほ台３丁目 1,254 30.0% 1,195 32.6% -59 2.6%
水谷東１丁目 813 36.4% 818 35.7% 5 -0.7%
水谷東２丁目 2,378 35.3% 2,266 36.0% -112 0.7%
水谷東３丁目 2,300 30.2% 2,164 30.9% -136 0.7%
榎町 584 25.7% 555 29.9% -29 4.2%
貝塚１丁目 974 34.7% 915 40.1% -59 5.4%
貝塚２丁目 688 39.7% 634 41.3% -54 1.6%
針ケ谷１丁目 3,170 15.5% 3,244 17.3% 74 1.8%
針ケ谷２丁目 2,042 14.2% 2,017 17.4% -25 3.2%
みどり野東 6 0.0% 6 0.0% 0 0.0%
みどり野西 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
みどり野南 26 3.8% 28 7.1% 2 3.3%
みどり野北 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合  計 109,856 23.4% 112,127 24.5% 2,271 1.1%
資料：住民基本台帳

町 (丁) 字 名
人口増減

数
高齢化率

増減

平成27年10月 令和2年10月

表２ 
町(丁)字別人口数・高齢化率の推移

人口計 高齢化率 人口計 高齢化率
大字鶴馬 4,004 25.8% 4,067 26.4% 63 0.6%
大字勝瀬 1,732 29.8% 1,737 31.3% 5 1.5%
大字水子 7,761 23.5% 8,834 22.1% 1,073 -1.4%
大字針ケ谷 29 48.3% 27 40.7% -2 -7.6%
大字東大久保 1,153 26.2% 1,283 27.4% 130 1.2%
大字上南畑 1,351 29.5% 1,586 27.1% 235 -2.4%
大字下南畑 1,630 24.4% 1,592 28.0% -38 3.6%
大字南畑新田 444 30.9% 404 38.6% -40 7.7%
山室１丁目 549 37.7% 532 37.6% -17 -0.1%
山室２丁目 2,180 27.4% 2,192 28.9% 12 1.5%
諏訪１丁目 992 24.7% 1,033 25.8% 41 1.1%
諏訪２丁目 1,487 21.7% 1,556 21.0% 69 -0.7%
渡戸１丁目 1,429 30.6% 1,394 33.5% -35 2.9%
渡戸２丁目 1,502 29.4% 1,546 28.1% 44 -1.3%
渡戸３丁目 2,438 27.6% 2,258 31.1% -180 3.5%
羽沢１丁目 2,959 27.1% 2,964 27.7% 5 0.6%
羽沢２丁目 1,609 21.3% 1,709 21.8% 100 0.5%
羽沢３丁目 2,733 23.3% 2,845 25.5% 112 2.2%
鶴馬１丁目 2,791 17.7% 3,072 18.7% 281 1.0%
鶴馬２丁目 2,101 21.8% 2,122 23.6% 21 1.8%
鶴馬３丁目 1,658 30.3% 1,576 33.3% -82 3.0%
上沢１丁目 3,052 29.0% 2,961 29.4% -91 0.4%
上沢２丁目 1,213 27.0% 1,164 28.0% -49 1.0%
上沢３丁目 1,608 22.8% 1,582 25.3% -26 2.5%
鶴瀬東１丁目 1,348 22.3% 1,526 20.5% 178 -1.8%
鶴瀬東２丁目 4,088 21.9% 4,153 21.7% 65 -0.2%
鶴瀬西２丁目 4,290 28.7% 4,527 27.2% 237 -1.5%
鶴瀬西３丁目 3,205 28.5% 3,067 29.2% -138 0.7%
関沢１丁目 813 19.7% 868 23.0% 55 3.3%
関沢２丁目 4,480 27.5% 4,618 27.0% 138 -0.5%
関沢３丁目 4,662 27.5% 4,650 28.2% -12 0.7%
ふじみ野東１丁目 1,789 6.3% 1,987 7.5% 198 1.2%
ふじみ野東２丁目 2,600 9.2% 2,652 12.1% 52 2.9%
ふじみ野東３丁目 986 8.6% 1,053 9.2% 67 0.6%
ふじみ野東４丁目 936 5.4% 922 6.8% -14 1.4%
ふじみ野西１丁目 1,008 7.8% 1,112 8.8% 104 1.0%
ふじみ野西２丁目 2,835 22.6% 2,662 29.6% -173 7.0%
ふじみ野西３丁目 1,350 7.2% 1,350 10.5% 0 3.3%
ふじみ野西４丁目 763 10.7% 789 11.9% 26 1.2%
水谷１丁目 1,179 15.9% 1,193 19.4% 14 3.5%
水谷２丁目 551 17.4% 599 22.2% 48 4.8%
東みずほ台１丁目 1,148 13.4% 1,148 14.8% 0 1.4%
東みずほ台２丁目 2,790 14.7% 2,895 16.7% 105 2.0%
東みずほ台３丁目 2,138 15.6% 2,130 20.0% -8 4.4%
東みずほ台４丁目 698 31.9% 672 31.5% -26 -0.4%
西みずほ台１丁目 2,283 25.5% 2,334 27.2% 51 1.7%
西みずほ台２丁目 1,276 18.7% 1,342 21.2% 66 2.5%
西みずほ台３丁目 1,254 30.0% 1,195 32.6% -59 2.6%
水谷東１丁目 813 36.4% 818 35.7% 5 -0.7%
水谷東２丁目 2,378 35.3% 2,266 36.0% -112 0.7%
水谷東３丁目 2,300 30.2% 2,164 30.9% -136 0.7%
榎町 584 25.7% 555 29.9% -29 4.2%
貝塚１丁目 974 34.7% 915 40.1% -59 5.4%
貝塚２丁目 688 39.7% 634 41.3% -54 1.6%
針ケ谷１丁目 3,170 15.5% 3,244 17.3% 74 1.8%
針ケ谷２丁目 2,042 14.2% 2,017 17.4% -25 3.2%
みどり野東 6 0.0% 6 0.0% 0 0.0%
みどり野西 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
みどり野南 26 3.8% 28 7.1% 2 3.3%
みどり野北 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合  計 109,856 23.4% 112,127 24.5% 2,271 1.1%
資料：住民基本台帳

町 (丁) 字 名
人口増減

数
高齢化率

増減
平成27年10月 令和2年10月
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人口計 高齢化率 人口計 高齢化率
大字鶴馬 4,004 25.8% 4,067 26.4% 63 0.6%
大字勝瀬 1,732 29.8% 1,737 31.3% 5 1.5%
大字水子 7,761 23.5% 8,834 22.1% 1,073 -1.4%
大字針ケ谷 29 48.3% 27 40.7% -2 -7.6%
大字東大久保 1,153 26.2% 1,283 27.4% 130 1.2%
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諏訪１丁目 992 24.7% 1,033 25.8% 41 1.1%
諏訪２丁目 1,487 21.7% 1,556 21.0% 69 -0.7%
渡戸１丁目 1,429 30.6% 1,394 33.5% -35 2.9%
渡戸２丁目 1,502 29.4% 1,546 28.1% 44 -1.3%
渡戸３丁目 2,438 27.6% 2,258 31.1% -180 3.5%
羽沢１丁目 2,959 27.1% 2,964 27.7% 5 0.6%
羽沢２丁目 1,609 21.3% 1,709 21.8% 100 0.5%
羽沢３丁目 2,733 23.3% 2,845 25.5% 112 2.2%
鶴馬１丁目 2,791 17.7% 3,072 18.7% 281 1.0%
鶴馬２丁目 2,101 21.8% 2,122 23.6% 21 1.8%
鶴馬３丁目 1,658 30.3% 1,576 33.3% -82 3.0%
上沢１丁目 3,052 29.0% 2,961 29.4% -91 0.4%
上沢２丁目 1,213 27.0% 1,164 28.0% -49 1.0%
上沢３丁目 1,608 22.8% 1,582 25.3% -26 2.5%
鶴瀬東１丁目 1,348 22.3% 1,526 20.5% 178 -1.8%
鶴瀬東２丁目 4,088 21.9% 4,153 21.7% 65 -0.2%
鶴瀬西２丁目 4,290 28.7% 4,527 27.2% 237 -1.5%
鶴瀬西３丁目 3,205 28.5% 3,067 29.2% -138 0.7%
関沢１丁目 813 19.7% 868 23.0% 55 3.3%
関沢２丁目 4,480 27.5% 4,618 27.0% 138 -0.5%
関沢３丁目 4,662 27.5% 4,650 28.2% -12 0.7%
ふじみ野東１丁目 1,789 6.3% 1,987 7.5% 198 1.2%
ふじみ野東２丁目 2,600 9.2% 2,652 12.1% 52 2.9%
ふじみ野東３丁目 986 8.6% 1,053 9.2% 67 0.6%
ふじみ野東４丁目 936 5.4% 922 6.8% -14 1.4%
ふじみ野西１丁目 1,008 7.8% 1,112 8.8% 104 1.0%
ふじみ野西２丁目 2,835 22.6% 2,662 29.6% -173 7.0%
ふじみ野西３丁目 1,350 7.2% 1,350 10.5% 0 3.3%
ふじみ野西４丁目 763 10.7% 789 11.9% 26 1.2%
水谷１丁目 1,179 15.9% 1,193 19.4% 14 3.5%
水谷２丁目 551 17.4% 599 22.2% 48 4.8%
東みずほ台１丁目 1,148 13.4% 1,148 14.8% 0 1.4%
東みずほ台２丁目 2,790 14.7% 2,895 16.7% 105 2.0%
東みずほ台３丁目 2,138 15.6% 2,130 20.0% -8 4.4%
東みずほ台４丁目 698 31.9% 672 31.5% -26 -0.4%
西みずほ台１丁目 2,283 25.5% 2,334 27.2% 51 1.7%
西みずほ台２丁目 1,276 18.7% 1,342 21.2% 66 2.5%
西みずほ台３丁目 1,254 30.0% 1,195 32.6% -59 2.6%
水谷東１丁目 813 36.4% 818 35.7% 5 -0.7%
水谷東２丁目 2,378 35.3% 2,266 36.0% -112 0.7%
水谷東３丁目 2,300 30.2% 2,164 30.9% -136 0.7%
榎町 584 25.7% 555 29.9% -29 4.2%
貝塚１丁目 974 34.7% 915 40.1% -59 5.4%
貝塚２丁目 688 39.7% 634 41.3% -54 1.6%
針ケ谷１丁目 3,170 15.5% 3,244 17.3% 74 1.8%
針ケ谷２丁目 2,042 14.2% 2,017 17.4% -25 3.2%
みどり野東 6 0.0% 6 0.0% 0 0.0%
みどり野西 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
みどり野南 26 3.8% 28 7.1% 2 3.3%
みどり野北 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合  計 109,856 23.4% 112,127 24.5% 2,271 1.1%
資料：住民基本台帳

町 (丁) 字 名
人口増減

数
高齢化率

増減

平成27年10月 令和2年10月
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２．消費者の商業に関する意向・現状について 

 

令和２年に実施した「富士見市新型コロナウイルス感染症影響実態調査」の結

果から、特徴的な内容を紹介します。（平成 30 年度に実施した調査結果との比

較を含みます。）  

  

＜調査の概要＞ 

〇調査目的 

・新型コロナウイルス感染症拡大が市民の消費活動にどのような影響を

及ぼしているのか調査を行い、今後の施策検討の基礎資料として活用す

るために実施しました。 

○調査対象者 

  ・富士見市在住の 20 歳以上の市民を対象に無作為に 3,000 人を抽出しま

した。 

 ○調査期間 

  ・令和２年９月９日（水）～９月 25 日（金） 

 ○調査方法 

  ・郵便による配布回収 

 ○回収状況 

  ・回収数 1,394（うち有効数 1,391） 

  ・有効回答率 46.4％ 

 〇留意点 

・本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する有効回答者

数を指します。 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示

しているため、合計が 100％にならない場合があります。また、複数回

答（２つ以上選んでよい問）においては、合計が 100％を超える場合が

あります。 

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡

略化している場合があります。 

・表内の順位については、「その他」、「特になし」、「無回答」は含まれてい

ません。 
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（１）消費者の商業に関する意向・現状について 

 

１) 日頃の買い物や食事の利用 

① 近くの店舗や商店街の利用頻度 

≪近くの店舗や商店街の利用頻度は週に１回以上が約９割を占める≫ 

・近くの店舗や商店街の利用頻度は「ほぼ毎日」25.7％、「週に３～４回」36.4％、

「週に１～２回」29.2％で約９割を占める。 

 

図６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪年代別にみると、近くの店舗や商店街の利用頻度は若い年代ほど利用頻度が少

ない≫ 

・若い年代ほど近くの店舗や商店街の利用頻度が少なくなるものの、週に１回以

上は「20 歳代」でも約８割を占める。 

 

 

図７ 
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② 日頃、買い物や食事でよく利用する場所 

≪日頃の買い物や食事について、生鮮食料品、その他食料品、日用雑貨は「近所

の店・商店街」が多い≫ 

・生鮮食料品は、「近所の店・商店街」の割合が 69.7％と高い。 

・日用雑貨と衣類は、前回調査と比較すると、「近所の店・商店街」と「（近所以

外の）市内の店」の割合の合計が増加している。 

・飲食（外食）については、「近所の店・商店街」と「（近所以外の）市内の店」、

「周辺市町の店・商店街」を合わせた割合が６割を超えている。 

 

図８ 
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≪年代別にみると、20 歳代は衣類、飲食における東京都内の店・商店街の利用

割合が高い≫ 

・生鮮食料品は、年代を問わず「近所の店・商店街」の利用割合が高くなってい

る。 

・20 歳代は他の年代と比較し、衣類、飲食における「東京都内の店・商店街」

の利用割合が高い。一方、40 歳代、50 歳代は、飲食における「周辺市町の店・

商店街」の利用割合が高い。 

 

図 10 
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県県内内他他市市町町のの店店・・商商店店街街 東東京京都都内内のの店店・・商商店店街街 宅宅配配

通通信信販販売売 無無回回答答

（（％％））

5533..88  

7722..77  

6622..55  

6600..33  

5555..99  

4477..77  

4411..00  

1133..00  

99..11  

1100..66  

1155..44  

99..88  

1177..11  

1133..33  

1133..88  

66..66  

1122..55  

1111..77  

2211..22  

1144..66  

1122..77  

11..33  

11..77  

11..99  

00..55  
22..00  

00..44  

11..66  

00..55  

00..88  

00..55  

11..22  

00..66  

22..77  

22..55  

33..88  

55..11  

22..00  11..88  

11..66  

11..00  

22..55  

11..44  

00..55  

00..44  

11..44  

00..33  

1133..99  

44..11  

77..22  

66..11  

77..33  

1177..11  

2288..99  

全全体体

2200歳歳代代

3300歳歳代代

4400歳歳代代

5500歳歳代代

6600歳歳代代

7700歳歳以以上上

年年代代別別 よよくく利利用用すするる場場所所（（そそのの他他食食料料品品））

近近所所のの店店・・商商店店街街 （（近近所所以以外外のの））市市内内のの店店 周周辺辺市市町町のの店店・・商商店店街街

県県内内他他市市町町のの店店・・商商店店街街 東東京京都都内内のの店店・・商商店店街街 宅宅配配

通通信信販販売売 無無回回答答

（（％％））
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≪年代別にみると、20 歳代は衣類、飲食における東京都内の店・商店街の利用

割合が高い≫ 

・生鮮食料品は、年代を問わず「近所の店・商店街」の利用割合が高くなってい

る。 

・20 歳代は他の年代と比較し、衣類、飲食における「東京都内の店・商店街」

の利用割合が高い。一方、40 歳代、50 歳代は、飲食における「周辺市町の店・

商店街」の利用割合が高い。 

 

図 10 
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図 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 
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図 12 
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4455..99  

5544..55  

5544..88  

5544..22  

4444..11  

3388..88  

3399..44  

1122..99  

99..11  

1111..55  

1144..00  

1144..77  

1166..00  

1100..88  

1199..00  

1100..77  

1133..99  

1166..44  

2266..99  

2222..88  

1177..88  

22..44  

11..77  

33..44  

00..99  

22..99  

22..11  

33..22  

11..11  

55..88  

00..55  

00..99  

22..00  

00..77  

11..00  

00..55  

00..77  11..66  

44..00  

1122..44  

88..77  

55..66  

22..00  

00..77  

00..66  

1133..99  

55..88  

66..33  

77..55  

77..33  

1188..99  

2266..77  

全全体体

2200歳歳代代

3300歳歳代代

4400歳歳代代

5500歳歳代代

6600歳歳代代

7700歳歳以以上上

近近所所のの店店・・商商店店街街 （（近近所所以以外外のの））市市内内のの店店 周周辺辺市市町町のの店店・・商商店店街街

県県内内他他市市町町のの店店・・商商店店街街 東東京京都都内内のの店店・・商商店店街街 宅宅配配

通通信信販販売売 無無回回答答
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図 14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 近所に必要な店 

≪近所に必要な店は、生鮮食料品（野菜・果物・肉・魚）が約５割≫ 

・近所に必要な店は、「生鮮食料品（野菜・果物・肉・魚）」47.8％、「飲食（外

食）」11.9％が主なものである。 
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・近所に必要な店は、「生鮮食料品（野菜・果物・肉・魚）」47.8％、「飲食（外

食）」11.9％が主なものである。 
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2277..77  

3300..66  

3344..11  

3311..88  

2266..11  

2222..44  

2255..11  

1122..11  

99..99  

1133..99  

1155..44  

1100..22  

1133..99  

99..55  

2233..11  

1155..77  

2244..00  

2288..00  

3311..00  

2222..88  

1166..55  

77..55  

99..11  

55..88  

44..22  

88..22  

99..33  

88..66  

66..77  

1199..00  

66..77  

66..55  

77..33  

55..33  

22..99  

11..99  

55..00  

22..99  

22..88  

00..88  

11..44  

00..66  

00..22  

00..55  

00..33  

2200..88  

1100..77  

1122..00  

1111..22  

1166..33  

2244..99  

3366..55  

全全体体

2200歳歳代代

3300歳歳代代

4400歳歳代代

5500歳歳代代

6600歳歳代代

7700歳歳以以上上

年年代代別別 よよくく利利用用すするる場場所所（（飲飲食食））

近近所所のの店店・・商商店店街街 （（近近所所以以外外のの））市市内内のの店店 周周辺辺市市町町のの店店・・商商店店街街

県県内内他他市市町町のの店店・・商商店店街街 東東京京都都内内のの店店・・商商店店街街 宅宅配配

通通信信販販売売 無無回回答答

（（％％））
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≪年代別にみると、近所に必要としている店は、40 歳代と 70 歳以上の年代で

「生鮮食料品（野菜・果物・肉・魚）」が５割を超える≫ 

・他の年代と比較すると、40歳代では「生鮮食料品（野菜・果物・肉・魚）」の

割合が 54.2%、70 歳以上は 57.1％と特に高い。 

・20 歳代～50 歳代は、60 歳代以上と比較し「飲食（外食）」の割合が高い。 

・60 歳代以上は、「衣類」の比率が１割を超えている。 
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２）店舗や商店街の評価 

① 近くの店舗や商店街の満足度 

≪近くの店舗や商店街の満足度は、「不満がある」が前回調査から減少し、３割

を下回った。「不満がある」理由は、「品揃えが悪い」が約３割≫ 

・近くの店舗や商店街の満足度は、「満足している」が 68.5％、「不満がある」

が 28.2％となっている。 

・前回調査と比較すると、「不満がある」の割合が 7.9 ポイント減少し、「満足し

ている」が 6.7 ポイント増加している。 

・不満の理由は、「品揃えが悪い」33.4％、「商店街に活気や魅力がない」28.8％、

「気に入った商品がない」24.7％が主なものである。 

 

図 17 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 18 
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「気に入った商品がない」24.7％が主なものである。 

 

図 17 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 
 

年年代代別別　　　　近近くくのの店店舗舗やや商商店店街街がが不不満満のの理理由由

品品揃揃ええがが
悪悪いい

品品質質・・鮮鮮度度
がが悪悪いい

11かか所所でで
ままととめめてて
買買ええなないい

店店にに入入りり
ににくくいい

値値段段がが高高いい
ポポイインントト・・スス
タタンンププササーー
ビビススががなないい

営営業業時時間間がが
短短いい

駐駐車車場場・・自自
転転車車置置きき場場
ががなないい

安安心心ししてて買買
いい物物ががでできき
なないい

チチララシシななどど
広広告告・・宣宣伝伝
ががなないい

気気にに入入っったた
商商品品ががなないい

接接客客がが悪悪いい
商商店店街街にに活活
気気やや魅魅力力がが

なないい
そそのの他他 無無回回答答

339922 113311 6600 9966 2233 6666 99 1166 4411 77 1122 9977 1100 111133 7733 1100

110000..00%% 3333..44%% 1155..33%% 2244..55%% 55..99%% 1166..88%% 22..33%% 44..11%% 1100..55%% 11..88%% 33..11%% 2244..77%% 22..66%% 2288..88%% 1188..66%% 22..66%%

2255 99 55 44 22 55 11 11 33 00 11 77 00 44 55 11

110000..00%% 3366..00%% 2200..00%% 1166..00%% 88..00%% 2200..00%% 44..00%% 44..00%% 1122..00%% 00..00%% 44..00%% 2288..00%% 00..00%% 1166..00%% 2200..00%% 44..00%%

5544 1177 1111 1122 44 66 11 66 11 22 00 44 00 1133 1166 33

110000..00%% 3311..55%% 2200..44%% 2222..22%% 77..44%% 1111..11%% 11..99%% 1111..11%% 11..99%% 33..77%% 00..00%% 77..44%% 00..00%% 2244..11%% 2299..66%% 55..66%%

6655 1188 1100 1177 55 1122 11 33 99 00 11 1177 22 2222 1100 11

110000..00%% 2277..77%% 1155..44%% 2266..22%% 77..77%% 1188..55%% 11..55%% 44..66%% 1133..88%% 00..00%% 11..55%% 2266..22%% 33..11%% 3333..88%% 1155..44%% 11..55%%

8822 3300 1100 1188 33 1133 22 22 55 11 33 2200 22 3300 1166 22

110000..00%% 3366..66%% 1122..22%% 2222..00%% 33..77%% 1155..99%% 22..44%% 22..44%% 66..11%% 11..22%% 33..77%% 2244..44%% 22..44%% 3366..66%% 1199..55%% 22..44%%

8866 3300 99 2222 55 1199 33 22 1100 00 11 2233 44 2233 1166 22

110000..00%% 3344..99%% 1100..55%% 2255..66%% 55..88%% 2222..11%% 33..55%% 22..33%% 1111..66%% 00..00%% 11..22%% 2266..77%% 44..77%% 2266..77%% 1188..66%% 22..33%%

7755 2244 1155 2200 44 1111 11 22 1111 44 66 2255 22 2200 1100 00

110000..00%% 3322..00%% 2200..00%% 2266..77%% 55..33%% 1144..77%% 11..33%% 22..77%% 1144..77%% 55..33%% 88..00%% 3333..33%% 22..77%% 2266..77%% 1133..33%% 00..00%%

注注：：上上段段　　実実数数、、下下段段　　割割合合 凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

近近くくのの店店舗舗やや商商店店街街がが不不満満のの理理由由

4400歳歳代代

5500歳歳代代

6600歳歳代代

7700歳歳以以上上

調調査査数数

2200歳歳代代

3300歳歳代代

全全　　体体

年年
代代
別別

≪年代別にみると、20 歳代の「満足している」割合が最も高い。不満の理由は

20 歳代～30 歳代、50 歳代～60 歳代で「品揃えが悪い」の割合が高い。≫ 

・すべての年代で「満足している」の割合が７割前後となっている。 

・20 歳代は、他の年代と比較し「満足している」の割合が最も高い。 

・50 歳代は、他の年代と比較し「不満がある」の割合が最も高い。 

・年代別に不満の理由をみると、「品揃えが悪い」が 20 歳代～30 歳代と 50 歳代

～60 歳代で、「商店街に活気や魅力がない」が 40 歳代で、「気に入った商品が

ない」が 70 歳以上で最も割合が高い。 

 

図 19 
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３) 買い物環境への対応 

① 近くの店舗や商店街に取り組んで欲しいこと 

≪「不足業種の誘致」、「空き店舗の活用」、「地元農産物の販売」、「こだわりや個

性のある店づくり」の割合が高い≫ 

・近くの店舗や商店街に取り組んで欲しいことは、「不足業種の誘致」31.3％で

最も高く、次いで「空き店舗の活用」20.5％、「地元農産物の販売」18.0％、

「こだわりや個性のある店づくり」16.2％の順となっている。 

 

図 20 
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・近くの店舗や商店街に取り組んで欲しいことは、「不足業種の誘致」31.3％で

最も高く、次いで「空き店舗の活用」20.5％、「地元農産物の販売」18.0％、

「こだわりや個性のある店づくり」16.2％の順となっている。 
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年年代代別別　　　　近近くくのの店店舗舗やや商商店店街街にに取取りり組組んんでで欲欲ししいいこことと

不不足足業業種種のの
誘誘致致

空空きき店店舗舗のの
活活用用

駐駐車車場場・・自自
転転車車置置きき場場
のの設設置置

休休憩憩場場所所やや
トトイイレレ・・ベベンン
チチのの設設置置

花花やや緑緑ののああ
るる商商店店街街
づづくくりり

街街路路樹樹のの
整整備備

歩歩行行者者天天国国
のの実実施施

共共同同売売りり出出
ししややセセーールル
のの実実施施

ここだだわわりりやや
個個性性ののああるる
店店づづくくりり

商商店店街街ののババ
リリアアフフリリーー

化化

ススタタンンププやや
ポポイインントトカカーー
ドドのの導導入入

御御用用聞聞きき・・
宅宅配配ササーービビ
ススのの充充実実

11339911 443355 228855 221111 116611 112277 111144 1166 113333 222255 3388 9900 6677

110000..00%% 3311..33%% 2200..55%% 1155..22%% 1111..66%% 99..11%% 88..22%% 11..22%% 99..66%% 1166..22%% 22..77%% 66..55%% 44..88%%

112211 3366 2277 1199 1188 1122 1111 44 1111 1155 55 88 1144

110000..00%% 2299..88%% 2222..33%% 1155..77%% 1144..99%% 99..99%% 99..11%% 33..33%% 99..11%% 1122..44%% 44..11%% 66..66%% 1111..66%%

220088 7700 4466 3344 1155 2222 2222 33 1166 2299 44 1111 1122

110000..00%% 3333..77%% 2222..11%% 1166..33%% 77..22%% 1100..66%% 1100..66%% 11..44%% 77..77%% 1133..99%% 11..99%% 55..33%% 55..88%%

221144 9944 6611 3399 1166 1133 1188 22 2211 3366 33 1122 1100

110000..00%% 4433..99%% 2288..55%% 1188..22%% 77..55%% 66..11%% 88..44%% 00..99%% 99..88%% 1166..88%% 11..44%% 55..66%% 44..77%%

224455 9955 6644 3399 1199 1199 2211 11 1199 4488 88 2200 1100

110000..00%% 3388..88%% 2266..11%% 1155..99%% 77..88%% 77..88%% 88..66%% 00..44%% 77..88%% 1199..66%% 33..33%% 88..22%% 44..11%%

228811 7777 5500 3333 3344 2299 3300 11 3366 5500 88 2244 99

110000..00%% 2277..44%% 1177..88%% 1111..77%% 1122..11%% 1100..33%% 1100..77%% 00..44%% 1122..88%% 1177..88%% 22..88%% 88..55%% 33..22%%

331155 6622 3366 4444 5588 3322 1122 55 3300 4466 1100 1155 1122

110000..00%% 1199..77%% 1111..44%% 1144..00%% 1188..44%% 1100..22%% 33..88%% 11..66%% 99..55%% 1144..66%% 33..22%% 44..88%% 33..88%%

ミミニニココミミ誌誌なな
どど商商店店街街情情
報報のの発発信信

イインンタターーネネッッ
トト・・ＨＨＰＰのの
活活用用

エエココババッックク
のの導導入入

食食品品トトレレイイ・・
牛牛乳乳パパッックク
ななどどののリリササ
イイククルル

店店・・商商店店街街
ののオオリリジジナナ
ルル商商品品のの
開開発発

小小中中学学生生なな
どどのの商商店店街街
ででのの体体験験
学学習習

商商店店街街ままつつ
りりななどどイイベベンン
トト開開催催

フフリリーーママーー
ケケッットトのの
開開催催

朝朝市市やや夕夕市市
のの開開催催

地地元元農農産産物物
のの販販売売

そそのの他他 無無回回答答

11339911 3344 6622 2211 4466 5599 1199 6699 6655 111177 225500 8811 119944

110000..00%% 22..44%% 44..55%% 11..55%% 33..33%% 44..22%% 11..44%% 55..00%% 44..77%% 88..44%% 1188..00%% 55..88%% 1133..99%%

112211 00 1133 00 33 33 44 55 66 1100 1122 77 1111

110000..00%% 00..00%% 1100..77%% 00..00%% 22..55%% 22..55%% 33..33%% 44..11%% 55..00%% 88..33%% 99..99%% 55..88%% 99..11%%

220088 44 2200 11 55 55 77 1177 1122 1199 2277 2200 2255

110000..00%% 11..99%% 99..66%% 00..55%% 22..44%% 22..44%% 33..44%% 88..22%% 55..88%% 99..11%% 1133..00%% 99..66%% 1122..00%%

221144 22 1100 11 66 33 66 1111 99 1133 2299 1122 2299

110000..00%% 00..99%% 44..77%% 00..55%% 22..88%% 11..44%% 22..88%% 55..11%% 44..22%% 66..11%% 1133..66%% 55..66%% 1133..66%%

224455 88 1100 66 1100 1133 00 88 99 1177 3388 1122 2266

110000..00%% 33..33%% 44..11%% 22..44%% 44..11%% 55..33%% 00..00%% 33..33%% 33..77%% 66..99%% 1155..55%% 44..99%% 1100..66%%

228811 88 88 22 1133 1100 00 1166 1133 2288 6600 1166 3366

110000..00%% 22..88%% 22..88%% 00..77%% 44..66%% 33..66%% 00..00%% 55..77%% 44..66%% 1100..00%% 2211..44%% 55..77%% 1122..88%%

331155 1122 11 99 99 2255 22 1122 1155 3300 8833 1144 6666

110000..00%% 33..88%% 00..33%% 22..99%% 22..99%% 77..99%% 00..66%% 33..88%% 44..88%% 99..55%% 2266..33%% 44..44%% 2211..00%%

注注：：上上段段　　実実数数、、下下段段　　割割合合 凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

年年
代代
別別

全全　　体体

3300歳歳代代

4400歳歳代代

5500歳歳代代

6600歳歳代代

7700歳歳以以上上

調調査査数数

近近くくのの店店舗舗やや商商店店街街にに取取組組んんでで欲欲ししいいこことと

2200歳歳代代

調調査査数数

2200歳歳代代

3300歳歳代代

4400歳歳代代

近近くくのの店店舗舗やや商商店店街街にに取取りり組組んんでで欲欲ししいいこことと

全全　　体体

年年
代代
別別

5500歳歳代代

6600歳歳代代

7700歳歳以以上上

≪年代別にみると、全体の傾向はほぼ類似しているが、70 歳代以上は「地元農

産物の販売」の割合が高い≫ 

・20 歳代～60 歳代では、「不足業種の誘致」、70 歳以上は、「地元農産物の販売」

の割合が最も高い。 
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（２）新型コロナウイルス感染症の影響 

 

１) 新型コロナウイルス感染症拡大防止と消費について 

≪新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響（日常の買い物で困ったこと、商

店の対応で感じたこと）は、「特定の商品などの品不足の期間があった」が約

６割。年代別、地区別でも同様の結果≫ 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響で、日常の買い物で困ったこと、

商店の対応で感じたことは、「特定の商品などの品不足の期間があった」（以

下「品不足」）58.7％が最も高く、次いで「特に不便を感じたことはない」

31.7％、「営業自粛などの店舗の営業状況に関する情報が不足していた、わ

かりづらかった」（以下「営業状況に関する情報不足」）15.5％、「宅配サー

ビスなどの取り組みをしてくれるお店が増えた」（以下「宅配サービスなど

が増えた」）11.5％の順となっている。 

・年代別では、いずれの年代とも「品不足」の割合が最も高い。70 歳以上で

は、他の年代と比べて「特に不便を感じたことはない」の割合が高くなって

いる。 
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表５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年年代代別別　　　　ココロロナナ感感染染拡拡大大のの影影響響（（買買いい物物でで困困っったたこことと、、感感じじたたこことと））

買買いい物物すするる
場場所所がが少少なな

いい
品品不不足足

営営業業状状況況にに
関関すするる情情報報
不不足足

33密密対対策策・・配配
慮慮ししてていいるる
店店舗舗がが少少なな

いい

接接客客ややササーー
ビビススのの低低下下

地地域域ののココ
ミミュュニニケケーー
シショョンン機機会会
がが減減っったた

宅宅配配ササーービビ
ススななどどがが
増増ええたた

宅宅配配ササーービビ
スス等等をを通通じじ
てて新新たたなな店店
をを知知れれたた

特特にに不不便便をを
感感じじたたこことと
ははなないい

そそのの他他 無無回回答答

11339911 113300 881166 221155 9966 9922 113344 116600 110055 444411 7755 5599

110000..00%% 99..33%% 5588..77%% 1155..55%% 66..99%% 66..66%% 99..66%% 1111..55%% 77..55%% 3311..77%% 55..44%% 44..22%%

112211 1166 6699 3311 88 66 88 2255 1188 2255 77 11

110000..00%% 1133..22%% 5577..00%% 2255..66%% 66..66%% 55..00%% 66..66%% 2200..77%% 1144..99%% 2200..77%% 55..88%% 00..88%%

220088 2288 112266 5511 1133 1155 1155 3377 2277 4400 1199 22

110000..00%% 1133..55%% 6600..66%% 2244..55%% 66..33%% 77..22%% 77..22%% 1177..88%% 1133..00%% 1199..22%% 99..11%% 11..00%%

221144 2277 115533 3333 1122 99 99 3344 1177 3399 2200 55

110000..00%% 1122..66%% 7711..55%% 1155..44%% 55..66%% 44..22%% 44..22%% 1155..99%% 77..99%% 1188..22%% 99..33%% 22..33%%

224455 2233 115511 3377 1166 2200 1177 2244 99 6666 1111 88

110000..00%% 99..44%% 6611..66%% 1155..11%% 66..55%% 88..22%% 66..99%% 99..88%% 33..77%% 2266..99%% 44..55%% 33..33%%

228811 1155 115533 3355 1199 1199 4433 1177 1144 110099 99 1199

110000..00%% 55..33%% 5544..44%% 1122..55%% 66..88%% 66..88%% 1155..33%% 66..00%% 55..00%% 3388..88%% 33..22%% 66..88%%

331155 1199 116600 2277 2288 2233 4422 2222 2200 116600 99 2222

110000..00%% 66..00%% 5500..88%% 88..66%% 88..99%% 77..33%% 1133..33%% 77..00%% 66..33%% 5500..88%% 22..99%% 77..00%%

注注：：上上段段　　実実数数、、下下段段　　割割合合 凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

調調査査数数

全全　　体体

年年
代代
別別

2200歳歳代代

3300歳歳代代

4400歳歳代代

5500歳歳代代

6600歳歳代代

7700歳歳以以上上

ココロロナナ感感染染拡拡大大のの影影響響（（買買いい物物でで困困っったたこことと、、感感じじたたこことと））

地地区区別別　　　　ココロロナナ感感染染拡拡大大のの影影響響（（買買いい物物でで困困っったたこことと、、感感じじたたこことと））

買買いい物物すするる
場場所所がが
少少なないい

品品不不足足
営営業業状状況況にに
関関すするる情情報報
不不足足

33密密対対策策・・配配
慮慮ししてていいるる
店店舗舗がが
少少なないい

接接客客ややササーー
ビビススのの低低下下

地地域域ののココ
ミミュュニニケケーー
シショョンン機機会会
がが減減っったた

宅宅配配ササーービビ
ススななどどがが
増増ええたた

宅宅配配ササーービビ
スス等等をを通通じじ
てて新新たたなな店店
をを知知れれたた

特特にに不不便便をを
感感じじたたこことと
ははなないい

そそのの他他 無無回回答答

11339911 113300 881166 221155 9966 9922 113344 116600 110055 444411 7755 5599

110000..00%% 99..33%% 5588..77%% 1155..55%% 66..99%% 66..66%% 99..66%% 1111..55%% 77..55%% 3311..77%% 55..44%% 44..22%%

117788 1188 110077 2288 1199 1133 2222 1199 1111 4488 1133 1133

110000..00%% 1100..11%% 6600..11%% 1155..77%% 1100..77%% 77..33%% 1122..44%% 1100..77%% 66..22%% 2277..00%% 77..33%% 77..33%%

220000 1177 112233 3333 1188 1100 2244 2244 2222 5577 1133 44

110000..00%% 88..55%% 6611..55%% 1166..55%% 99..00%% 55..00%% 1122..00%% 1122..00%% 1111..00%% 2288..55%% 66..55%% 22..00%%

117799 2233 110022 2288 66 1133 1122 3311 2222 5555 1166 1122

110000..00%% 1122..88%% 5577..00%% 1155..66%% 33..44%% 77..33%% 66..77%% 1177..33%% 1122..33%% 3300..77%% 88..99%% 66..77%%

112299 88 7788 1188 1111 88 1155 99 66 3322 88 99

110000..00%% 66..22%% 6600..55%% 1144..00%% 88..55%% 66..22%% 1111..66%% 77..00%% 44..77%% 2244..88%% 66..22%% 77..00%%

118888 1199 110055 2266 1155 1166 2222 1166 1133 7711 77 44

110000..00%% 1100..11%% 5555..99%% 1133..88%% 88..00%% 88..55%% 1111..77%% 88..55%% 66..99%% 3377..88%% 33..77%% 22..11%%

1188 11 1100 33 22 00 22 22 11 77 00 22

110000..00%% 55..66%% 5555..66%% 1166..77%% 1111..11%% 00..00%% 1111..11%% 1111..11%% 55..66%% 3388..99%% 00..00%% 1111..11%%

111188 99 8800 1177 66 33 77 1122 33 4400 55 33

110000..00%% 77..66%% 6677..88%% 1144..44%% 55..11%% 22..55%% 55..99%% 1100..22%% 22..55%% 3333..99%% 44..22%% 22..55%%

5577 44 2200 88 22 55 22 55 33 2233 11 33

110000..00%% 77..00%% 3355..11%% 1144..00%% 33..55%% 88..88%% 33..55%% 88..88%% 55..33%% 4400..44%% 11..88%% 55..33%%

225544 2299 115555 3366 1122 1177 2211 3388 1199 8866 99 66

110000..00%% 1111..44%% 6611..00%% 1144..22%% 44..77%% 66..77%% 88..33%% 1155..00%% 77..55%% 3333..99%% 33..55%% 22..44%%

6655 22 3344 1166 44 66 77 44 44 2200 33 33

110000..00%% 33..11%% 5522..33%% 2244..66%% 66..22%% 99..22%% 1100..88%% 66..22%% 66..22%% 3300..88%% 44..66%% 44..66%%

注注：：上上段段　　実実数数、、下下段段　　割割合合 凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

調調査査数数

ココロロナナ感感染染拡拡大大のの影影響響（（買買いい物物でで困困っったたこことと、、感感じじたたこことと））

全全　　体体

地地
区区
別別

鶴鶴瀬瀬東東

鶴鶴瀬瀬西西

羽羽沢沢・・諏諏訪訪・・山山室室

東東みみずずほほ台台

西西みみずずほほ台台

貝貝塚塚

水水子子・・榎榎町町

水水谷谷東東

ふふじじみみ野野・・勝勝瀬瀬

南南畑畑
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２) WITH コロナ、アフターコロナ対策 

≪WITH コロナ、アフターコロナ対策として、今後取り組みを重視すべきこと

は、「店・商店街などにおける新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の強

化」が約４割。年代別、地区別でも同様の結果≫ 

・WITH コロナ、アフターコロナ対策として、今後、取り組みを重視すべきこと

については、「店・商店街などにおける新型コロナウイルス感染症拡大防止

対策の強化」（以下「コロナ感染症拡大防止対策の強化」）40.5％が最も高

く、次いで「新型コロナウイルス感染症拡大の影響で経営環境が厳しい店な

どへの経営支援の強化」（以下「経営支援の強化」）32.9％、「市民へのプレ

ミアム商品券の販売などによる消費喚起」（以下「プレミアム商品券による

消費喚起」）28.8％の順となっている。 

・年代別では、20 歳代、30 歳代は「経営支援の強化」の割合が最も高く、40

歳代～70 歳以上では「コロナ感染症拡大防止対策の強化」の割合が最も高

い。 

 

図 22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4400..55%%

3322..99%%

1166..00%%

1133..22%%

88..88%%

2288..88%%

77..11%%

11..99%%

1100..99%%

ココロロナナ感感染染症症拡拡大大防防止止対対策策のの強強化化

経経営営支支援援のの強強化化

店店・・商商店店街街のの情情報報発発信信のの強強化化

スステテッッカカーー表表示示・・広広報報案案内内のの充充実実

宅宅配配ササーービビスス・・通通信信販販売売のの強強化化

ププレレミミアアムム商商品品券券にによよるる消消費費喚喚起起

商商店店街街イイベベンントト再再開開（（賑賑わわいいづづくくりりのの支支援援））

そそのの他他

無無回回答答

WWIITTHHココロロナナ、、アアフフタターーココロロナナににおおけけるる重重視視すすべべきき対対策策

ｎｎ＝＝（（11,,339911))
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表７ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

表８ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年年代代別別　　　　WWIITTHHココロロナナ、、アアフフタターーココロロナナににおおけけるる重重視視すすべべきき対対策策

ココロロナナ感感染染
拡拡大大防防止止対対
策策のの強強化化

経経営営支支援援のの
強強化化

店店・・商商店店街街
のの情情報報発発信信
のの強強化化

スステテッッカカーー
表表示示・・広広報報
案案内内のの充充実実

宅宅配配ササーービビ
スス・・通通信信販販
売売のの強強化化

ププレレミミアアムム
商商品品券券にによよ
るる消消費費喚喚起起

商商店店街街イイベベ
ンントト再再開開（（賑賑
わわいいづづくくりり
のの支支援援））

そそのの他他 無無回回答答

11339911 556644 445588 222233 118844 112222 440011 9999 2266 115522

110000..00%% 4400..55%% 3322..99%% 1166..00%% 1133..22%% 88..88%% 2288..88%% 77..11%% 11..99%% 1100..99%%

112211 4444 5555 77 1155 1166 3355 66 33 1144

110000..00%% 3366..44%% 4455..55%% 55..88%% 1122..44%% 1133..22%% 2288..99%% 55..00%% 22..55%% 1111..66%%

220088 7733 8800 2244 1122 3322 7722 1166 55 2200

110000..00%% 3355..11%% 3388..55%% 1111..55%% 55..88%% 1155..44%% 3344..66%% 77..77%% 22..44%% 99..66%%

221144 8844 7766 2299 1199 2299 7711 1133 77 1155

110000..00%% 3399..33%% 3355..55%% 1133..66%% 88..99%% 1133..66%% 3333..22%% 66..11%% 33..33%% 77..00%%

224455 111133 7799 4499 3300 1166 6644 1166 33 1166

110000..00%% 4466..11%% 3322..22%% 2200..00%% 1122..22%% 66..55%% 2266..11%% 66..55%% 11..22%% 66..55%%

228811 111166 9922 4477 4433 1111 7755 2266 44 3377

110000..00%% 4411..33%% 3322..77%% 1166..77%% 1155..33%% 33..99%% 2266..77%% 99..33%% 11..44%% 1133..22%%

331155 113333 7744 6677 6644 1188 7799 2222 44 4488

110000..00%% 4422..22%% 2233..55%% 2211..33%% 2200..33%% 55..77%% 2255..11%% 77..00%% 11..33%% 1155..22%%

注注：：上上段段　　実実数数、、下下段段　　割割合合 凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

調調査査数数

WWIITTHHココロロナナ、、アアフフタターーココロロナナににおおけけるる重重視視すすべべきき対対策策

全全　　体体

年年
代代
別別

2200歳歳代代

3300歳歳代代

4400歳歳代代

5500歳歳代代

6600歳歳代代

7700歳歳以以上上

地地区区別別　　　　WWIITTHHココロロナナ、、アアフフタターーココロロナナににおおけけるる重重視視すすべべきき対対策策

ココロロナナ感感染染
拡拡大大防防止止対対
策策のの強強化化

経経営営支支援援のの
強強化化

店店・・商商店店街街
のの情情報報発発信信
のの強強化化

スステテッッカカーー
表表示示・・広広報報
案案内内のの充充実実

宅宅配配ササーービビ
スス・・通通信信販販
売売のの強強化化

ププレレミミアアムム
商商品品券券にによよ
るる消消費費喚喚起起

商商店店街街イイベベ
ンントト再再開開（（賑賑
わわいいづづくくりり
のの支支援援））

そそのの他他 無無回回答答

11339911 556644 445588 222233 118844 112222 440011 9999 2266 115522

110000..00%% 4400..55%% 3322..99%% 1166..00%% 1133..22%% 88..88%% 2288..88%% 77..11%% 11..99%% 1100..99%%

117788 6677 5588 2288 2222 1155 5599 1133 11 2200

110000..00%% 3377..66%% 3322..66%% 1155..77%% 1122..44%% 88..44%% 3333..11%% 77..33%% 00..66%% 1111..22%%

220000 110000 5599 3300 3311 2244 5500 1100 22 1188

110000..00%% 5500..00%% 2299..55%% 1155..00%% 1155..55%% 1122..00%% 2255..00%% 55..00%% 11..00%% 99..00%%

117799 6633 5566 3333 1188 1166 5566 1188 22 2244

110000..00%% 3355..22%% 3311..33%% 1188..44%% 1100..11%% 88..99%% 3311..33%% 1100..11%% 11..11%% 1133..44%%

112299 4444 5522 1199 1155 1100 4455 99 55 1133

110000..00%% 3344..11%% 4400..33%% 1144..77%% 1111..66%% 77..88%% 3344..99%% 77..00%% 33..99%% 1100..11%%

118888 8855 6688 3322 2288 1133 4488 1199 55 1144

110000..00%% 4455..22%% 3366..22%% 1177..00%% 1144..99%% 66..99%% 2255..55%% 1100..11%% 22..77%% 77..44%%

1188 33 33 33 44 11 55 00 00 66

110000..00%% 1166..77%% 1166..77%% 1166..77%% 2222..22%% 55..66%% 2277..88%% 00..00%% 00..00%% 3333..33%%

111188 5533 4400 1144 1155 99 4433 66 11 1111

110000..00%% 4444..99%% 3333..99%% 1111..99%% 1122..77%% 77..66%% 3366..44%% 55..11%% 00..88%% 99..33%%
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110000..00%% 3399..00%% 3355..88%% 1188..99%% 1111..44%% 77..11%% 2244..44%% 66..77%% 22..88%% 1122..22%%

6655 3333 1100 1122 1144 55 1144 44 22 88

110000..00%% 5500..88%% 1155..44%% 1188..55%% 2211..55%% 77..77%% 2211..55%% 66..22%% 33..11%% 1122..33%%

注注：：上上段段　　実実数数、、下下段段　　割割合合 凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

調調査査数数

WWIITTHHココロロナナ、、アアフフタターーココロロナナににおおけけるる重重視視すすべべきき対対策策

全全　　体体

地地
区区
別別

鶴鶴瀬瀬東東

鶴鶴瀬瀬西西

羽羽沢沢・・諏諏訪訪・・山山室室

東東みみずずほほ台台

西西みみずずほほ台台

貝貝塚塚

水水子子・・榎榎町町

水水谷谷東東

ふふじじみみ野野・・勝勝瀬瀬

南南畑畑

感感染染拡拡大大
防防止止対対策策
のの強強化化

経経営営支支援援
のの強強化化

店店・・商商店店街街のの
情情報報発発信信のの
強強化化

スステテッッカカーー表表
示示・・広広報報案案内内
のの充充実実

宅宅配配ササーービビ
スス・・通通信信販販売売
のの強強化化

ププレレミミアアムム商商
品品券券にによよるる
消消費費喚喚起起

商商店店街街イイベベ
ンントト再再開開（（賑賑
わわいいづづくくりりのの
支支援援））

そそのの他他 無無回回答答

11339911 556644 445588 222233 118844 112222 440011 9999 2266 115522

110000..00%% 4400..55%% 3322..99%% 1166..00%% 1133..22%% 88..88%% 2288..88%% 77..11%% 11..99%% 1100..99%%
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110000..00%% 3355..11%% 3388..55%% 1111..55%% 55..88%% 1155..44%% 3344..66%% 77..77%% 22..44%% 99..66%%
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110000..00%% 3399..33%% 3355..55%% 1133..66%% 88..99%% 1133..66%% 3333..22%% 66..11%% 33..33%% 77..00%%
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注注：：上上段段　　実実数数、、下下段段　　割割合合 凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位
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強強化化
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示示・・広広報報案案内内
のの充充実実

宅宅配配ササーービビ
スス・・通通信信販販売売
のの強強化化

ププレレミミアアムム商商
品品券券にによよるる
消消費費喚喚起起

商商店店街街イイベベ
ンントト再再開開（（賑賑
わわいいづづくくりりのの
支支援援））
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110000..00%% 5500..88%% 1155..44%% 1188..55%% 2211..55%% 77..77%% 2211..55%% 66..22%% 33..11%% 1122..33%%

注注：：上上段段　　実実数数、、下下段段　　割割合合 凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

調調査査数数
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別別

鶴鶴瀬瀬東東

鶴鶴瀬瀬西西

羽羽沢沢・・諏諏訪訪・・山山室室

東東みみずずほほ台台
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３．商業者の意向・現状について 

  

令和２年に実施した「富士見市新型コロナウイルス感染症影響実態調査」の結

果から、特徴的な内容を紹介します。（平成 30 年度に実施した調査結果との比

較を含みます。） 

 

＜調査の概要＞ 

 〇調査目的 

・新型コロナウイルス感染症の影響によって大きく変化した地域経済・消

費への影響を把握し、今後の施策検討の基礎資料として活用するために

実施しました。 

○調査対象者 

 ・富士見市内で事業を営む方を対象に無作為に 1,500 事業所を抽出しま 

した。 

 ○調査期間 

  ・令和２年９月９日（水）～９月 25 日（金） 

 ○調査方法 

  ・郵便による配布回収 

 ○回収状況 

  ・回収数 584（うち有効数 576） 

  ・有効回答率 38.4% 

 〇留意点 

・本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する有効回答者

数を指します。 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示

しているため、合計が 100％にならない場合があります。また、複数回

答（２つ以上選んでよい問）においては、合計が 100％を超える場合が

あります。 

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡

略化している場合があります。 

・表内の順位については、「その他」、「特になし」、「無回答」は含まれてい

ません。 
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１）店・事業所の営業・経営状況 

① 従業員数 

≪５人未満の事業所が約７割を占めている≫ 

・従業員数は、「１～２人」52.3％、「３～４人」19.7％であり、これら零細事業

所は 72.0％を占める。 

・前回調査と比べると、「３～４人」、「５～９人」の比率がやや高まっている。 

・業種別で従業員規模が「５人未満」の割合が多いのは、「卸売業」85.7％、「飲

食店」82.2％、「小売業」77.4％となっている。 

 

 

図 23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 経営者の年齢 
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≪60 歳以上が約５割≫ 

・経営者の年齢は「70 歳以上」33.5％が最も多く、次いで「50 歳代」28.2％、

「60 歳代」18.3％の順となっている。 

・前回と比較すると、「70 歳以上」と「60 歳代」の割合が低下し、「50 歳代」の

割合が高くなっている。 

・業種別にみると、「60歳以上」の割合が高いのは、小売業 62.4％、卸売業 57.1％、

飲食店 53.5％の順となっている。 

 

図 25 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26 
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≪60 歳以上が約５割≫ 

・経営者の年齢は「70 歳以上」33.5％が最も多く、次いで「50 歳代」28.2％、

「60 歳代」18.3％の順となっている。 

・前回と比較すると、「70 歳以上」と「60 歳代」の割合が低下し、「50 歳代」の
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飲食店 53.5％の順となっている。 

 

図 25 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 後継者

≪「自分の代で終わりにしたい」が全体では約４割。卸売業、製造業、サービス

業、飲食店では５割を超え、１～２人規模では６割を超えている、店舗面積 30

㎡未満で約６割。経営者の年齢が高いほど比率が高まる≫ 

・「自分の代で終わりにしたい」41.3％が最も多く、「後継者が決まっている」

19.6％、「後継者は決まっていない」は 11.7％である。 

・前回と比較すると、「自分の代で終わりにしたい」の割合が増加している。

・業種別にみると、卸売業、製造業、サービス業、飲食店で「自分の代で終わり

にしたい」が５割を超えている。

・従業員規模別にみると、「自分の代で終わりにしたい」の割合が「１～２人」

で６割を超えている。「後継者が決まっていない」の割合が「５～９人」で２

割を超えている。

・経営者年齢別にみると、年代が高くなるにつれて「自分の代で終わりにしたい」

の割合が高まる傾向にあり、70 歳以上では５割を超えている。 

図 27 

図 28 

29第 1 章　富士見市商業の現状と課題



 

26 
 

 

図 29 
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25.7%

24.0%

14.3%

15.4%

19.6%

9.3%

16.0%

15.6%

6.4%

8.7%

11.7%

55.7%

43.0%

39.0%

21.8%

8.7%

41.3%

5.8%

21.8%

69.6%

8.0%

6.0%

13.0%

22.1%

28.2%

8.7%

15.0%

3.3%

4.0%

3.2%

6.4%

4.3%

4.4%

70歳以上(183)

60歳代(100)

50歳代(154)

40歳代 (78)

30歳代 (23)

全体 (547)

経営者年齢別 後継者

後継者が決まっている 後継者は決まっていない 自分の代で終わりにしたい

必要性を感じない 具体的に考えていない 無回答
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④ お客の年齢層 

≪お客の年齢層は「60 歳以上」が約３割。小売業、サービス業でお客の年齢が

高く、飲食店は 40 歳代の割合が高い≫ 

・お客で多い層は、「60 歳代」14.4％、「70 歳以上」12.6％、「50 歳代」9.3％で

ある。 

・業種別にみると、小売業では「60 歳代」20.4％が、飲食店では「40 歳代」14.3％

と「60 歳代」14.3％が、サービス業では「70歳以上」13.3％が高くなってい

る。 

 

図 32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業業種種別別　　おお客客のの年年齢齢層層

調調査査数数 2200歳歳未未満満 2200歳歳代代 3300歳歳代代 4400歳歳代代 5500歳歳代代 6600歳歳代代 7700歳歳以以上上 特特ににななしし 無無回回答答

227700 44 ── 1122 2233 2255 3399 3344 6600 7733

110000..00%% 11..55%% ── 44..44%% 88..55%% 99..33%% 1144..44%% 1122..66%% 2222..22%% 2277..00%%

9933 33 ── 55 44 77 1199 1144 2266 1155

110000..00%% 33..22%% ── 55..44%% 44..33%% 77..55%% 2200..44%% 1155..11%% 2288..00%% 1166..11%%

5566 ── ── 44 88 66 88 44 1100 1166

110000..00%% ── ── 77..11%% 1144..33%% 1100..77%% 1144..33%% 77..11%% 1177..99%% 2288..66%%

111133 11 ── 33 1111 1111 1111 1155 2222 3399

110000..00%% 00..99%% ── 22..77%% 99..77%% 99..77%% 99..77%% 1133..33%% 1199..55%% 3344..55%%

77 ── ── ── ── 11 11 11 22 22

110000..00%% ── ── ── ── 1144..33%% 1144..33%% 1144..33%% 2288..66%% 2288..66%%

注注：：上上段段　　実実数数、、下下段段　　割割合合 凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

業業
種種

卸卸売売業業

ササーービビスス業業

飲飲食食店店

小小売売業業

　　全全　　体体
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・業種別にみると、小売業では「60 歳代」20.4％が、飲食店では「40 歳代」14.3％

と「60 歳代」14.3％が、サービス業では「70歳以上」13.3％が高くなってい

る。 

 

図 32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業業種種別別　　おお客客のの年年齢齢層層

調調査査数数 2200歳歳未未満満 2200歳歳代代 3300歳歳代代 4400歳歳代代 5500歳歳代代 6600歳歳代代 7700歳歳以以上上 特特ににななしし 無無回回答答

227700 44 ── 1122 2233 2255 3399 3344 6600 7733

110000..00%% 11..55%% ── 44..44%% 88..55%% 99..33%% 1144..44%% 1122..66%% 2222..22%% 2277..00%%

9933 33 ── 55 44 77 1199 1144 2266 1155

110000..00%% 33..22%% ── 55..44%% 44..33%% 77..55%% 2200..44%% 1155..11%% 2288..00%% 1166..11%%

5566 ── ── 44 88 66 88 44 1100 1166

110000..00%% ── ── 77..11%% 1144..33%% 1100..77%% 1144..33%% 77..11%% 1177..99%% 2288..66%%

111133 11 ── 33 1111 1111 1111 1155 2222 3399

110000..00%% 00..99%% ── 22..77%% 99..77%% 99..77%% 99..77%% 1133..33%% 1199..55%% 3344..55%%

77 ── ── ── ── 11 11 11 22 22

110000..00%% ── ── ── ── 1144..33%% 1144..33%% 1144..33%% 2288..66%% 2288..66%%

注注：：上上段段　　実実数数、、下下段段　　割割合合 凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

業業
種種

卸卸売売業業

ササーービビスス業業

飲飲食食店店

小小売売業業

　　全全　　体体

⑤ 売上高（１年前との比較）

≪令和２年４月と５月は「40％以上減」が約３割。４月～７月を通してみた「10％

以上減」の割合は約６割。その理由は客数の減少が約５割≫ 

・緊急事態宣言が発出された令和２年４月、５月において、売上高「40％以上減」

が、36.6％、35.3％と最も高い比率となっている。 

・「10％以上減」の割合は、４月～７月のいずれの月とも約６割になっている。 

・その理由は、「客数の増減」が 54.4％と５割を超えている。新型コロナウイル

ス感染症拡大を受けた休業や外出自粛による客数の減少が売上の減少の主因

となっている。  

図 33 
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図 34 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・業種別にみると、医療・福祉、小売業、飲食店、サービス業で、売上が大幅

に減少しているが、特に飲食店で落込みが大きい。 

・飲食店の「40％以上減」の割合は、２年４月 66.1％、５月 64.3％、６月 44.6％、

７月 41.1％となっている。 
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図 34 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・業種別にみると、医療・福祉、小売業、飲食店、サービス業で、売上が大幅

に減少しているが、特に飲食店で落込みが大きい。 

・飲食店の「40％以上減」の割合は、２年４月 66.1％、５月 64.3％、６月 44.6％、

７月 41.1％となっている。 
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表 11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 12 

 

 

 

業業種種別別　　売売上上高高((22年年55月月//元元年年55月月））

調調査査数数 55%%以以上上増増 変変わわららなないい 55～～99%%減減 1100～～3399%%減減 4400%%以以上上減減 無無回回答答

554477 4455 8899 4455 114400 119933 3355

110000%% 88..22%% 1166..33%% 88..22%% 2255..66%% 3355..33%% 66..44%%

111111 1111 2288 1100 2211 3344 77

110000%% 99..99%% 2255..22%% 99..00%% 1188..99%% 3300..66%% 66..33%%

4488 66 1100 11 1133 1155 33

110000%% 1122..55%% 2200..88%% 22..11%% 2277..11%% 3311..22%% 66..33%%

3344 22 22 55 1155 1100 00

110000%% 55..99%% 55..99%% 1144..77%% 4444..11%% 2299..44%% 00..00%%

9933 1122 77 88 2255 3355 66

110000%% 1122..99%% 77..55%% 88..66%% 2266..99%% 3377..66%% 66..55%%

5566 33 44 22 77 3366 44

110000%% 55..44%% 77..11%% 33..66%% 1122..55%% 6644..33%% 77..11%%

111144 44 1166 77 3399 4400 88

110000%% 33..55%% 1144..00%% 66..11%% 3344..22%% 3355..11%% 77..00%%

77 11 11 00 11 33 11

110000%% 1144..33%% 1144..33%% 00..00%% 1144..33%% 4422..99%% 1144..33%%

8822 66 2200 1122 1199 1199 66

110000%% 77..33%% 2244..44%% 1144..66%% 2233..22%% 2233..22%% 77..33%%

注注：：上上段段  実実数数、、下下段段  割割合合 　　凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

    全全  体体

業業
種種

建建設設業業

製製造造業業

医医療療・・福福祉祉

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビスス業業

卸卸売売業業

そそのの他他

業業種種別別　　売売上上高高((22年年66月月//元元年年66月月））

調調査査数数 55%%以以上上増増 変変わわららなないい 55～～99%%減減 1100～～3399%%減減 4400%%以以上上減減 無無回回答答

554477 5533 110033 4411 116699 114433 3388

110000%% 99..77%% 1188..88%% 77..55%% 3300..99%% 2266..11%% 66..99%%

111111 1155 2266 55 2299 2299 77

110000%% 1133..55%% 2233..44%% 44..55%% 2266..11%% 2266..11%% 66..33%%

4488 66 77 22 1166 1155 22

110000%% 1122..55%% 1144..66%% 44..22%% 3333..33%% 3311..33%% 44..22%%

3344 22 88 55 1122 66 11

110000%% 55..99%% 2233..55%% 1144..77%% 3355..33%% 1177..66%% 22..99%%

9933 1122 1144 1122 2277 2222 66

110000%% 1122..99%% 1155..11%% 1122..99%% 2299..00%% 2233..77%% 66..55%%

5566 22 66 00 1199 2255 44

110000%% 33..66%% 1100..77%% 00..00%% 3333..99%% 4444..66%% 77..11%%

111144 99 1144 1100 4433 2299 99

110000%% 77..99%% 1122..33%% 88..88%% 3377..77%% 2255..44%% 77..99%%

77 11 11 00 22 22 11

110000%% 1144..33%% 1144..33%% 00..00%% 2288..66%% 2288..66%% 1144..33%%

8822 66 2266 77 2200 1155 88

110000%% 77..33%% 3311..77%% 88..55%% 2244..44%% 1188..33%% 99..88%%

注注：：上上段段  実実数数、、下下段段  割割合合 　　凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

    全全  体体

業業
種種

建建設設業業

製製造造業業

医医療療・・福福祉祉

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビスス業業

卸卸売売業業

そそのの他他
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表 13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業種別　売上高(2年7月/元年7月）

調査数 5%以上増 変わらない 5～9%減 10～39%減 40%以上減 無回答

547 46 115 34 178 140 34

100% 8.4% 21.0% 6.2% 32.5% 25.6% 6.2%

111 13 25 7 28 33 5

100% 11.7% 22.5% 6.3% 25.2% 29.7% 4.5%

48 5 11 1 16 12 3

100% 10.4% 22.9% 2.1% 33.3% 25.0% 6.3%

34 3 11 1 13 5 1

100% 8.8% 32.4% 2.9% 38.2% 14.7% 2.9%

93 7 16 9 31 24 6

100% 7.5% 17.2% 9.7% 33.3% 25.8% 6.5%

56 3 5 0 21 23 4

100% 5.4% 8.9% 0.0% 37.5% 41.1% 7.1%

114 10 17 11 44 24 8

100% 8.8% 14.9% 9.6% 38.6% 21.1% 7.0%

7 0 1 0 3 2 1

100% 0.0% 14.3% 0.0% 42.9% 28.6% 14.3%

82 5 28 5 22 16 6

100% 6.1% 34.1% 6.1% 26.8% 19.5% 7.3%

注：上段 実数、下段 割合 　凡例　 第1位 第2位 第3位

  全 体

業
種

建設業

製造業

医療・福祉

小売業

飲食店

サービス業

卸売業

その他

36 富士見市第 3 次商業活性化ビジョ ン



 

32 
 

表 13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業業種種別別　　売売上上高高((22年年77月月//元元年年77月月））

調調査査数数 55%%以以上上増増 変変わわららなないい 55～～99%%減減 1100～～3399%%減減 4400%%以以上上減減 無無回回答答

554477 4466 111155 3344 117788 114400 3344

110000%% 88..44%% 2211..00%% 66..22%% 3322..55%% 2255..66%% 66..22%%

111111 1133 2255 77 2288 3333 55

110000%% 1111..77%% 2222..55%% 66..33%% 2255..22%% 2299..77%% 44..55%%

4488 55 1111 11 1166 1122 33

110000%% 1100..44%% 2222..99%% 22..11%% 3333..33%% 2255..00%% 66..33%%

3344 33 1111 11 1133 55 11

110000%% 88..88%% 3322..44%% 22..99%% 3388..22%% 1144..77%% 22..99%%

9933 77 1166 99 3311 2244 66

110000%% 77..55%% 1177..22%% 99..77%% 3333..33%% 2255..88%% 66..55%%

5566 33 55 00 2211 2233 44

110000%% 55..44%% 88..99%% 00..00%% 3377..55%% 4411..11%% 77..11%%

111144 1100 1177 1111 4444 2244 88

110000%% 88..88%% 1144..99%% 99..66%% 3388..66%% 2211..11%% 77..00%%

77 00 11 00 33 22 11

110000%% 00..00%% 1144..33%% 00..00%% 4422..99%% 2288..66%% 1144..33%%

8822 55 2288 55 2222 1166 66

110000%% 66..11%% 3344..11%% 66..11%% 2266..88%% 1199..55%% 77..33%%

注注：：上上段段  実実数数、、下下段段  割割合合 　　凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

    全全  体体

業業
種種

建建設設業業

製製造造業業

医医療療・・福福祉祉

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビスス業業

卸卸売売業業

そそのの他他
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業業種種別別　　経経営営上上のの問問題題（（外外部部要要因因））

景景気気
低低迷迷

大大型型店店
のの影影響響

ココンンビビニニ
エエンンスス
スストトアアのの
影影響響

イインンタターー
ネネッットトなな
どどのの通通信信
販販売売

同同業業店店とと
のの
競競合合

デディィススカカ
ウウンントトスス
トトアアのの
影影響響

商商店店街街
のの顧顧客客
吸吸引引力力
のの不不足足

顧顧客客のの
高高齢齢化化

少少子子化化
駐駐車車場場
のの確確保保

自自転転車車
置置きき場場のの
確確保保

そそのの他他 無無回回答答

228811 111155 5566 2211 3322 6699 1133 2233 112233 4400 1133 11 2222 2255

110000..00%% 4400..99%% 1199..99%% 77..55%% 1111..44%% 2244..66%% 44..66%% 88..22%% 4433..88%% 1144..22%% 44..66%% 00..44%% 77..88%% 88..99%%

8822 2288 3366 1111 2200 1166 88 1133 3355 1144 33 00 22 33

110000..00%% 3344..11%% 4433..99%% 1133..44%% 2244..44%% 1199..55%% 99..88%% 1155..99%% 4422..77%% 1177..11%% 33..77%% 00..00%% 22..44%% 33..77%%

4433 2255 44 88 22 66 00 44 2233 55 44 00 11 44

110000..00%% 5588..11%% 99..33%% 1188..66%% 44..77%% 1144..00%% 00..00%% 99..33%% 5533..55%% 1111..66%% 99..33%% 00..00%% 22..33%% 99..33%%

9988 4422 1122 11 66 3344 33 44 4499 1133 44 11 1122 66

110000..00%% 4422..99%% 1122..22%% 11..00%% 66..11%% 3344..77%% 33..11%% 44..11%% 5500..00%% 1133..33%% 44..11%% 11..00%% 1122..22%% 66..11%%

55 33 11 00 00 00 00 00 22 11 00 00 00 11

110000..00%% 6600..00%% 2200..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 4400..00%% 2200..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 2200..00%%

4422 1122 11 00 11 88 11 00 1100 66 22 00 66 99

110000..00%% 2288..66%% 22..44%% 00..00%% 22..44%% 1199..00%% 22..44%% 00..00%% 2233..88%% 1144..33%% 44..88%% 00..00%% 1144..33%% 2211..44%%

注注：：上上段段  実実数数、、下下段段  割割合合 　　凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

調調査査数数

経経営営上上のの問問題題ととななるる要要因因（（外外部部要要因因））

全全　　体体

業業
種種

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビ
スス業業

そそのの他他

卸卸売売業業

⑥ 経営上の問題（外部要因）  

≪外部要因は、コロナ禍の影響を受けて「景気低迷」が５割を超えている。いず

れの業種とも「景気低迷」の割合が最も高い≫ 

・経営上の問題（外部要因）は、「景気低迷」52.2％が最も多く、次いで「顧客

の高齢化」34.8％、「大型店の影響」14.4％、「同業者との競合」14.1％の順と

なっている。 

・前回調査と比較すると、「景気低迷」が 11.3 ポイント高い。 

・業種別にみると、いずれの業種とも「景気低迷」の割合が最も高い。次いで「顧

客の高齢化」の割合が高い。小売業、卸売業では「大型店の影響」、飲食店で

は「商店街の顧客吸引力の不足」が高い傾向にある。 

 

表 14（令和２年調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 15（平成 30年調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業業種種別別　　経経営営上上のの問問題題（（外外部部要要因因））

景景気気
低低迷迷

大大型型店店
のの影影響響

ココンンビビニニ
エエンンスス
スストトアアのの
影影響響

イインンタターー
ネネッットトなな
どどのの通通信信
販販売売

同同業業店店とと
のの
競競合合

デディィススカカ
ウウンントトスス
トトアアのの
影影響響

商商店店街街
のの顧顧客客
吸吸引引力力
のの不不足足

顧顧客客のの
高高齢齢化化

少少子子化化
駐駐車車場場
のの確確保保

自自転転車車
置置きき場場のの
確確保保

そそのの他他 無無回回答答

227700 114411 3399 1188 2277 3388 77 2299 9944 2266 88 44 3311 4400

110000..00%% 5522..66%% 1144..44%% 66..77%% 1100..00%% 1144..11%% 22..66%% 1100..77%% 3344..88%% 99..66%% 33..00%% 11..55%% 1111..55%% 1144..88%%

9933 4488 2277 1100 2211 1111 66 1166 3377 1155 22 11 77 77

110000..00%% 5511..66%% 2299..00%% 1100..88%% 2222..66%% 1111..88%% 66..55%% 1177..22%% 3399..88%% 1166..11%% 22..22%% 11..11%% 77..55%% 77..55%%

5566 3355 66 66 11 88 00 1100 1133 22 22 00 1122 66

110000..00%% 6622..55%% 1100..77%% 1100..77%% 11..88%% 1144..33%% 00..00%% 1177..99%% 2233..22%% 33..66%% 33..66%% 00..00%% 2211..44%% 1100..77%%

111144 5533 44 11 44 1188 11 22 4444 88 44 33 1122 2266

110000..00%% 4466..55%% 33..55%% 00..99%% 33..55%% 1155..88%% 00..99%% 11..88%% 3388..66%% 77..00%% 33..55%% 22..66%% 1100..55%% 2222..88%%

77 55 22 11 11 11 00 11 00 11 00 00 00 11

110000..00%% 7711..44%% 2288..66%% 1144..33%% 1144..33%% 1144..33%% 00..00%% 1144..33%% 00..00%% 1144..33%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 1144..33%%

注注：：上上段段  実実数数、、下下段段  割割合合 　　凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

調調査査数数

経経営営上上のの問問題題ととななるる要要因因（（外外部部要要因因））

全全　　体体

業業
種種

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビ
スス業業

卸卸売売業業

11.7
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業業種種別別　　経経営営上上のの問問題題（（内内部部要要因因））

店店舗舗狭狭くく
老老朽朽化化

後後継継者者
難難

立立地地
悪悪いい

客客数数のの
減減少少

客客単単価価
のの減減少少

資資金金力力
不不足足

経経費費
増増加加

広広告告
宣宣伝伝
不不足足

商商品品
魅魅力力
不不足足

品品揃揃ええ不不
足足

営営業業時時間間
のの短短ささ

接接客客のの
不不十十分分ささ

駐駐車車場場
のの確確保保

自自転転車車
置置きき場場
のの確確保保

そそのの他他 無無回回答答

228811 1199 2211 3300 114433 5511 2266 6611 3366 1188 1133 77 1155 1166 11 1199 3399

110000..00%% 66..88%% 77..55%% 1100..77%% 5522..77%% 1188..11%% 99..33%% 2211..77%% 1122..88%% 66..44%% 44..66%% 22..55%% 55..33%% 55..77%% 00..44%% 66..88%% 1133..99%%

8822 44 33 1111 5522 1199 88 1177 1122 77 99 22 44 33 00 22 88

110000..00%% 44..99%% 33..77%% 1133..44%% 6633..44%% 2233..22%% 99..88%% 2200..77%% 1144..66%% 88..55%% 1111..00%% 22..44%% 44..99%% 33..77%% 00..00%% 22..44%% 99..88%%

4433 44 44 77 2244 99 44 1177 44 22 00 22 33 44 00 22 22

110000..00%% 99..33%% 99..33%% 1166..33%% 5555..88%% 2200..99%% 99..33%% 3399..55%% 99..33%% 44..77%% 00..00%% 44..77%% 77..00%% 99..33%% 00..00%% 44..77%% 44..77%%

9988 77 1100 66 5577 1177 1100 1177 1144 66 22 33 44 55 11 99 1122

110000..00%% 77..11%% 1100..22%% 66..11%% 5588..22%% 1177..33%% 1100..22%% 1177..33%% 1144..33%% 66..11%% 22..00%% 33..11%% 44..11%% 55..11%% 11..00%% 99..22%% 1122..22%%

55 00 11 00 22 22 00 00 11 00 00 00 00 00 00 00 22

110000..00%% 00..00%% 2200..00%% 00..00%% 4400..00%% 4400..00%% 00..00%% 00..00%% 2200..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 4400..00%%

4422 22 33 33 1100 33 22 77 22 11 11 00 22 33 00 66 1133

110000..00%% 44..88%% 77..11%% 77..11%% 2233..88%% 77..11%% 44..88%% 1166..77%% 44..88%% 22..44%% 22..44%% 00..00%% 44..88%% 77..11%% 00..00%% 1144..33%% 3311..00%%

注注：：上上段段  実実数数、、下下段段  割割合合 　　凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

調調査査数数

経経営営上上のの問問題題ととななるる要要因因（（内内部部要要因因））

全全　　体体

業業
種種

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビ
スス業業

そそのの他他

卸卸売売業業

⑦ 経営上の問題（内部要因）  

≪内部要因は「客数の減少」が主要要因。いずれの業種とも「客数の減少」の割

合が最も高い≫ 

・経営上の問題（内部要因）は、「客数の減少」50.0％が最も高く、次いで「客

単価の減少」18.5％、「経費増加」18.5％、「店舗狭く老朽化」11.5％、「広告

宣伝不足」11.5％の順となっている。 

・前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向にある。 

・業種別にみると、いずれの業種とも「客数の減少」の割合が最も高い。次いで、

小売業では「客単価の減少」、飲食店、サービス業では「経費増加」の割合が

高い。 

 

表 16（令和２年調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 17（平成 30年調査） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

業業種種別別　　経経営営上上のの問問題題（（内内部部要要因因））

店店舗舗狭狭くく
老老朽朽化化

後後継継者者
難難

立立地地
悪悪いい

客客数数のの
減減少少

客客単単価価
のの
減減少少

資資金金力力
不不足足

経経費費
増増加加

広広告告
宣宣伝伝
不不足足

商商品品
魅魅力力
不不足足

品品揃揃ええ
不不足足

営営業業時時間間
のの短短ささ

接接客客のの
不不十十分分ささ

駐駐車車場場
のの確確保保

自自転転車車
置置きき場場
のの確確保保

そそのの他他 無無回回答答

227700 3311 2200 1177 113355 5500 2299 5500 3311 1177 1100 1133 99 88 22 1100 5599

110000..00%% 1111..55%% 77..44%% 66..33%% 5500..00%% 1188..55%% 1100..77%% 1188..55%% 1111..55%% 66..33%% 33..77%% 44..88%% 33..33%% 33..00%% 00..77%% 33..77%% 2211..99%%

9933 1133 77 99 5555 2277 1111 1133 1177 1100 77 44 11 11 00 44 1122

110000..00%% 1144..00%% 77..55%% 99..77%% 5599..11%% 2299..00%% 1111..88%% 1144..00%% 1188..33%% 1100..88%% 77..55%% 44..33%% 11..11%% 11..11%% 00..00%% 44..33%% 1122..99%%

5566 55 33 66 2299 88 55 1188 66 44 11 44 55 11 11 22 99

110000..00%% 88..99%% 55..44%% 1100..77%% 5511..88%% 1144..33%% 88..99%% 3322..11%% 1100..77%% 77..11%% 11..88%% 77..11%% 88..99%% 11..88%% 11..88%% 33..66%% 1166..11%%

111144 1133 99 22 4488 1155 1122 1199 88 33 11 55 33 66 11 33 3366

110000..00%% 1111..44%% 77..99%% 11..88%% 4422..11%% 1133..22%% 1100..55%% 1166..77%% 77..00%% 22..66%% 00..99%% 44..44%% 22..66%% 55..33%% 00..99%% 22..66%% 3311..66%%

77 00 11 00 33 00 11 00 00 00 11 00 00 00 00 11 22

110000..00%% 00..00%% 1144..33%% 00..00%% 4422..99%% 00..00%% 1144..33%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 1144..33%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 1144..33%% 2288..66%%

注注：：上上段段  実実数数、、下下段段  割割合合 　　凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

業業
種種

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビ
スス業業

卸卸売売業業

全全　　体体

経経営営上上のの問問題題ととななるる要要因因（（内内部部要要因因））

調調査査数数
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業業種種別別　　経経営営上上のの問問題題（（内内部部要要因因））

店店舗舗狭狭くく
老老朽朽化化

後後継継者者
難難

立立地地
悪悪いい

客客数数のの
減減少少

客客単単価価
のの減減少少

資資金金力力
不不足足

経経費費
増増加加

広広告告
宣宣伝伝
不不足足

商商品品
魅魅力力
不不足足

品品揃揃ええ不不
足足

営営業業時時間間
のの短短ささ

接接客客のの
不不十十分分ささ

駐駐車車場場
のの確確保保

自自転転車車
置置きき場場
のの確確保保

そそのの他他 無無回回答答

228811 1199 2211 3300 114433 5511 2266 6611 3366 1188 1133 77 1155 1166 11 1199 3399

110000..00%% 66..88%% 77..55%% 1100..77%% 5522..77%% 1188..11%% 99..33%% 2211..77%% 1122..88%% 66..44%% 44..66%% 22..55%% 55..33%% 55..77%% 00..44%% 66..88%% 1133..99%%

8822 44 33 1111 5522 1199 88 1177 1122 77 99 22 44 33 00 22 88

110000..00%% 44..99%% 33..77%% 1133..44%% 6633..44%% 2233..22%% 99..88%% 2200..77%% 1144..66%% 88..55%% 1111..00%% 22..44%% 44..99%% 33..77%% 00..00%% 22..44%% 99..88%%

4433 44 44 77 2244 99 44 1177 44 22 00 22 33 44 00 22 22

110000..00%% 99..33%% 99..33%% 1166..33%% 5555..88%% 2200..99%% 99..33%% 3399..55%% 99..33%% 44..77%% 00..00%% 44..77%% 77..00%% 99..33%% 00..00%% 44..77%% 44..77%%

9988 77 1100 66 5577 1177 1100 1177 1144 66 22 33 44 55 11 99 1122

110000..00%% 77..11%% 1100..22%% 66..11%% 5588..22%% 1177..33%% 1100..22%% 1177..33%% 1144..33%% 66..11%% 22..00%% 33..11%% 44..11%% 55..11%% 11..00%% 99..22%% 1122..22%%

55 00 11 00 22 22 00 00 11 00 00 00 00 00 00 00 22

110000..00%% 00..00%% 2200..00%% 00..00%% 4400..00%% 4400..00%% 00..00%% 00..00%% 2200..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 4400..00%%

4422 22 33 33 1100 33 22 77 22 11 11 00 22 33 00 66 1133

110000..00%% 44..88%% 77..11%% 77..11%% 2233..88%% 77..11%% 44..88%% 1166..77%% 44..88%% 22..44%% 22..44%% 00..00%% 44..88%% 77..11%% 00..00%% 1144..33%% 3311..00%%

注注：：上上段段  実実数数、、下下段段  割割合合 　　凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

調調査査数数

経経営営上上のの問問題題ととななるる要要因因（（内内部部要要因因））

全全　　体体

業業
種種

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビ
スス業業

そそのの他他

卸卸売売業業

⑦ 経営上の問題（内部要因）  

≪内部要因は「客数の減少」が主要要因。いずれの業種とも「客数の減少」の割

合が最も高い≫ 

・経営上の問題（内部要因）は、「客数の減少」50.0％が最も高く、次いで「客

単価の減少」18.5％、「経費増加」18.5％、「店舗狭く老朽化」11.5％、「広告

宣伝不足」11.5％の順となっている。 

・前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向にある。 

・業種別にみると、いずれの業種とも「客数の減少」の割合が最も高い。次いで、

小売業では「客単価の減少」、飲食店、サービス業では「経費増加」の割合が

高い。 

 

表 16（令和２年調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 17（平成 30年調査） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

業業種種別別　　経経営営上上のの問問題題（（内内部部要要因因））

店店舗舗狭狭くく
老老朽朽化化

後後継継者者
難難

立立地地
悪悪いい

客客数数のの
減減少少

客客単単価価
のの
減減少少

資資金金力力
不不足足

経経費費
増増加加

広広告告
宣宣伝伝
不不足足

商商品品
魅魅力力
不不足足

品品揃揃ええ
不不足足

営営業業時時間間
のの短短ささ

接接客客のの
不不十十分分ささ

駐駐車車場場
のの確確保保

自自転転車車
置置きき場場
のの確確保保

そそのの他他 無無回回答答

227700 3311 2200 1177 113355 5500 2299 5500 3311 1177 1100 1133 99 88 22 1100 5599

110000..00%% 1111..55%% 77..44%% 66..33%% 5500..00%% 1188..55%% 1100..77%% 1188..55%% 1111..55%% 66..33%% 33..77%% 44..88%% 33..33%% 33..00%% 00..77%% 33..77%% 2211..99%%

9933 1133 77 99 5555 2277 1111 1133 1177 1100 77 44 11 11 00 44 1122

110000..00%% 1144..00%% 77..55%% 99..77%% 5599..11%% 2299..00%% 1111..88%% 1144..00%% 1188..33%% 1100..88%% 77..55%% 44..33%% 11..11%% 11..11%% 00..00%% 44..33%% 1122..99%%

5566 55 33 66 2299 88 55 1188 66 44 11 44 55 11 11 22 99

110000..00%% 88..99%% 55..44%% 1100..77%% 5511..88%% 1144..33%% 88..99%% 3322..11%% 1100..77%% 77..11%% 11..88%% 77..11%% 88..99%% 11..88%% 11..88%% 33..66%% 1166..11%%

111144 1133 99 22 4488 1155 1122 1199 88 33 11 55 33 66 11 33 3366

110000..00%% 1111..44%% 77..99%% 11..88%% 4422..11%% 1133..22%% 1100..55%% 1166..77%% 77..00%% 22..66%% 00..99%% 44..44%% 22..66%% 55..33%% 00..99%% 22..66%% 3311..66%%

77 00 11 00 33 00 11 00 00 00 11 00 00 00 00 11 22

110000..00%% 00..00%% 1144..33%% 00..00%% 4422..99%% 00..00%% 1144..33%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 1144..33%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 1144..33%% 2288..66%%

注注：：上上段段  実実数数、、下下段段  割割合合 　　凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

業業
種種

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビ
スス業業

卸卸売売業業

全全　　体体

経経営営上上のの問問題題ととななるる要要因因（（内内部部要要因因））

調調査査数数
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⑧ お店の評価  

≪お店の評価は「満足と評価されている」と「どちらかと言えば満足と評価され

ている」割合の合計が約５割。不満の理由は「品揃えが悪い」、「店に入りにくい」

が主要な理由≫ 

・「満足と評価されている」7.0％と「どちらかと言えば満足と評価されている」

42.6％の合計が 49.6％となっており、「不満に思われている」1.1％と「どち

らかと言えば不満に思われている」4.4％の合計 5.5％を大きく上回っている。 

・前回調査と比較すると、「満足」の割合が高くなり、「不満」の割合が低くなっ

ている。 

・不満の理由は、「品揃えが悪い」40.0％、「店に入りにくい」33.3％、「値段が

高い」26.7％が主なものである。前回と比べると、「品揃えが悪い」、「値段が

高い」の割合が増加した一方、「店に入りにくい」の割合が減少している。 

・業種別にみると、飲食店、小売業で「満足」の割合が５割を超えている。 

 

 

図 35 
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図 36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 37 
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1122..00%%

2200..00%%

1122..00%%

1122..00%%

3322..00%%

1122..00%%

廃廃業業時時期期

11年年以以内内

22〜〜33年年以以内内

33～～55年年以以内内

55～～1100年年以以内内

わわかかららなないい・・決決めめ

てていいなないい

無無回回答答

nn==((2255))

⑦ 今後の事業継続 

≪今後の事業継続は「現状維持」が約５割を占め、「廃業」が約１割。廃業の

時期は「わからない・決めていない」が約３割、「２～３年以内」が約２割。「廃

業」は、業種別では飲食店で高い≫ 

・「現状維持」が 50.4％で最も多く、次いで「廃業」9.3％、「規模拡大」5.2％

の順となっている。 

・廃業と答えた店舗の廃業時期は、「わからない・決めていない」32.0％、「２

～３年以内」20.0％となっている。 

 

図 38 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 39 
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・業種別にみると、すべての業種で「現状維持」の割合が高い。「廃業」の割合

は、飲食店 10.7％、小売業 9.7％、サービス業 8.8％となっている。 

 

表 18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業種別　今後の事業継続

調査数 現状維持 規模拡大 規模縮小 店舗移転 業種転換 廃業 わからない その他 無回答

270 136 14 11 7 5 25 34 2 36

100.0% 50.4% 5.2% 4.1% 2.6% 1.9% 9.3% 12.6% 0.7% 13.3%

93 53 4 6 1 2 9 12 2 4

100.0% 57.0% 4.3% 6.5% 1.1% 2.2% 9.7% 12.9% 2.2% 4.3%

56 28 3 ─ 3 2 6 8 ─ 6

100.0% 50.0% 5.4% ─ 5.4% 3.6% 10.7% 14.3% ─ 10.7%

114 52 6 5 3 1 10 12 ─ 25

100.0% 45.6% 5.3% 4.4% 2.6% 0.9% 8.8% 10.5% ─ 21.9%

7 3 1 ─ ─ ─ ─ 2 ─ 1

100.0% 42.9% 14.3% ─ ─ ─ ─ 28.6% ─ 14.3%

注：上段 実数、下段 割合 　凡例　 第1位 第2位 第3位

業
種

小売業

飲食店

サービス業

卸売業

　全　体
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・業種別にみると、すべての業種で「現状維持」の割合が高い。「廃業」の割合

は、飲食店 10.7％、小売業 9.7％、サービス業 8.8％となっている。 

 

表 18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業業種種別別　　今今後後のの事事業業継継続続

調調査査数数 現現状状維維持持 規規模模拡拡大大 規規模模縮縮小小 店店舗舗移移転転 業業種種転転換換 廃廃業業 わわかかららなないい そそのの他他 無無回回答答

227700 113366 1144 1111 77 55 2255 3344 22 3366

110000..00%% 5500..44%% 55..22%% 44..11%% 22..66%% 11..99%% 99..33%% 1122..66%% 00..77%% 1133..33%%

9933 5533 44 66 11 22 99 1122 22 44

110000..00%% 5577..00%% 44..33%% 66..55%% 11..11%% 22..22%% 99..77%% 1122..99%% 22..22%% 44..33%%

5566 2288 33 ── 33 22 66 88 ── 66

110000..00%% 5500..00%% 55..44%% ── 55..44%% 33..66%% 1100..77%% 1144..33%% ── 1100..77%%

111144 5522 66 55 33 11 1100 1122 ── 2255

110000..00%% 4455..66%% 55..33%% 44..44%% 22..66%% 00..99%% 88..88%% 1100..55%% ── 2211..99%%

77 33 11 ── ── ── ── 22 ── 11

110000..00%% 4422..99%% 1144..33%% ── ── ── ── 2288..66%% ── 1144..33%%

注注：：上上段段  実実数数、、下下段段  割割合合 　　凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

業業
種種

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビスス業業

卸卸売売業業

　　全全　　体体
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⑧ お店のホームページ等の有無 

≪お店のホームページ等は、「なし」が約４割。ある場合には、「ホームページ」

が約３割、フェイスブックが１割の順となっている。業種別では、飲食店が最も

ホームページ等の媒体を用意している≫ 

・お店のホームページ等として用意している媒体は、「ホームページ」32.2％、

「フェイスブック」10.0％となっている。 

・業種別では、飲食店が「ホームページ」26.8％、「フェイスブック」17.9％、

「ツイッター」16.1％、「店舗情報ポータルサイト」14.3％、「インスタグラム」

14.3％と利用している媒体が多い。 

 

図 40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 41 
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⑨ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響 

≪新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響（経営上困ったこと）は、「感染防

止対策としての接客方法」の割合が約４割で最も高い。業種別では、医療・福祉、

小売業、サービス業で割合が高い。≫ 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響で経営上困ったことは、「感染防止

対策としての接客方法」38.4％の割合が最も高く、次いで、「資金繰り」25.8％、

「３密対策設備費用の負担」21.2％、「営業日・営業時間の制約」20.1％の順

となっている。 

・業種別では、医療・福祉、小売業、サービス業で「感染防止策としての接客方

法」の割合が最も高く、建設業では「資金繰り」の割合が最も高い。 

 

表 19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業業種種別別　　新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症拡拡大大防防止止のの影影響響

調調査査数数
営営業業日日・・営営
業業時時間間のの
制制約約

資資金金繰繰りり
雇雇用用継継続続・・
賃賃金金支支払払いい
負負担担

家家賃賃支支払払いい
負負担担

33密密対対策策設設
備備費費用用のの
負負担担

感感染染防防止止対対
策策ととししててのの
接接客客方方法法

販販売売・・ササーー
ビビスス内内容容のの
低低下下

554477 111100 114411 9944 110099 111166 221100 110055

110000..00%% 2200..11%% 2255..88%% 1177..22%% 1199..99%% 2211..22%% 3388..44%% 1199..22%%

111111 1166 2288 1177 1166 1144 2277 2200

110000..00%% 1144..44%% 2255..22%% 1155..33%% 1144..44%% 1122..66%% 2244..33%% 1188..00%%

4488 55 1155 88 88 22 33 2211

110000..00%% 1100..44%% 3311..33%% 1166..77%% 1166..77%% 44..22%% 66..33%% 4433..88%%

3344 77 99 77 44 1177 2266 44

110000..00%% 2200..66%% 2266..55%% 2200..66%% 1111..88%% 5500..00%% 7766..55%% 1111..88%%

9933 1144 1177 1111 1122 1133 4422 2277

110000..00%% 1155..11%% 1188..33%% 1111..88%% 1122..99%% 1144..00%% 4455..22%% 2299..00%%

5566 2244 2255 1188 2299 2222 2255 77

110000..00%% 4422..99%% 4444..66%% 3322..11%% 5511..88%% 3399..33%% 4444..66%% 1122..55%%

111144 3355 3377 2244 3322 3344 5599 1144

110000..00%% 3300..77%% 3322..55%% 2211..11%% 2288..11%% 2299..88%% 5511..88%% 1122..33%%

77 22 22 11 22 ── ── 11

110000..00%% 2288..66%% 2288..66%% 1144..33%% 2288..66%% ── ── 1144..33%%

8822 77 77 77 55 1133 2266 1111

110000..00%% 88..55%% 88..55%% 88..55%% 66..11%% 1155..99%% 3311..77%% 1133..44%%

調調査査数数
宅宅配配ササーービビ
スス強強化化等等労労
力力のの負負担担

営営業業情情報報発発
信信のの不不足足

在在宅宅勤勤務務導導
入入・・営営業業体体
制制シシフフトト
困困難難

特特にに困困っったた
ここととははなないい

そそのの他他 無無回回答答

554477 99 5500 4466 7799 5511 5500

110000..00%% 11..66%% 99..11%% 88..44%% 1144..44%% 99..33%% 99..11%%

111111 ── 1133 66 1155 1133 1133

110000..00%% ── 1111..77%% 55..44%% 1133..55%% 1111..77%% 1111..77%%

4488 ── 22 33 1100 55 77

110000..00%% ── 44..22%% 66..33%% 2200..88%% 1100..44%% 1144..66%%

3344 22 44 88 22 55 11

110000..00%% 55..99%% 1111..88%% 2233..55%% 55..99%% 1144..77%% 22..99%%

9933 11 88 44 1188 44 77

110000..00%% 11..11%% 88..66%% 44..33%% 1199..44%% 44..33%% 77..55%%

5566 22 44 22 33 33 44

110000..00%% 33..66%% 77..11%% 33..66%% 55..44%% 55..44%% 77..11%%

111144 22 1144 1111 1133 77 66

110000..00%% 11..88%% 1122..33%% 99..66%% 1111..44%% 66..11%% 55..33%%

77 11 11 ── 11 ── 22

110000..00%% 1144..33%% 1144..33%% ── 1144..33%% ── 2288..66%%

8822 11 44 1111 1177 1144 1100

110000..00%% 11..22%% 44..99%% 1133..44%% 2200..77%% 1177..11%% 1122..22%%

注注：：上上段段  実実数数、、下下段段  割割合合 　　凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

そそのの他他

業業
種種

建建設設業業

製製造造業業

医医療療・・福福祉祉

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビスス業業

卸卸売売業業

そそのの他他

業業
種種

建建設設業業

製製造造業業

医医療療・・福福祉祉

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビスス業業

卸卸売売業業

　　全全　　体体

　　全全　　体体
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⑨ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響 

≪新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響（経営上困ったこと）は、「感染防

止対策としての接客方法」の割合が約４割で最も高い。業種別では、医療・福祉、

小売業、サービス業で割合が高い。≫ 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響で経営上困ったことは、「感染防止

対策としての接客方法」38.4％の割合が最も高く、次いで、「資金繰り」25.8％、

「３密対策設備費用の負担」21.2％、「営業日・営業時間の制約」20.1％の順

となっている。 

・業種別では、医療・福祉、小売業、サービス業で「感染防止策としての接客方

法」の割合が最も高く、建設業では「資金繰り」の割合が最も高い。 

 

表 19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業業種種別別　　新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症拡拡大大防防止止のの影影響響

調調査査数数
営営業業日日・・営営
業業時時間間のの
制制約約

資資金金繰繰りり
雇雇用用継継続続・・
賃賃金金支支払払いい
負負担担

家家賃賃支支払払いい
負負担担

33密密対対策策設設
備備費費用用のの
負負担担

感感染染防防止止対対
策策ととししててのの
接接客客方方法法

販販売売・・ササーー
ビビスス内内容容のの
低低下下

554477 111100 114411 9944 110099 111166 221100 110055

110000..00%% 2200..11%% 2255..88%% 1177..22%% 1199..99%% 2211..22%% 3388..44%% 1199..22%%

111111 1166 2288 1177 1166 1144 2277 2200

110000..00%% 1144..44%% 2255..22%% 1155..33%% 1144..44%% 1122..66%% 2244..33%% 1188..00%%

4488 55 1155 88 88 22 33 2211

110000..00%% 1100..44%% 3311..33%% 1166..77%% 1166..77%% 44..22%% 66..33%% 4433..88%%

3344 77 99 77 44 1177 2266 44

110000..00%% 2200..66%% 2266..55%% 2200..66%% 1111..88%% 5500..00%% 7766..55%% 1111..88%%

9933 1144 1177 1111 1122 1133 4422 2277

110000..00%% 1155..11%% 1188..33%% 1111..88%% 1122..99%% 1144..00%% 4455..22%% 2299..00%%

5566 2244 2255 1188 2299 2222 2255 77

110000..00%% 4422..99%% 4444..66%% 3322..11%% 5511..88%% 3399..33%% 4444..66%% 1122..55%%

111144 3355 3377 2244 3322 3344 5599 1144

110000..00%% 3300..77%% 3322..55%% 2211..11%% 2288..11%% 2299..88%% 5511..88%% 1122..33%%

77 22 22 11 22 ── ── 11

110000..00%% 2288..66%% 2288..66%% 1144..33%% 2288..66%% ── ── 1144..33%%

8822 77 77 77 55 1133 2266 1111

110000..00%% 88..55%% 88..55%% 88..55%% 66..11%% 1155..99%% 3311..77%% 1133..44%%

調調査査数数
宅宅配配ササーービビ
スス強強化化等等労労
力力のの負負担担

営営業業情情報報発発
信信のの不不足足

在在宅宅勤勤務務導導
入入・・営営業業体体
制制シシフフトト
困困難難

特特にに困困っったた
ここととははなないい

そそのの他他 無無回回答答

554477 99 5500 4466 7799 5511 5500

110000..00%% 11..66%% 99..11%% 88..44%% 1144..44%% 99..33%% 99..11%%

111111 ── 1133 66 1155 1133 1133

110000..00%% ── 1111..77%% 55..44%% 1133..55%% 1111..77%% 1111..77%%

4488 ── 22 33 1100 55 77

110000..00%% ── 44..22%% 66..33%% 2200..88%% 1100..44%% 1144..66%%

3344 22 44 88 22 55 11

110000..00%% 55..99%% 1111..88%% 2233..55%% 55..99%% 1144..77%% 22..99%%

9933 11 88 44 1188 44 77

110000..00%% 11..11%% 88..66%% 44..33%% 1199..44%% 44..33%% 77..55%%

5566 22 44 22 33 33 44

110000..00%% 33..66%% 77..11%% 33..66%% 55..44%% 55..44%% 77..11%%

111144 22 1144 1111 1133 77 66

110000..00%% 11..88%% 1122..33%% 99..66%% 1111..44%% 66..11%% 55..33%%

77 11 11 ── 11 ── 22

110000..00%% 1144..33%% 1144..33%% ── 1144..33%% ── 2288..66%%

8822 11 44 1111 1177 1144 1100

110000..00%% 11..22%% 44..99%% 1133..44%% 2200..77%% 1177..11%% 1122..22%%

注注：：上上段段  実実数数、、下下段段  割割合合 　　凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

そそのの他他

業業
種種

建建設設業業

製製造造業業

医医療療・・福福祉祉

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビスス業業

卸卸売売業業

そそのの他他

業業
種種

建建設設業業

製製造造業業

医医療療・・福福祉祉

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビスス業業

卸卸売売業業

　　全全　　体体

　　全全　　体体
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⑩ WITH コロナ、アフターコロナ対策 

≪WITH コロナ、アフターコロナ対策として今後取り組みを重視すべきことにつ

いては、「金融面での支援」が約４割。業種別では、建設業、製造業、飲食店、

卸売業が最も割合が高い。医療・福祉では「経営再生への経済的支援」が、小売

業、サービス業では「感染防止対策の強化」が最も割合が高い≫ 

・WITH コロナ、アフターコロナ対策として今後取り組みを重視すべきことにつ

いては、「金融面での支援」36.6％の割合が最も高い。次いで、「経営再生への

経済的支援」30.2％、「感染防止対策の強化」29.3％の順となっている。 

・業種別では、建設業、製造業、飲食店、卸売業で「金融面での支援」の割合が

最も高い。医療・福祉では「経営再生への経済的支援」が、小売業、サービス

業では「感染防止対策の強化」の割合が最も高い。 

 

表 20 

 

 

 

業業種種別別　　WWIITTHHココロロナナ、、アアフフタターーココロロナナ対対策策

調調査査数数
感感染染防防止止対対
策策のの強強化化

金金融融面面ででのの
支支援援

経経営営再再生生へへ
のの経経済済的的
支支援援

経経営営再再生生へへ
のの専専門門家家にに
よよるる助助言言・・
指指導導

情情報報発発信信のの
強強化化

スステテッッカカーー
表表示示・・広広報報
案案内内のの充充実実

554477 116600 220000 116655 4433 4411 6666

110000..00%% 2299..33%% 3366..66%% 3300..22%% 77..99%% 77..55%% 1122..11%%

111111 2222 5555 3399 1122 77 88

110000..00%% 1199..88%% 4499..55%% 3355..11%% 1100..88%% 66..33%% 77..22%%

4488 66 2200 1188 22 11 11

110000..00%% 1122..55%% 4411..77%% 3377..55%% 44..22%% 22..11%% 22..11%%

3344 1144 1155 1188 44 11 44

110000..00%% 4411..22%% 4444..11%% 5522..99%% 1111..88%% 22..99%% 1111..88%%

9933 3366 2233 1188 55 1122 1100

110000..00%% 3388..77%% 2244..77%% 1199..44%% 55..44%% 1122..99%% 1100..88%%

5566 1177 2211 1199 44 22 1133

110000..00%% 3300..44%% 3377..55%% 3333..99%% 77..11%% 33..66%% 2233..22%%

111144 4455 4411 3333 99 1155 2200

110000..00%% 3399..55%% 3366..00%% 2288..99%% 77..99%% 1133..22%% 1177..55%%

77 11 33 ── ── ── 22

110000..00%% 1144..33%% 4422..99%% ── ── ── 2288..66%%

8822 1188 2222 2200 77 33 88

110000..00%% 2222..00%% 2266..88%% 2244..44%% 88..55%% 33..77%% 99..88%%

調調査査数数
宅宅配配ササーービビ
スス・・通通信信販販
売売のの強強化化

ププレレミミアアムム
商商品品券券にによよ
るる消消費費喚喚起起

商商店店街街イイベベ
ンントト再再開開（（賑賑
わわいいづづくくりり））

在在宅宅勤勤務務・・
営営業業体体制制のの
拡拡充充・・定定着着

そそのの他他 無無回回答答

554477 1166 6633 3377 3333 2277 110000

110000..00%% 22..99%% 1111..55%% 66..88%% 66..00%% 44..99%% 1188..33%%

111111 22 1111 55 44 22 2255

110000..00%% 11..88%% 99..99%% 44..55%% 33..66%% 11..88%% 2222..55%%

4488 ── 22 22 22 11 1155

110000..00%% ── 44..22%% 44..22%% 44..22%% 22..11%% 3311..33%%

3344 ── 33 11 11 44 55

110000..00%% ── 88..88%% 22..99%% 22..99%% 1111..88%% 1144..77%%

9933 66 1155 1133 22 22 1177

110000..00%% 66..55%% 1166..11%% 1144..00%% 22..22%% 22..22%% 1188..33%%

5566 22 1133 55 ── 33 99

110000..00%% 33..66%% 2233..22%% 88..99%% ── 55..44%% 1166..11%%

111144 33 1133 44 77 66 1122

110000..00%% 22..66%% 1111..44%% 33..55%% 66..11%% 55..33%% 1100..55%%

77 22 11 11 11 ── 11

110000..00%% 2288..66%% 1144..33%% 1144..33%% 1144..33%% ── 1144..33%%

8822 11 55 66 1166 99 1155

110000..00%% 11..22%% 66..11%% 77..33%% 1199..55%% 1111..00%% 1188..33%%

注注：：上上段段  実実数数、、下下段段  割割合合 　　凡凡例例　　 第第11位位 第第22位位 第第33位位

建建設設業業

製製造造業業

医医療療・・福福祉祉

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビスス業業

卸卸売売業業

そそのの他他

　　全全　　体体

業業
種種

　　全全　　体体

業業
種種

建建設設業業

製製造造業業

医医療療・・福福祉祉

小小売売業業

飲飲食食店店

ササーービビスス業業

卸卸売売業業

そそのの他他
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 ４．地域別の意向・現状（商業者・消費者）について 

 

（１）地域別の商業者・消費者の現状 

 

「富士見市新型コロナウイルス感染症影響実態調査」において、特徴的な内容

を紹介します。 

 

商業者 

・ふじみ野駅周辺地域以外では、60 歳以上の経営者の割合が高い。 

・東みずほ台地区 38.4％、ふじみ野駅周辺地区 8.4％以外の地区では、概ね 50％

～60％となっている。 

・今後の事業継続については、「廃業」と答えている経営者が、西みずほ台（2.9％）、

水子・榎町（5.9％）、羽沢・諏訪・山室（6.3％）を除き、約 10％となってい

る。特に、水谷東（21.4％）、南畑（21.4％）では比率が高くなっている。な

お、廃業の時期については、「わからない・決めていない」が約 30％、「２年

～３年以内」が約 20％となっている。 

・WITH コロナ、アフターコロナ対策としては、金融面での支援、感染防止対策

の強化、経営支援への経済的支援の回答が高い。 

 

消費者 

・近くの店舗やお店の不満度は貝塚（72.2％）、水谷東（57.9％）が高くなって

いる。その他の地区では概ね 20％台となっている。 

・近くの店舗や商店街への希望は、不足業種の誘致や空き店舗の活用、地元農

産物の販売の声が高くなっている。 
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 ４．地域別の意向・現状（商業者・消費者）について 

 

（１）地域別の商業者・消費者の現状 

 

「富士見市新型コロナウイルス感染症影響実態調査」において、特徴的な内容

を紹介します。 

 

商業者 

・ふじみ野駅周辺地域以外では、60 歳以上の経営者の割合が高い。 

・東みずほ台地区 38.4％、ふじみ野駅周辺地区 8.4％以外の地区では、概ね 50％

～60％となっている。 

・今後の事業継続については、「廃業」と答えている経営者が、西みずほ台（2.9％）、

水子・榎町（5.9％）、羽沢・諏訪・山室（6.3％）を除き、約 10％となってい

る。特に、水谷東（21.4％）、南畑（21.4％）では比率が高くなっている。な

お、廃業の時期については、「わからない・決めていない」が約 30％、「２年

～３年以内」が約 20％となっている。 

・WITH コロナ、アフターコロナ対策としては、金融面での支援、感染防止対策

の強化、経営支援への経済的支援の回答が高い。 

 

消費者 

・近くの店舗やお店の不満度は貝塚（72.2％）、水谷東（57.9％）が高くなって

いる。その他の地区では概ね 20％台となっている。 

・近くの店舗や商店街への希望は、不足業種の誘致や空き店舗の活用、地元農

産物の販売の声が高くなっている。 
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（２）地域別の商業者・消費者の意向と現状のまとめ 

 

平成 30 年に実施した意向調査及び令和２年に実施した「富士見市新型コロ

ナウイルス感染症影響実態調査」の結果及び地域別商業者懇談会から特徴的な

内容を紹介します。 

 

Ａ 鶴瀬駅周辺 

①商業者調査 

■60 歳以上経営者割合 

(鶴瀬東) 53.5% 

(鶴瀬西) 60.2% 

■事業継続意向（廃業予定） 

(鶴瀬東) 11.3% 

(鶴瀬西)  8.5% 

■5 年前比売上高（10％以上減少）H30 調査 

(鶴瀬東) 48.0% 

(鶴瀬西) 54.0% 

■経営上の特徴的な問題（内部要因）H30 調査 

(鶴瀬東) 客数の減少、経費の増加 

(鶴瀬西) 客数の減少、客単価の減少 

■お店の評価 

(鶴瀬東) 満足、どちらかと言えば満足 41.5% 

(鶴瀬西) 満足、どちらかと言えば満足 47.5% 

■WITH コロナ、アフターコロナ対策 

(鶴瀬東) 金融面での支援、経営再生への経済

的支援、コロナ感染症拡大防止対策

の強化 

(鶴瀬西) 金融面での支援、経営再生への経済

的支援 

②地域別商業者懇談会 

（令和 2 年 11 月 18 日・12 月 4 日・16 日に開催） 

＜主な意見＞ 

・宅配電話帳の再発行 

・商店会の役割の確認 

・お店のファンづくり 

・出店者を誘致するための街のイメージ戦略 

・SNS の使い方 

・創業支援コンペ 

・市内共通ポイントシステム 

商店会名 
平成 27 年 

会員数 

令和 2 年

会員数 

鶴瀬夢灯り商店会 76 59 

鶴瀬東中央通り会 13 11 

つるせセーフティロード

商店会 
13 11 

扇田商店会 20 1 

あけぼの商店会 21 19 

上沢商店会 8 8 

鶴瀬駅西口通り商店会 29 30 

鶴瀬西銀座商店会 28 27 

つるせ西商店会 12 12 

権平山商店会 11 11 

つるせ台商店会 22 25 

正興中央通り商店会 8 7 

鶴瀬西 3丁目通り商店会 5 4 

※各年 10 月末現在の会員数です。 

③消費者調査 

■近くの店舗や商店街の不満度 

(鶴瀬東) 38.2% 

(鶴瀬西) 24.5% 

■近くの店舗や商店街への希望 

(鶴瀬東) 不足業種の誘致、空き店舗活用 

(鶴瀬西) 不足業種の誘致、空き店舗活用 

■近所に必要なお店 

(鶴瀬東) 生鮮食料品、飲食店（外食） 

(鶴瀬西) 生鮮食料品、飲食店（外食） 

■WITH コロナ、アフターコロナ対策 

(鶴瀬東) コロナ感染症拡大防止対策の強化、プレミアム商品券による消費喚起 

(鶴瀬西) コロナ感染症拡大防止対策の強化、経営支援の強化 
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Ｂ みずほ台駅周辺 

①商業者調査 

■60 歳以上経営者割合 

(東みずほ台) 38.4% 

(西みずほ台) 52.1% 

■事業継続意向（廃業予定） 

(東みずほ台) 10.5% 

(西みずほ台)  2.9% 

■5 年前比売上高（10％以上減少）H30 調査 

(東みずほ台) 27.3% 

(西みずほ台) 30.6% 

■経営上の特徴的な問題（内部要因）H30 調査 

(東みずほ台) 客数の減少、経費の増加 

(西みずほ台) 客数の減少、広告宣伝の不足 

■お店の評価 

(東みずほ台) 満足、どちらかと言えば満足 

52.6% 

(西みずほ台) 満足、どちらかと言えば満足 

61.8% 

■WITH コロナ、アフターコロナ対策 

(東みずほ台) 金融面での支援、経営再生への

経済的支援 

(西みずほ台) 金融面での支援、感染防止対策

の強化 

②地域別商業者懇談会 

（令和 2 年 11 月 18 日・12 月 1 日・15 日に開催） 

＜主な意見＞ 

・商店会版の宅配事業 

・富士見市の魅力発見 

・市内農産物を使用しての新たな商品開発 

・空き店舗のマッチング 

・ポイント事業などの強化 

・店舗別の商品カタログ 

・産業観光 

 

※各年 10 月末現在の会員数です。 
 

商店会名 
平成 27 年 

会員数 

令和 2 年

会員数 

東みずほ台商店会 70 58 

寺下商店会 28 26 

水谷中央商店会 14 14 

西みずほ台商店会 95 91 

③消費者調査 

■近くの店舗や商店街の不満度 

(東みずほ台) 21.7% 

(西みずほ台) 28.7% 

■近くの店舗や商店街への希望 

(東みずほ台) 不足業種の誘致、駐輪場、駐車場、空き店舗活用 

(西みずほ台) 不足業種の誘致、空き店舗活用 

■近所に必要なお店 

(東みずほ台) 生鮮食料品、衣類 

(西みずほ台) 生鮮食料品、飲食店（外食）、衣類 

■WITH コロナ、アフターコロナ対策 

(東みずほ台) コロナ感染症拡大防止対策の強化、プレミアム商品券による消費喚起 

(西みずほ台) コロナ感染症拡大防止対策の強化、経営支援の強化 
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Ｃ ふじみ野駅周辺 

①商業者調査 

■60 歳以上経営者割合      8.4％ 

■事業継続意向（廃業予定）    2.9% 

■5 年前比売上高（10％以上減少）H30 調査                        

28.6% 

■経営上の特徴的な問題（内部要因）H30 調査 

客数の減少、経費の増加 

■お店の評価 

満足、どちらかと言えば満足   61.8% 

■WITH コロナ、アフターコロナ対策 

金融面での支援、経営再生への経済的支援 

②地域別商業者懇談会 

（令和 2 年 11 月 18 日・12 月 2 日・18 日に開催） 

＜主な意見＞ 

・個店を知ってもらう機会の創出 

・不足業種の誘致 

・街のイメージアップによるブランド力の向上 

・新たな連携の仕組み（プラットフォーム）の創設 

・創業者の物件探し 

・創業学習資金の支援 

③消費者調査 

■近くの店舗や商店街の不満度   24.4% 

■近くの店舗や商店街への希望 

不足業種の誘致、こだわりの店づくり 

■近所に必要なお店 

 生鮮食料品、飲食店（外食） 

■WITH コロナ、アフターコロナ対策 

コロナ感染症拡大防止対策の強化、経営支援の強化 

 

Ｄ 駅周辺以外 

①商業者調査 

■60 歳以上経営者割合 

(羽沢・諏訪・山室)  54.2% 

(貝塚) 88.9% 

(水子・榎町) 65.0% 

(水谷東) 60.0% 

(南畑) 49.1% 

■事業継続意向（廃業予定） 

(羽沢・諏訪・山室) 6.3% 

(貝塚) 0.0% 

(水子・榎町) 5.9% 

(水谷東) 21.4% 

(南畑) 21.4% 

■5 年前比売上高（10％以上減少）H30 調査 

(羽沢・諏訪・山室) 30.0% 

(貝塚) 83.3% 

(水子・榎町) 45.0% 

(水谷東) 66.7% 

(南畑) 18.2% 

■経営上の特徴的な問題（内部要因）H30 調査 

(羽沢・諏訪・山室)   客数の減少、経費の増加 

(貝塚)         客数の減少、 

(水子・榎町)     客数の減少、経費の増加 
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(水谷東)       客数の減少、立地が悪い 

(南畑)        客数の減少、客単価の減少 

■お店の評価 

満足、どちらかと言えば満足 

(羽沢・諏訪・山室)  37.6％ 

(貝塚)        40.0％ 

(水子・榎町)     70.6％ 

(水谷東)       23.1％ 

(南畑)        42.9％ 

■WITH コロナ、アフターコロナ対策 

(羽沢・諏訪・山室)  金融面での支援、経営再生の経済的支援 

(貝塚)        コロナ感染症拡大防止対策の強化、金融面での支援 

(水子・榎町)     コロナ感染症拡大防止対策の強化、金融面での支援 

(水谷東)       金融面での支援、経営再生への経済的支援 

(南畑)        金融面での支援、経営再生への経済的支援 

③消費者調査 

■近くの店舗や商店街の不満度 

(羽沢・諏訪・山室)  21.8% 

(貝塚)        72.2% 

(水子・榎町)     24.6% 

(水谷東)       57.9% 

(南畑)        24.6% 

■近くの店舗や商店街への希望 

(羽沢・諏訪・山室)  不足業種の誘致、空き店舗活用 

(貝塚)        空き店舗活用、不足業種の誘致 

(水子・榎町)     不足業種の誘致、空き店舗活用、駐車場・駐輪場の設置 

(水谷東)       空き店舗活用、不足業種の誘致 

(南畑)        不足業種の誘致、駐車場・駐輪場の設置、休憩場所やトイレ・ベンチの設置 

■近所に必要なお店 

 すべての地区    生鮮食料品 

■WITH コロナ、アフターコロナ対策 

(羽沢・諏訪・山室)  コロナ感染症拡大防止対策の強化、経営支援の強化、プレミアム商品券によ

る消費喚起 

(貝塚)        プレミアム商品券による消費喚起、ステッカー表示・広報案内の充実 

(水子・榎町)     コロナ感染症拡大防止対策の強化、プレミアム商品券による消費喚起 

(水谷東)       経営支援の強化、コロナ感染症拡大防止対策の強化 

(南畑)        コロナ感染症大防止対策の強化、プレミアム商品券による消費喚起、ステッ

カー表示・広報案内の充実 

※ ②地域別商業者懇談会（主な意見）については、鶴瀬駅周辺及びみずほ台駅周辺に含めます。 
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５．第２次商業活性化ビジョンからみる商業の現状 

 

住宅都市として発展してきた富士見市は、比較的狭域な市域の中で、駅周辺地

区や住宅の開発に伴う自然発生的な商業立地が多く、大規模小売店舗数が少な

いうえ、比較的売り場面積の狭い小規模店舗数が多くなっています。 

このような状況の中、平成 27 年の大型商業施設の開業は、市内商業環境を大

きく変えることが予想されることから、「多様な主体が創る、元気な富士見市の

商業」を将来像に、「個店」「創業」「組織」「地域」「連携」の５つの基本方針の

もと、25 のアクションプランを定め、実施しました。以下、基本方針ごとに現

状をまとめました。 

 

（（１１））「「個個店店」」のの現現状状  

「基本方針１ 積極果敢にチャレンジする個店を応援します」として、４つ

のアクションプランを掲げました。 

その結果、消費者に対する個店の魅力アップ、認知度向上の取り組みを進め

ることにより、消費拡大を目指しましたが、「経営革新等講習会の開催」や「ス

ター店舗のＰＲ」については実施したものの、「一店逸品ツアー」「まちゼミ事

業」は未実施となっています。 

「富士見市新型コロナウイルス感染症影響実態調査」の結果からもわかるよ

うに、「満足と評価されている」7.0％と「どちらかと言えば満足と評価されて

いる」42.6％の合計が 49.6％となっており、「不満に思われている」1.1％と

「どちらかと言えば不満に思われている」4.4％の合計 5.5％を大きく上回っ

ており、前回調査と比較しても、「満足」の割合が高くなり、「不満」の割合が

低くなっています。 

また、不満の理由は、「品揃えが悪い」40.0％、「店に入りにくい」33.3％、

「値段が高い」26.7％が主なものであり、前回との比較で「品揃えが悪い」、

「値段が高い」の割合が増加しており、個店の魅力づくりへの具体的な課題が

見受けられます。 

しかし一方では、前回調査と比較すると「店に入りにくい」の割合が減少し

ており、地域に根差した個店として定着したことで、認知度が上がった結果、

「顔の見える関係」が深まったものと考えられます。 

今後も、個店の魅力を高める取り組みが必要とされます。 
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（（２２））「「創創業業」」のの現現状状  

「基本方針２ 次代の商業者が育まれる風土を作り出します」として、４つ

のアクションプランを掲げました。 

その結果、廃業等による個店の減少への対応として、「あきんど塾の開催」

による創業者支援については実施しましたが、「チャレンジショップの開設」

及び「インターンシップ受入事業」が未実施となっています。 

  商工会、行政を事業主体として、新規創業者が各商店街で活躍していただく

ことを目指して計画しました「チャレンジショップの開設」については、活用

に関する仕組みの整備が整っていないことから未実施となっているものの、

創業希望者のための補助制度として、「富士見市商店街空き店舗出店支援事業

補助金」を創設・実施したところです。 

また、「インターンシップ」については、事業目的の一つである、将来の商

業者を育てるための職業体験の場としての位置づけまでは達成できていない

ものの、商店街が実施する事業（イベント）における実行委員として、みずほ

台まつりにおける淑徳大学、夢灯り大市における文京学院大学等の参画実績が

あります。 

なお、「富士見市新型コロナウイルス感染症影響実態調査」の結果によりま

すと、近くの店舗や商店会に取り組んで欲しいことは、「不足業種の誘致」

31.3％で最も高く、次いで「空き店舗の活用」20.5％、「地元農産物の販売」

18.0％、「こだわりや個性のある店づくり」16.2％の順となっています。 

  また、経営者の年齢に係る調査結果では「70 歳以上」33.5％が最も多く、

次いで「50 歳代」28.2％、「60 歳代」18.3％の順となっていることや、後継者

に関しても、「自分の代で終わりにしたい」（41.3％）となっています。 

また、人口推計にみる、高齢者人口の推計等からも、高齢化の進展が推察さ

れます。 

このようなことから、将来に向けての新たな商業者の創出・確保・持続的経

営へ支援等の取り組みが必要とされます。 
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（（２２））「「創創業業」」のの現現状状  

「基本方針２ 次代の商業者が育まれる風土を作り出します」として、４つ

のアクションプランを掲げました。 

その結果、廃業等による個店の減少への対応として、「あきんど塾の開催」

による創業者支援については実施しましたが、「チャレンジショップの開設」

及び「インターンシップ受入事業」が未実施となっています。 

  商工会、行政を事業主体として、新規創業者が各商店街で活躍していただく

ことを目指して計画しました「チャレンジショップの開設」については、活用

に関する仕組みの整備が整っていないことから未実施となっているものの、

創業希望者のための補助制度として、「富士見市商店街空き店舗出店支援事業

補助金」を創設・実施したところです。 

また、「インターンシップ」については、事業目的の一つである、将来の商

業者を育てるための職業体験の場としての位置づけまでは達成できていない

ものの、商店街が実施する事業（イベント）における実行委員として、みずほ

台まつりにおける淑徳大学、夢灯り大市における文京学院大学等の参画実績が

あります。 

なお、「富士見市新型コロナウイルス感染症影響実態調査」の結果によりま

すと、近くの店舗や商店会に取り組んで欲しいことは、「不足業種の誘致」

31.3％で最も高く、次いで「空き店舗の活用」20.5％、「地元農産物の販売」

18.0％、「こだわりや個性のある店づくり」16.2％の順となっています。 

  また、経営者の年齢に係る調査結果では「70 歳以上」33.5％が最も多く、

次いで「50 歳代」28.2％、「60 歳代」18.3％の順となっていることや、後継者

に関しても、「自分の代で終わりにしたい」（41.3％）となっています。 

また、人口推計にみる、高齢者人口の推計等からも、高齢化の進展が推察さ

れます。 

このようなことから、将来に向けての新たな商業者の創出・確保・持続的経

営へ支援等の取り組みが必要とされます。 
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（（３３））「「組組織織」」「「地地域域」」のの現現状状  

  商店街組織については、商店街会員の減少等による組織の担い手不足など

が課題となっており、地域における消費の場の確保や、街路灯の管理、防犯カ

メラの設置等に代表される、地域の安心安全を守るなどの役割を発揮するた

めにも、商店街の組織強化が必要です。 

そのような観点から、「基本方針３ 商店街組織の再構築・組織強化を図り、

活動を担える環境を整えます」、「基本方針４ 地域づくりにおける商店街の存

在感の発揮を支援します」として、「組織」で４つ、「地域」で６つのアクショ

ンプランを掲げました。 

  その結果、「鶴瀬駅東西連携事業」や「商店街間の交流機会の創出」により、

鶴瀬駅東口地域での商店街の合併が行われました。 

また、ふじみ野地域においては、商店街設立に向け、勉強会は行われたもの

の、商店街の設立よりも、必要に応じた商業者間の連携の仕組みづくりが意見

として出されるなど、新たな地域商業の仕組みづくりの検討が課題となりまし

た。 

  また、地域における個店の認知度向上を目指した「地域版ふじみマーケット

の開催」や商店街にある空き店舗を活用したコミュニティ拠点の整備、商店街

機能を再構築するための、「地域コミュニティ拠点の形成」や、高齢者や乳幼

児のいる家庭等への支援としての「買い物不自由地域における移動販売」につ

いても、主な事業主体である商店街の解散や、会員商業者の減少等により、未

実施となっています。 

 しかしながら、商店街組織のないふじみ野地域において、商業者と消費者と

の連携による季節イベントが実施されるなど、商業者と消費者の新たな連携活

動が一部で始まりつつあります。 

今後は、これまで商店街が担ってきた地域商業のあり方の見直しが必要とさ

れます。 
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（（４４））「「連連携携」」のの現現状状  

大型商業施設開業により増加する市外からの来訪者や、多様な消費行動の機

会を積極的に捉えた商業機会の創出を図るために「基本方針５ 大型商業施設

の立地を活かした商業機会の創出図ります」として、７つのプランを掲げまし

た。 

  特に、「いいふじみの日イベント事業」は、農商工連携事業として市役所周

辺で開催した「ふじみマーケット」からスタートし、その後大型商業施設との

連携による「賑わいイベント」として年々認知されました。現在は、キラリ☆

ふじみ主催事業の「大地の収穫祭」、文化の杜公園・市民総合体育館周辺で実

施する「スポーツフェスティバル」との合同実施イベントにまで拡大されまし

た。 

しかしながら、「富士見市新型コロナウイルス感染症影響実態調査」により

ますと、市内商店街と大型商業施設との連携事業の認知状況は、「知らない」

83.3％、「知っている」13.3％となっており、認知度に課題が残りました。 

大型商業施設開業による、市内購買率の向上からも分かるように、大型商業

施設が持つ集客力の影響は大きいため、今後も連携を強化し、個店の消費拡大

に繋がる取り組みが必要とされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54 富士見市第 3次商業活性化ビジョン



 

50 
 

（（４４））「「連連携携」」のの現現状状  

大型商業施設開業により増加する市外からの来訪者や、多様な消費行動の機

会を積極的に捉えた商業機会の創出を図るために「基本方針５ 大型商業施設

の立地を活かした商業機会の創出図ります」として、７つのプランを掲げまし

た。 

  特に、「いいふじみの日イベント事業」は、農商工連携事業として市役所周

辺で開催した「ふじみマーケット」からスタートし、その後大型商業施設との

連携による「賑わいイベント」として年々認知されました。現在は、キラリ☆

ふじみ主催事業の「大地の収穫祭」、文化の杜公園・市民総合体育館周辺で実

施する「スポーツフェスティバル」との合同実施イベントにまで拡大されまし

た。 

しかしながら、「富士見市新型コロナウイルス感染症影響実態調査」により

ますと、市内商店街と大型商業施設との連携事業の認知状況は、「知らない」

83.3％、「知っている」13.3％となっており、認知度に課題が残りました。 

大型商業施設開業による、市内購買率の向上からも分かるように、大型商業

施設が持つ集客力の影響は大きいため、今後も連携を強化し、個店の消費拡大

に繋がる取り組みが必要とされます。 
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図 42 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 21 

商店会の推移 

商店会名 
平成 27年 
会員数 

令和 2年
会員数 

鶴瀬夢灯り商店会 76 59 
鶴瀬東中央通り会 13 11 
つるせセーフティロード商店会 13 11 
扇田商店会 20 1 
あけぼの商店会 21 19 
上沢商店会 8 8 
鶴瀬駅西口通り商店会 29 30 
鶴瀬西銀座商店会 28 27 
つるせ西商店会 12 12 
権平山商店会 11 11 
つるせ台商店会 22 25 
正興中央通り商店会 8 7 
鶴瀬西 3丁目通り商店会 5 4 
東みずほ台商店会 70 58 
寺下商店会 28 26 
水谷中央商店会 14 14 
西みずほ台商店会 95 91 
打越商栄会 4 

解散 宿商店会 7 
丸富士商店会 12 

※各年 10月末現在の会員数です。 

※令和２年５月に鶴瀬駅前通り商店会と鶴瀬東口駅前商店会が合併して鶴瀬夢灯り商

店会となっています。 
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６．商業活性化に係る課題 

 

各種調査結果、商業者地区別懇談会における商業者の意見、第２次商業活性化

ビジョンからみる商業の現状等の検証を踏まえ、富士見市の商業活性化に関す

る課題を、次の３点に整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

住宅都市として発展してきた富士見市は、商業に関する各種の数値も県内に

おいて平均を下回っています。また、商業者の高齢化も進み、商業者アンケート

によりますと、経営者の約５割が 60歳以上、後継者についても「自分の代で終

わりにしたい」が約４割、今後の事業継続についても「現状維持」が約５割を占

めるものの、「廃業」も約１割の回答があり、その時期についても「わからない・

決めていない」が約３割、「２～３年以内」に廃業の回答も約２割ありました。

商業活性化のためには、モノの販売、サービスの提供主体である商業者を確保し

なければなりません。 

 

    

消費者アンケートによりますと、生鮮食料品、その他食料品、日用雑貨は近所

の店舗や商店街の利用が多い傾向にあります。年代別にみますと、20 歳代で衣

料、飲食における東京都内の店舗や商店街の利用が見られ、特に衣類については、

20歳～40歳代の約 2割が通信販売を利用しています。 

また、地域別商業者懇談会においても、SNSを利用したお店のファンづくりに

ついての意見が出た反面、約４割の店舗には、お店にホームページ等が無い状況

にあります。 

多様化する消費行動に対し、商業者側のアプローチも変化させる必要があり

ます。 

 

 

 

 

 

課題１ 減少する商業者への対応 

課題２ 多様化する消費行動への対応 

課題３ 商業集積としての商店街のあり方 

課課題題１１  減減少少すするる商商業業者者へへのの対対応応がが必必要要  

課課題題２２  多多様様化化すするる消消費費行行動動へへのの対対応応がが不不可可欠欠  
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 商業者の高齢化や減少は、その集合体である商店街の組織、活動にも影響を与

えています。（表 21 参照） 

単なる消費活動のみでなく、賑わい、交流等の拠点等の位置づけとなるべく、

これまでの既存の組織形態に限定しない柔軟な組織づくりと、運営形態等の変

化の必要があります。 

また、富士見市商業の担い手として、関係主体の相互連携と相乗効果の発揮に

よる地域づくりとしての取り組みと事業展開が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課課題題３３  商商業業集集積積ととししててのの商商店店街街のの今今後後ののあありり方方  
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第２章 商業活性化の基本方針                    

 

１．富士見市商業の将来像 

  

 富士見市商業の現状や課題を踏まえ、富士見市商業の活性化に向けた目指すべ

き将来像を次のように定めます。 

 

 

 

 

 

  

富士見市第２次商業活性化ビジョンにおいては、「多様な主体が創る、元気な

富士見市の商業」を将来像として、商業者、商業団体、行政など、それぞれの主

体がアクションプランに基づき各種事業・活動を実施するとともに、平成 27年

に大型商業施設が開業したことも、市内消費の拡大に大きく寄与しました。 

一方、市内商業の担い手である個店経営者の高齢化などによる廃業や空き店

舗の増加などが引き続き危惧されるとともに、令和２年には、新型コロナウイル

ス感染症の拡大により、これまで経験したことのない消費の低迷と併せ、外出機

会の抑制・制約等により、消費活動の変化への対応が求められました。 

富士見市商業を取り巻く環境に対応するとともに、さらなる躍進を図るため

には、関係者それぞれが自ら考え・実行することに加え、既存の支援対象組織に

とらわれない多様な参画機会の創出などを含めた横断的な取り組みが求められ

ます。 

そのためには、これまで以上に消費者である市民等をはじめ、農業者や工業者、

大学、行政等との連携・協力が不可欠であるとともに、現状追認・維持型の事業

実施に満足することなく、地域づくりとしての商業の活力・魅力づくりなどを推

進する必要があります。 

また、新しい商業者・担い手を育むことや、新たな参画のための舞台づくりや

可能性へのチャレンジを含めたより積極的な取り組みにより、持続的な地域商

業の形成が可能となります。 

富士見市第３次商業活性化ビジョンにおける将来像を『『伴伴にに奏奏ででああうう、、ハハーーモモ

ニニーーああふふれれるる富富士士見見市市商商業業』』と定め、関係主体の参画・連携・協働に基づく、楽

しく買い物ができ、市民の暮らしにおける満足度の向上を図ることにより、「住

み続けたいまち」として共有・共感できる富士見市商業の活力と魅力づくりを推

伴
とも

に奏
かな

であう、ハーモニーあふれる富士見市商業 

とも かな

第2章　商業活性化の基本方針
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進し、富士見市第６次基本構想・第１期基本計画に掲げる５年後の目指す姿であ

る「「楽楽ししくく便便利利にに市市内内でで買買いい物物ががででききるる」」の実現を図ります。 
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進し、富士見市第６次基本構想・第１期基本計画に掲げる５年後の目指す姿であ

る「「楽楽ししくく便便利利にに市市内内でで買買いい物物ががででききるる」」の実現を図ります。 
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２．商業活性化の取組方針 

 

 「富士見市商業の将来像」を実現するために、次の５つの取組方針を定めま

す。 

 

 

 

経営者の高齢化、後継者の課題等、商業者の減少が予測される状況においては、

新たな商業者を創出していくことが重要です。 

それには、「①外部からの誘致」、「②廃業を予定している個店の事業承継の推

進」、「③新たな創業希望者を育成する」という３つの視点が考えられます。 

そのための、市の魅力向上（イメージアップ）や相談体制の充実やフォロー等、

創業しやすい環境をつくります。 

 

    

最寄り品は市内、それも身近な店舗で購入されていますが、買回り品、特に衣

類につきましては、市内購買率は高まったものの、通信販売により商品を購入す

る割合が、特に若い方を中心に増加傾向にあり、特に、SNS などの普及により、

情報をうまく利用する消費者が増加しています。 

また、コロナ禍における外出の抑制は、消費の多様化を加速させています。 

 多様化する消費行動への対応のため、消費者と商業者との、より顔の見える関

係を構築します。 

 

    

これまで商店街では、商業活性化を目指し、商業者主体での様々な販売促進事

業（イベント）を実施してきました。今後、商業者の減少などにより、組織その

ものの継続性も困難な状況が見込まれる中、商業者だけでなく農業者や市民な

どが商業に関わる関係を構築する、新しい連携のかたちをつくります。 

 

 

 

 

 

 

取取組組方方針針１１  「「創創業業すするるなならら富富士士見見市市でで！！」」創創業業ししややすすいい環環境境ををつつくくりりまますす  

取取組組方方針針２２  楽楽ししくく便便利利にに市市内内でで買買いい物物ががででききるるよよううににししまますす  

取取組組方方針針３３  多多様様なな主主体体のの参参画画とと協協働働でで、、商商業業活活性性化化ををすすすすめめまますす  
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富士見市は、住宅都市として発展してきた経緯から、商店が自然発生的に出店

し、商店街となって地域商業を牽引してきました。しかしながら、商店街を構成

する商店主は同時に地域住民でもあることから、高齢化の影響等による廃業等

により、商業集積の機能は失われつつあります。これまでの、街路灯管理、親睦

等が主な活動である商店街組織から、多様化する消費行動、商業活性化を担う主

体と商業者とのコラボレーションによる、実行委員会や連合組織、既存団体の再

編など、アクションごとの柔軟な組織づくりが必要です。 

そのために、ともに地域商業や消費行動を支える地域経済の担い手として、個

店・商店街組織などと大型商業施設との共生・協働を図ります。 

 

   

 新型コロナウイルス感染症拡大による消費の停滞などの大きな影響を受けま

したが、今後とも不測の事態に備えた供給者と消費者の関係を構築し、今後の大

規模災害への備えとともに、地球環境問題への対応など、将来へ備えた地域貢

献・社会貢献に寄与する地域商業としての事前準備を整えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取取組組方方針針４４  新新たたなな地地域域商商業業をを創創造造ししまますす  

取取組組方方針針５５  非非常常時時ににもも対対応応ででききるる、、備備ええああるる地地域域経経済済をを目目指指ししまますす  
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富士見市は、住宅都市として発展してきた経緯から、商店が自然発生的に出店

し、商店街となって地域商業を牽引してきました。しかしながら、商店街を構成

する商店主は同時に地域住民でもあることから、高齢化の影響等による廃業等

により、商業集積の機能は失われつつあります。これまでの、街路灯管理、親睦

等が主な活動である商店街組織から、多様化する消費行動、商業活性化を担う主

体と商業者とのコラボレーションによる、実行委員会や連合組織、既存団体の再

編など、アクションごとの柔軟な組織づくりが必要です。 

そのために、ともに地域商業や消費行動を支える地域経済の担い手として、個

店・商店街組織などと大型商業施設との共生・協働を図ります。 

 

   

 新型コロナウイルス感染症拡大による消費の停滞などの大きな影響を受けま

したが、今後とも不測の事態に備えた供給者と消費者の関係を構築し、今後の大

規模災害への備えとともに、地球環境問題への対応など、将来へ備えた地域貢

献・社会貢献に寄与する地域商業としての事前準備を整えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取取組組方方針針４４  新新たたなな地地域域商商業業をを創創造造ししまますす  

取取組組方方針針５５  非非常常時時ににもも対対応応ででききるる、、備備ええああるる地地域域経経済済をを目目指指ししまますす  
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第３章 商業活性化アクションプラン  

 

１．アクションプランの体系 

 

 「富士見市商業の将来像」を実現するための取組方針について、アンケート調

査結果や商業者との意見交換等を踏まえ、次のような 19項目のアクションプラ

ンを位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組方針１：「「創創業業すするるなならら富富士士見見市市でで！！」」創創業業ししややすすいい環環境境ををつつくくりりまますす 

取組方針２：楽楽ししくく便便利利にに市市内内でで買買いい物物ががででききるるよよううににししまますす  

 

取組方針３：多多様様なな主主体体のの参参画画とと協協働働でで、、商商業業活活性性化化ををすすすすめめまますす  

 

取組方針４：新新たたなな地地域域商商業業をを創創造造ししまますす 

 

取組方針５：非非常常時時ににもも対対応応ででききるる、、備備ええああるる地地域域経経済済をを目目指指ししまますす  

 

将将来来像像：：伴伴
とも

にに奏奏
かな

ででああうう、、ハハーーモモニニーーああふふれれるる富富士士見見市市商商業業  

１－１ 創業・持続的経営のための相談等の実施 
１－２ 創業支援セミナーの開催 
１－３ ビジネス・創業コンペを通じてのニュービジネスの誘発・顕彰 
１－４ 空き店舗、空き家情報の紹介・支援 
１－５ チャレンジ・実験検証のための出店機会の創出 

２－１ 宅配電話帳の作成・更新 
２－２ キャッシュレス化の推進 
２－３ 店舗外での営業活動の展開 
２－４ 商店主によるワンポイント講座の開催 
２－５ SNS等、新たな情報伝達の仕組みの活用 

４－１ 新たな推進体制の仕組みづくり 
４－２ 大型商業施設との協働体制の創出 
４－３ 賑わいと地域の個性づくりのためのイベント事業 
４－４ 地域資源を活用した来訪魅力の強化・発信 
４－５ 経営革新等各種セミナーの開催 

５－１ 地域の安全・安心に貢献する取組みへの支援 
５－２ 事業継続計画への支援 

３－１ 商業者と地域団体等との連携支援 
３－２ DX（デジタル・トランスフォーメーション）化への支援 
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第３章 商業活性化アクションプラン  

 

１．アクションプランの体系 

 

 「富士見市商業の将来像」を実現するための取組方針について、アンケート調

査結果や商業者との意見交換等を踏まえ、次のような 19項目のアクションプラ

ンを位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組方針１：「「創創業業すするるなならら富富士士見見市市でで！！」」創創業業ししややすすいい環環境境ををつつくくりりまますす 

取組方針２：楽楽ししくく便便利利にに市市内内でで買買いい物物ががででききるるよよううににししまますす  

 

取組方針３：多多様様なな主主体体のの参参画画とと協協働働でで、、商商業業活活性性化化ををすすすすめめまますす  

 

取組方針４：新新たたなな地地域域商商業業をを創創造造ししまますす 

 

取組方針５：非非常常時時ににもも対対応応ででききるる、、備備ええああるる地地域域経経済済をを目目指指ししまますす  

 

将将来来像像：：伴伴
とも

にに奏奏
かな

ででああうう、、ハハーーモモニニーーああふふれれるる富富士士見見市市商商業業  

１－１ 創業・持続的経営のための相談等の実施 
１－２ 創業支援セミナーの開催 
１－３ ビジネス・創業コンペを通じてのニュービジネスの誘発・顕彰 
１－４ 空き店舗、空き家情報の紹介・支援 
１－５ チャレンジ・実験検証のための出店機会の創出 

２－１ 宅配電話帳の作成・更新 
２－２ キャッシュレス化の推進 
２－３ 店舗外での営業活動の展開 
２－４ 商店主によるワンポイント講座の開催 
２－５ SNS等、新たな情報伝達の仕組みの活用 

４－１ 新たな推進体制の仕組みづくり 
４－２ 大型商業施設との協働体制の創出 
４－３ 賑わいと地域の個性づくりのためのイベント事業 
４－４ 地域資源を活用した来訪魅力の強化・発信 
４－５ 経営革新等各種セミナーの開催 

５－１ 地域の安全・安心に貢献する取組みへの支援 
５－２ 事業継続計画への支援 

３－１ 商業者と地域団体等との連携支援 
３－２ DX（デジタル・トランスフォーメーション）化への支援 
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No.   

  

  

 

 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) 

 

( ) 
 

 

 

 

�目的�

・���の�業���の担い手となる���業

��を�てます。

・����ている����を支援します。

・�������を��するための��を�て

ます。

・���、�業に�する事業���の支援を�め

ます。

�内容�

・��り����に��した����を��（�

�）します。

・��業����業��の��、�期的な支援

（���）をします。

�目的�

・����業支援事業として実施します。

�内容�

・��業���、��についての���し、�れ

る��・����を�りたい方��の��

��を��します。

・��業�、�業��の�����クを��しま

す。
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２．アクションプランの構成 

  

ここでは、５つの取組方針を実現させるためのアクションプランについて、具

体的な目的、内容、実施主体、実施時期を整理します。 

実施時期については、３年以内を目標に実施（着手を含む）するものは「短期」、

５年以内を目標に実施（着手を含む）するものは「中期」としています。 

 アクションプランに記載される内容は以下のとおりとし、実施主体について、

中心的な役割を担う事業主体と、支援・協力する主体を明記しています。 

 

 

 アクションプランの 
通し番号（基本方針別） 

アクションプラン
の名称 

 
 

 

 

 

 

 

実施時期を矢印で記載 アクションプラン
の取組内容につい
て概略イメージを
記載 

＜実施主体の略称と凡例について＞ 

商業者等：商業者、農業者、工業者等（事業者） 
商業団体：各商店会、富士見市商店会連合会（産業経済団体) 

富士見市商工会（産業経済団体） 
市 民 等：市民、市民活動団体、学校・園、大学 
行 政：富士見市、国、埼玉県 
 

◎ ：中心的な事業主体 
○ ：支援・協力 
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No.   

  

  

 

 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) 

 

( ) 
 

 

 

 

 

No.   

  

  

 

 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) 

 

( ) 
 

 

 

 

�目的�

・���の�業���の担い手となる���業

��を�てます。

・����ている����を支援します。

・�������を��するための��を�て

ます。

・���、�業に�する事業���の支援を�め

ます。

�内容�

・��り����に��した����を��（�

�）します。

・��業����業��の��、�期的な支援

（���）をします。

�目的�

・����業支援事業として実施します。

�内容�

・��業���、��についての���し、�れ

る��・����を�りたい方��の��

��を��します。

・��業�、�業��の�����クを��しま

す。
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２．アクションプランの構成 

  

ここでは、５つの取組方針を実現させるためのアクションプランについて、具

体的な目的、内容、実施主体、実施時期を整理します。 

実施時期については、３年以内を目標に実施（着手を含む）するものは「短期」、

５年以内を目標に実施（着手を含む）するものは「中期」としています。 

 アクションプランに記載される内容は以下のとおりとし、実施主体について、

中心的な役割を担う事業主体と、支援・協力する主体を明記しています。 

 

 

 アクションプランの 
通し番号（基本方針別） 

アクションプラン
の名称 

 
 

 

 

 

 

 

実施時期を矢印で記載 アクションプラン
の取組内容につい
て概略イメージを
記載 

＜実施主体の略称と凡例について＞ 

商業者等：商業者、農業者、工業者等（事業者） 
商業団体：各商店会、富士見市商店会連合会（産業経済団体) 

富士見市商工会（産業経済団体） 
市 民 等：市民、市民活動団体、学校・園、大学 
行 政：富士見市、国、埼玉県 
 

◎ ：中心的な事業主体 
○ ：支援・協力 
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３．取組方針ごとのアクションプランの内容 

 

富士見市商業の将来像と５つの取組方針を実現させるため、各取組方針にお

けるアクションプランは次のとおりです。 

 

取組方針１ 「創業するなら富士見市で！」創業しやすい環境をつくります 

 

No. 事業名 実施主体 

1-1 創業・持続的経営のための相談等の実施 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

○ ○  ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・次代の商業活性化の担い手となる新規創業

者等を育てます。 

・頑張っている経営者等を支援します。 

・地域サービスを継承するための人材を育て

ます。 

・閉店、廃業に関する事業承継への支援を進め

ます。 

＜内容＞ 

・より専門分野に特化した相談窓口を設置（常

設）します。 

・創業前から創業後への継続、定期的な支援

（伴走型）をします。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

No. 事業名 実施主体 

1-2 創業支援セミナーの開催 
商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

○ ◎ ○ ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・特定創業支援事業として実施します。 

＜内容＞ 

・創業希望者、経営についての学び直し、売れ

る商品・サービスを創りたい方向けのセミ

ナーを開催します。 

・創業者、異業種間のネットワークを構築しま

す。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

＜目的＞

・�次代の商業活性化の担い手となる新規創業

者等を育てます。

・�頑張っている経営者等を支援します。

・�地域サービスを継承するための人材を育て

ます。

・�閉店、廃業に関する事業承継への支援を進め

ます。

＜内容＞

・�より専門分野に特化した相談窓口を設置（常

設）します。

・�創業前から創業後への継続、定期的な支援

（伴走型）をします。

＜目的＞

・�特定創業支援事業として実施します。

＜内容＞

・�創業希望者、経営についての学び直し、売れ

る商品・サービスを創りたい方向けのセミ

ナーを開催します。

・�創業者、異業種間のネットワークを構築しま

す。
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No. 事業名 実施主体 

1-3 ビジネス・創業コンペを通じてのニュービジ

ネスの誘発・顕彰 
商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

○ ◎ ○ ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・市内における創業率の向上を図るため、実現

可能性の高いビジネスプランをもった創業

者を発掘・育成します。 

＜内容＞ 

・あらかじめ決められたテーマに基づき、提案

されたビジネスプランに対するコンペティ

ションを実施します。 

・優良事業提案者を顕彰し、市内における新た

なビジネス展開への起爆剤とします。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

No. 事業名 実施主体 

1-4 空き店舗、空き家情報の紹介・支援 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

○ ◎  ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・新規創業者や市内への出店希望者に対し、出

店しやすい環境を整備します。 

＜内容＞ 

・空き店舗情報の収集と提供します。 

・空き店舗を活用しての創業等を実施する場

合の支援をします。 

・リノベーション事業等の新たなビジネスへ

の支援をします。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目的＞

・�市内における創業率の向上を図るため、実現

可能性の高いビジネスプランをもった創業

者を発掘・育成します。

＜内容＞

・�あらかじめ決められたテーマに基づき、提案

されたビジネスプランに対するコンペティ

ションを実施します。

・�優良事業提案者を顕彰し、市内における新た

なビジネス展開への起爆剤とします。

＜目的＞

・�新規創業者や市内への出店希望者に対し、出

店しやすい環境を整備します。

＜内容＞

・�空き店舗情報の収集と提供します。

・�空き店舗を活用しての創業等を実施する場

合の支援をします。

・�リノベーション事業等の新たなビジネスへ

の支援をします。
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No. 事業名 実施主体 

1-3 ビジネス・創業コンペを通じてのニュービジ

ネスの誘発・顕彰 
商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

○ ◎ ○ ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・市内における創業率の向上を図るため、実現

可能性の高いビジネスプランをもった創業

者を発掘・育成します。 

＜内容＞ 

・あらかじめ決められたテーマに基づき、提案

されたビジネスプランに対するコンペティ

ションを実施します。 

・優良事業提案者を顕彰し、市内における新た

なビジネス展開への起爆剤とします。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

No. 事業名 実施主体 

1-4 空き店舗、空き家情報の紹介・支援 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

○ ◎  ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・新規創業者や市内への出店希望者に対し、出

店しやすい環境を整備します。 

＜内容＞ 

・空き店舗情報の収集と提供します。 

・空き店舗を活用しての創業等を実施する場

合の支援をします。 

・リノベーション事業等の新たなビジネスへ

の支援をします。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62 
 

No. 事業名 実施主体 

1-5 チャレンジ・実験検証のための出店機会の創

出 
商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

○ ◎ ○ ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・新しい創業のきっかけづくりとして、チャレ

ンジしやすい環境を整備します。 

＜内容＞ 

・チャレンジショップ、シェア店舗、ポップア

ップ出店などの場を提供します。 

・相談、指導体制を強化します。（伴走型支援） 

・まちづくりと連携したチャレンジの機会・場

を創出します。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

＜目的＞

・�新しい創業のきっかけづくりとして、チャレ

ンジしやすい環境を整備します。

＜内容＞

・�チャレンジショップ、シェア店舗、ポップア

ップ出店などの場を提供します。

・�相談、指導体制を強化します。（伴走型支援）

・�まちづくりと連携したチャレンジの機会・場

を創出します。
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取組方針２ 楽しく便利に市内で買い物ができるようにします 
 

No. 事業名 実施主体 

2-1 宅配電話帳の作成・更新 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ◎ ○ ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・買い物弱者への対応も含め、消費活動の多様

化に対応します。 

＜内容＞ 

・出張販売・サービス等を提供できる事業者を

掲載した「宅配電話帳」を再制作し、定期的

に更新します。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

No. 事業名 実施主体 

2-2 キャッシュレス化の推進 
商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ◎ ○ ○ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・消費活動と利便性の向上を図るとともに、新

型コロナウイルス感染症拡大防止などの観

点から、非接触型を中心とした仕組みの導

入促進を図ります。 

＜内容＞ 

・個店のキャッシュレス決済システム導入を

支援します。 

・市内全域での共通ポイントシステム等の検

討を支援します。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目的＞

・�買い物弱者への対応も含め、消費活動の多様

化に対応します。

＜内容＞

・�出張販売・サービス等を提供できる事業者を

掲載した「宅配電話帳」を再制作し、定期的

に更新します。

＜目的＞

・�消費活動と利便性の向上を図るとともに、新

型コロナウイルス感染症拡大防止などの観

点から、非接触型を中心とした仕組みの導

入促進を図ります。

＜内容＞

・�個店のキャッシュレス決済システム導入を

支援します。

・�市内全域での共通ポイントシステム等の検

討を支援します。

72 富士見市第 3次商業活性化ビジョン



 

63 
 

取組方針２ 楽しく便利に市内で買い物ができるようにします 
 

No. 事業名 実施主体 

2-1 宅配電話帳の作成・更新 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ◎ ○ ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・買い物弱者への対応も含め、消費活動の多様

化に対応します。 

＜内容＞ 

・出張販売・サービス等を提供できる事業者を

掲載した「宅配電話帳」を再制作し、定期的

に更新します。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

No. 事業名 実施主体 

2-2 キャッシュレス化の推進 
商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ◎ ○ ○ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・消費活動と利便性の向上を図るとともに、新

型コロナウイルス感染症拡大防止などの観

点から、非接触型を中心とした仕組みの導

入促進を図ります。 

＜内容＞ 

・個店のキャッシュレス決済システム導入を

支援します。 

・市内全域での共通ポイントシステム等の検

討を支援します。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
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No. 事業名 実施主体 

2-3 店舗外での営業活動の展開 
商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ◎  ○ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・買い物不便地域、買い物弱者等に対する買い

物利便性の向上とともに、地域商業の消費

者との顔の見える関係を構築し高齢者の安

否確認等も行います。 

＜内容＞ 

・移動商店街、共同宅配サービスの実施を支援

します。 

・地域版ふじみマーケットとの連携支援を行

います。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

 

No. 事業名 実施主体 

2-4 商店主によるワンポイント講座の開催 
商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ○ ◎ ○ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・市内店舗の存在、特徴を知っていただき、市

民等との顔の見える関係を構築します。 

＜内容＞ 

・専門性を活かして、商品等に関する知識や生

活に役立つ情報などを消費者に伝える講座

を開催します。 

・消費者ニーズ、口コミ情報による商店主への

アプローチを通じての交流機会を創出しま

す。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目的＞

・�買い物不便地域、買い物弱者等に対する買い

物利便性の向上とともに、地域商業の消費

者との顔の見える関係を構築し高齢者の安

否確認等も行います。

＜内容＞

・�移動商店街、共同宅配サービスの実施を支援

します。

・�地域版ふじみマーケットとの連携支援を行

います。

＜目的＞

・�市内店舗の存在、特徴を知っていただき、市

民等との顔の見える関係を構築します。

＜内容＞

・�専門性を活かして、商品等に関する知識や生

活に役立つ情報などを消費者に伝える講座

を開催します。

・�消費者ニーズ、口コミ情報による商店主への

アプローチを通じての交流機会を創出しま

す。
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No. 事業名 実施主体 

2-5 SNS等、新たな情報伝達の仕組みの活用 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ○ ○ ○ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・SNSなどの普及により、情報をうまく利用す

る消費者の増加と併せ、コロナ禍における

外出の抑制などに対応した消費行動の多様

化への対応と販路拡大を加速させます。 

＜内容＞ 

・SNS活用セミナー等を開催します。 

（例）商業者から消費者へのアプローチ方法、

効果的な情報発信のあり方、消費者ニーズ・

意見の収集など、お店のファンを増やすた

めの活用など 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目的＞

・�SNS などの普及により、情報をうまく利用す

る消費者の増加と併せ、コロナ禍における

外出の抑制などに対応した消費行動の多様

化への対応と販路拡大を加速させます。

＜内容＞

・�SNS 活用セミナー等を開催します。

　�（例）商業者から消費者へのアプローチ方法、

効果的な情報発信のあり方、消費者ニーズ・

意見の収集など、お店のファンを増やすた

めの活用など
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No. 事業名 実施主体 

2-5 SNS等、新たな情報伝達の仕組みの活用 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ○ ○ ○ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・SNSなどの普及により、情報をうまく利用す

る消費者の増加と併せ、コロナ禍における

外出の抑制などに対応した消費行動の多様

化への対応と販路拡大を加速させます。 

＜内容＞ 

・SNS活用セミナー等を開催します。 

（例）商業者から消費者へのアプローチ方法、

効果的な情報発信のあり方、消費者ニーズ・

意見の収集など、お店のファンを増やすた

めの活用など 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
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取組方針３ 多様な主体の参画と協働で、商業者活性化をすすめます 

 

No. 事業名 実施主体 

3-1 商業者と地域団体等との連携支援 
商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ◎ ◎ ○ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・商業者の認知度向上と地域消費拡大ととも

に、協働による地域商業の担い手づくりと

地域づくりへの参画を目指します。 

＜内容＞ 

・地域版ふじみマーケットを開催します。 

・地域住民主体イベントへの出店を支援しま

す。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

No. 事業名 実施主体 

3-2 DX（デジタル・トランスフォーメーション）化

への支援 

 

商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ◎ ○ ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・新型コロナウイルス感染症の拡大防止及び

今後の事業継続への対応として、新しい生

活様式に対応したデジタル化を推進すると

ともに、新たな商業の参画主体の創出（企業

内創業等）を目指します。 

＜内容＞ 

・テレワーク環境の整備への支援をします。 

・先端設備導入計画、ビジネスのデジタル化へ

の支援をします。 

・キャッシュレス環境の整備への支援をしま

す。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

 

＜目的＞

・�商業者の認知度向上と地域消費拡大ととも

に、協働による地域商業の担い手づくりと

地域づくりへの参画を目指します。

＜内容＞

・�地域版ふじみマーケットを開催します。

・�地域住民主体イベントへの出店を支援しま

す。

＜目的＞

・�新型コロナウイルス感染症の拡大防止及び

今後の事業継続への対応として、新しい生

活様式に対応したデジタル化を推進すると

ともに、新たな商業の参画主体の創出（企業

内創業等）を目指します。

＜内容＞

・�テレワーク環境の整備への支援をします。

・�先端設備導入計画、ビジネスのデジタル化へ

の支援をします。

・�キャッシュレス環境の整備への支援をしま

す。
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取組方針４ 新たな地域商業を創造します 
 

No. 事業名 実施主体 

4-1 新たな推進体制の仕組みづくり 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ○ ◎ ○ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・廃業等による、地域商業の担い手不足を要因

とした地域商業の継続のため、これまでの

商店街にとらわれない新たな実効性のある

推進体制を構築します。 

＜内容＞ 

・商店街組織の再編への支援をします。 

・イベントの実施等目的に応じた組織体制へ

の支援をします。 

・定期的、継続的な地域づくりへ向けてのプラ

ットフォームについて検討します。 

・地域づくり活動への商業者等の参画を推進

します。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

No. 事業名 実施主体 

4-2 大型商業施設との協働体制の創出 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ◎ ○ ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・大型商業施設のもつ集客力と連携・協働し、

より一層の市内消費を拡大します。 

＜内容＞ 

・共同事業を開催します。（ふじみマーケット

等 11月 23日合同イベントの開催） 

・定期的な懇談会を開催します。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目的＞

・�廃業等による、地域商業の担い手不足を要因

とした地域商業の継続のため、これまでの

商店街にとらわれない新たな実効性のある

推進体制を構築します。

＜内容＞

・�商店街組織の再編への支援をします。

・�イベントの実施等目的に応じた組織体制へ

の支援をします。

・�定期的、継続的な地域づくりへ向けてのプラ

ットフォームについて検討します。

・�地域づくり活動への商業者等の参画を推進

します。

＜目的＞

・�大型商業施設のもつ集客力と連携・協働し、

より一層の市内消費を拡大します。

＜内容＞

・�共同事業を開催します。（ふじみマーケット

等 11 月 23 日合同イベントの開催）

・�定期的な懇談会を開催します。
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取組方針４ 新たな地域商業を創造します 
 

No. 事業名 実施主体 

4-1 新たな推進体制の仕組みづくり 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ○ ◎ ○ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・廃業等による、地域商業の担い手不足を要因

とした地域商業の継続のため、これまでの

商店街にとらわれない新たな実効性のある

推進体制を構築します。 

＜内容＞ 

・商店街組織の再編への支援をします。 

・イベントの実施等目的に応じた組織体制へ

の支援をします。 

・定期的、継続的な地域づくりへ向けてのプラ

ットフォームについて検討します。 

・地域づくり活動への商業者等の参画を推進

します。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

No. 事業名 実施主体 

4-2 大型商業施設との協働体制の創出 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ◎ ○ ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・大型商業施設のもつ集客力と連携・協働し、

より一層の市内消費を拡大します。 

＜内容＞ 

・共同事業を開催します。（ふじみマーケット

等 11月 23日合同イベントの開催） 

・定期的な懇談会を開催します。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
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No. 事業名 実施主体 

4-3 賑わいと地域の個性づくりのためのイベント

事業 
商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ◎ ○ ○ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・地域の賑わい、特色のあるまちづくりへの貢

献、交流の拠点としての位置づけとともに、

認知度の向上と消費の拡大を目指します。 

・商業者と市民等との連携を促進します。 

＜内容＞ 

・商店会主催のイベント事業を開催します。

（地域） 

・商店会連合会主催のイベント事業を開催し

ます。（全市） 

・地域団体等との協働によるイベントを実施

します。 

（地域・全市） 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

No. 事業名 実施主体 

4-4 地域資源を活用した来訪魅力の強化・発信 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ◎ ○ ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・市内外からの来訪者を増加させ、地域消費の

拡大を目指ざします。 

＜内容＞ 

・地域資源を回遊させる仕組みをつくります。 

・環境整備等による、まちの魅力向上を目指し

ます。 

・フイルムコミッションを推進します。 

・産業観光と地域商業との連携を推進します。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目的＞

・�地域の賑わい、特色のあるまちづくりへの貢

献、交流の拠点としての位置づけとともに、

認知度の向上と消費の拡大を目指します。

・�商業者と市民等との連携を促進します。

＜内容＞

・�商店会主催のイベント事業を開催します。

　（地域）

・�商店会連合会主催のイベント事業を開催し

ます。（全市）

・�地域団体等との協働によるイベントを実施

します。

　（地域・全市）

＜目的＞

・�市内外からの来訪者を増加させ、地域消費の

拡大を目指します。

＜内容＞

・�地域資源を回遊させる仕組みをつくります。

・�環境整備等による、まちの魅力向上を目指し

ます。

・�フイルムコミッションを推進します。

・�産業観光と地域商業との連携を推進します。
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No. 事業名 実施主体 

4-5 経営革新等各種セミナーの開催 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ○ ○ ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・様々なモノの販売と併せたサービス提供に

ついて消費動向の多様化に対応できるよう

支援します。 

＜内容＞ 

・インターネット販売等新たな形態の手法や

付随するサービスの提供方法等のセミナー

を開催します。 

・市民等との懇談等を実施します。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目的＞

・�様々なモノの販売と併せたサービス提供に

ついて消費動向の多様化に対応できるよう

支援します。

＜内容＞

・�インターネット販売等新たな形態の手法や

付随するサービスの提供方法等のセミナー

を開催します。

・�市民等との懇談等を実施します。
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No. 事業名 実施主体 

4-5 経営革新等各種セミナーの開催 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

◎ ○ ○ ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・様々なモノの販売と併せたサービス提供に

ついて消費動向の多様化に対応できるよう

支援します。 

＜内容＞ 

・インターネット販売等新たな形態の手法や

付随するサービスの提供方法等のセミナー

を開催します。 

・市民等との懇談等を実施します。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
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取組方針５ 非常時にも対応できる、備えある地域経済を目指します 

 

No. 事業名 実施主体 

5-1 地域の安全・安心に貢献する取組みへの支援 
商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

○ ◎ ○ ○ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・安全に、安心して買い物のできる環境づくり

とともに、大規模災害発生時など備えた防

災性を備えた地域商業づくりを目指しま

す。 

＜内容＞ 

・商店街が管理する街路灯を整備（LED化の推

進）し、省電力化などによる地球環境問題へ

も対応します。 

・防犯カメラの設置を推進し、安心して買い物

ができる生活環境づくりを推進します。 

・大規模災害発生時などにおける生活支援・活

動の場の提供など、防災性を備えた商業地

づくりを推進します。 

・地域商業・事業所と行政による非常時に備え

た防災協定の締結などを推進します。 

・地域団体等と共同して取組む見回り活動や

高齢者などの安否確認など、地域コミュニ

ティの一員としての商業地づくりを推進し

ます。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
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取組方針５ 非常時にも対応できる、備えある地域経済を目指します 

 

No. 事業名 実施主体 

5-1 地域の安全・安心に貢献する取組みへの支援 
商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

○ ◎ ○ ○ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・安全に、安心して買い物のできる環境づくり

とともに、大規模災害発生時など備えた防

災性を備えた地域商業づくりを目指しま

す。 

＜内容＞ 

・商店街が管理する街路灯を整備（LED化の推

進）し、省電力化などによる地球環境問題へ

も対応します。 

・防犯カメラの設置を推進し、安心して買い物

ができる生活環境づくりを推進します。 

・大規模災害発生時などにおける生活支援・活

動の場の提供など、防災性を備えた商業地

づくりを推進します。 

・地域商業・事業所と行政による非常時に備え

た防災協定の締結などを推進します。 

・地域団体等と共同して取組む見回り活動や

高齢者などの安否確認など、地域コミュニ

ティの一員としての商業地づくりを推進し

ます。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目的＞

・�安全に、安心して買い物のできる環境づくり

とともに、防災性を備えた地域商業づくり

を目指します。

＜内容＞

・�商店街が管理する街路灯を整備（LED 化の推

進）し、省電力化などによる地球環境問題へ

も対応します。

・�防犯カメラの設置を推進し、安心して買い物

ができる生活環境づくりを推進します。

・�大規模災害発生時などにおける生活支援・活

動の場の提供など、防災性を備えた商業地

づくりを推進します。

・�地域商業・事業所と行政による非常時に備え

た防災協定の締結などを推進します。

・�地域団体等と共同して取組む見回り活動や

高齢者などの安否確認など、地域コミュニ

ティの一員としての商業地づくりを推進し

ます。
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No. 事業名 実施主体 

5-2 事業継続計画への支援 商
業
者
等 

商
業
団
体 

市
民
等 

行 

政 

○ ◎ ○ ◎ 

取
組
内
容 

＜目的＞ 

・非常時における地域商業の存在意義を発揮

させるため、事業継続計画の策定を支援し

ます。 

＜内容＞ 

・産業活性化アドバイザー派遣制度の活用を

推進します。 

・災害等非常時などにおける個店・事業所の地

域住民に対するバックヤード的機能への貢

献を推進します。 

実施時期（年度） 

短期 

(～Ｒ５) 

中期 

(～Ｒ７) 
 

 

 

 

＜目的＞

・�非常時における地域商業の存在意義を発揮

させるため、事業継続計画の策定を支援し

ます。

＜内容＞

・�産業活性化アドバイザー派遣制度の活用を

推進します。

・�災害等非常時などにおける個店・事業所の地

域住民に対するバックヤード的機能への貢

献を推進します。
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商
業
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市
民
等 

行 
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○ ◎ ○ ◎ 

取
組
内
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第４章 第３次ビジョンの推進に向けて 

 

 次の点に留意し、第３次ビジョンの計画的な推進を図ります。 

  

１．各主体の役割 

 

 第３次ビジョンを推進するためには、商業者等をはじめとして、商工会、商店

街等の団体、行政及び市民の協力により、取り組むことが求められます。 

ここでは、各主体の担うべき役割について提示します。 

 

① 商業者等（商業者、農業者、工業者等） 

 ・ 社会経済環境の変化に応じ、自主的に経営基盤の強化及び経営革新に努

めます。 

 ・ 地域社会の一員として、商業者は、地域商業の活性化への活動に積極的

に関わるとともに、地域団体、市民との協働により、地域の発展に取り

組みます。 

・ その他、農業者、工業者等は、商業者との連携に努めます。 

  

② 商業団体（商工会、富士見市商店会連合会、商店街） 

・ 各団体が主体となって行う事業について、積極的に推進します。 

・ 特に商店街については、商業者等、行政との連携を市民との協力のもと、
地域商業の活性化を推進します。また、新たな連携の組織づくりを進め

ます。 

・ 市全域で取り組むべき事業について推進します。 

・ 市全域あるいは各地域などで取り組む事業について、主体となって推進
します。 

・ 経営診断や経営相談、融資等でサポートできる専門家集団として、個店
の魅力アップを応援します。 

  

③ 市民等（市民、市民活動団体、学校・園、大学） 

・ 消費行動やイベント等への参加・参画等を通じて、商業活性化と地域づ

くり、市内消費の拡大に携わることを期待します。 

 

 

 

第4章　第3次ビジョンの推進に向けて

・ �社会経済環境の変化に応じ、自主的に経営基盤の強化及び経営革新に努

めます。

・ �地域社会の一員として、商業者は、地域商業の活性化への活動に積極的

に関わるとともに、地域団体、市民との協働により、地域の発展に取り

組みます。

・ �その他、農業者、工業者等は、商業者との連携に努めます。

・ �各団体が主体となって行う事業について、積極的に推進します。

・ ��特に商店街については、商業者等、行政との連携を市民との協力のもと、

地域商業の活性化を推進します。また、新たな連携の組織づくりを進め

ます。

・ ��市全域で取り組むべき事業について推進します。

・ ��市全域あるいは各地域などで取り組む事業について、主体となって推進

します。

・ ��経営診断や経営相談、融資等でサポートできる専門家集団として、個店

の魅力アップを応援します。

・ �消費行動やイベント等への参加・参画等を通じて、商業活性化と地域づ

くり、市内消費の拡大に携わることを期待します。
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④ 行政（市・国・県） 

   

＜市の役割＞ 

・ 商業活性化ビジョンの進捗状況に係る全体の把握と各種団体との調整

を図ります。 

・ アクションプランを促進するための支援メニューを創設します。 

・ 商業担当課だけでなく、庁内関係各課との調整・連携を図り、市全体と

して商業活性化に取り組む体制を整えます。 

・ 国、県との連携に努めます。 

   

  ＜国、県の役割＞ 

・ 市との役割分担の下、連携しての支援を行います。 

 

２．第３次ビジョン推進のための体制づくり 

 

 第３次ビジョンを推進するためには、各アクションプランの「中心的な事業主

体」が積極的に取り組むことが重要ですが、併せて、それぞれの主体が連携、協

力し、市全体で一丸となってそれぞれの取り組みを理解し、相乗効果を発揮する

よう努めるとともに、進捗管理を進めていく必要があります。 

 そこで、次の体制を整えます。 

 

○ 定期的な商業者懇談会の開催 

 市全体の商業活性化に向けて、各主体が協力・連携していくために、定期

的に商業者懇談会を開催します。 

商業者懇談会では各主体相互の情報の共有や情報発信を行う等、協働で取

り組むための検討を定期的にすすめながら、商業振興の中心となる組織づく

りを進めます。 

 

３．アクションプラン推進支援に向けて 

 

 富士見市は、産業の振興に資するための財源として、「富士見市産業振興基金」

を設置しています。 

 現行の支援メニューに加え、各主体の取り組み意向などを積極的に聞きなが

ら、更なる支援ニューの拡充に努めます。 

また、活用事例を紹介するなど、商業者等の PRと併せ、市内産業全体の認知

度向上を目指します。 
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資料１ 富士見市第３次商業活性化ビジョン策定体制 

 

 

 

 

パブリックコメント 

 

商業環境に関する基礎調査 

 

商業環境に関する統計 

データ分析 

商業者意向調査 消費者意向調査 

 

市  長 

 

 

産業振興審議会 

 

 

地域別商業者懇談会 

 

答申 諮問 

報告 

報告 
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資料２ 富士見市第３次商業活性化ビジョン策定経過 

 

富士見市産業振興審議会開催経過 

開催年月日 議  題 

令和２年 11月 ９日 

第１回審議会 

① 富士見市第３次商業活性化ビジョンについて 

② その他 

令和２年 11月 30日 

第２回審議会 

① 富士見市第３次商業活性化ビジョンについて 

② その他 

令和２年 12月 23日 

第３回審議会 

① 富士見市第３次商業活性化ビジョンについて 

② その他 

令和３年 １月 13日 

第４回審議会 

① 富士見市第３次商業活性化ビジョンについて 

② その他 

令和３年 ３月 24日 

第５回審議会 

① 富士見市第３次商業活性化ビジョンについて 

② その他 

 

 

地域別商業者懇談会の地区分類 

地区名 商店会名等（順不同） 

みずほ台地区 

（４名） 

東みずほ台商店会     西みずほ台商店会 

寺下商店会        水谷中央商店会 

鶴瀬地区 

（６名） 

鶴瀬駅西口通り商店会   つるせセーフティロード商店会 

権平山商店会       鶴瀬西銀座商店会 

つるせ西商店会      鶴瀬夢灯り商店会 

あけぼの商店会      つるせ台商店会  

鶴瀬西３丁目通り商店会  鶴瀬東中央通り会 

上沢商店会        正興中央通り商店会 

扇田商店会 

ふじみ野地区 

（４名） 

 

88 富士見市第 3次商業活性化ビジョン



 

76 
 

資料２ 富士見市第３次商業活性化ビジョン策定経過 

 

富士見市産業振興審議会開催経過 

開催年月日 議  題 

令和２年 11月 ９日 

第１回審議会 

① 富士見市第３次商業活性化ビジョンについて 

② その他 

令和２年 11月 30日 

第２回審議会 

① 富士見市第３次商業活性化ビジョンについて 

② その他 

令和２年 12月 23日 

第３回審議会 

① 富士見市第３次商業活性化ビジョンについて 

② その他 

令和３年 １月 13日 

第４回審議会 

① 富士見市第３次商業活性化ビジョンについて 

② その他 

令和３年 ３月 24日 

第５回審議会 

① 富士見市第３次商業活性化ビジョンについて 

② その他 

 

 

地域別商業者懇談会の地区分類 

地区名 商店会名等（順不同） 

みずほ台地区 

（４名） 

東みずほ台商店会     西みずほ台商店会 

寺下商店会        水谷中央商店会 

鶴瀬地区 

（６名） 

鶴瀬駅西口通り商店会   つるせセーフティロード商店会 

権平山商店会       鶴瀬西銀座商店会 

つるせ西商店会      鶴瀬夢灯り商店会 

あけぼの商店会      つるせ台商店会  

鶴瀬西３丁目通り商店会  鶴瀬東中央通り会 

上沢商店会        正興中央通り商店会 

扇田商店会 

ふじみ野地区 

（４名） 
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地域別商業者懇談会開催経過 

開催年月日 議  題 

令和２年 11月 18日 

第１回懇談会【全体会】 

① 懇談会の開催について 

② 富士見市第 3次商業活性化ビジョン策定等に

ついて 

令和２年 12月 １日 

第２回懇談会【みずほ台地区】 

① 基本施策への対応策等について 

・買物利便性の向上 

・商店街・個店の活性化 

② その他 

令和２年 12月 ２日 

第２回懇談会【ふじみ野地区】 

① 基本施策への対応策等について 

・買物利便性の向上 

・商店街・個店の活性化 

② その他 

令和２年 12月 ４日 

第２回懇談会【鶴瀬地区】 

① 基本施策への対応策等について 

・買物利便性の向上 

・商店街・個店の活性化 

② その他 

令和２年 12月 15日 

第３回懇談会【みずほ台地区】 

① 基本施策への対応策等について 

・創業支援 

・販売促進 

② その他 

令和２年 12月 16日 

第３回懇談会【鶴瀬地区】 

① 基本施策への対応策等について 

・創業支援 

・販売促進 

② その他 

令和２年 12月 18日 

第３回懇談会【ふじみ野地区】 

① 基本施策への対応策等について 

・創業支援 

・販売促進 

② その他 
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資料３ 富士見市産業振興審議会 委員名簿 

 

区 分 氏 名 所属・役職等 

学識経験を有

する者 

◎ 猪瀬 典夫 技術士 

西本 則子 消費活性化アドバイザー 

門脇 隆 三井金属鉱業株式会社元監査役 

農業関係者 〇 田中 金治 富士見市農業委員会会長 

商業関係者 

寺沢 靖 富士見市商店会連合会会長 

德田 由美子 トータルビューティサロン トク代表 

竹内 秀明 水谷中央商店会会長 

田坂 佳宏 縄文海進販売店の会代表 

工業関係者 横山 邦和 富士見市商工会青年部長 

注１：◎は会長、〇は副会長 

注２：順不同、「所属・役職等」は令和３年３月現在 
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資料３ 富士見市産業振興審議会 委員名簿 

 

区 分 氏 名 所属・役職等 

学識経験を有

する者 

◎ 猪瀬 典夫 技術士 

西本 則子 消費活性化アドバイザー 

門脇 隆 三井金属鉱業株式会社元監査役 

農業関係者 〇 田中 金治 富士見市農業委員会会長 

商業関係者 

寺沢 靖 富士見市商店会連合会会長 

德田 由美子 トータルビューティサロン トク代表 

竹内 秀明 水谷中央商店会会長 

田坂 佳宏 縄文海進販売店の会代表 

工業関係者 横山 邦和 富士見市商工会青年部長 

注１：◎は会長、〇は副会長 

注２：順不同、「所属・役職等」は令和３年３月現在 
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資料４ 富士見市産業振興条例 

 

私たちのまち富士見市は、農業、商業、工業など様々な産業が営まれ、自然と

調和した良好な住宅都市として発展してきました。 

しかし、少子高齢化をはじめとした社会環境と経済情勢の変化は、本市の産業

の振興にも大きな影響を及ぼしています。 

このような中、雇用及び消費の機会の拡大、定住化の促進など、魅力ある自立

したまちを目指し、市、事業者、産業経済団体及び市民等が産業の振興に係るそ

れぞれの役割について共通の認識を持ち、協働して取り組んでいく地域経済の

活性化のための仕組みづくりが求められています。 

ここに、本市の特性を生かした産業の振興における基本理念を明らかにする

とともに、関連する施策を一体的かつ相乗的に推進するため、この条例を制定し

ます。 

（目的） 

第１条 この条例は、地域社会の発展のために産業を振興することが重要であ

ることに鑑み、産業の振興に関する施策に関し基本理念を定め、市、事業者、

産業経済団体及び市民等の役割等を明らかにし、産業の振興に関する施策を

総合的かつ計画的に推進することにより、地域経済の活性化を図り、もって市

民生活の向上に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号

に定めるところによる。 

(１) 市民等 市内において居住し、在勤し、又は在学する者及び非営利の 

活動を行う団体をいう。 

(２) 事業者 市内において事業活動を行う全ての者をいう。 

(３) 産業経済団体 農業協同組合、商工会その他の産業の振興に関する活 

動を行う団体をいう。 

（基本理念） 

第３条 産業の振興は、事業者自らの創意工夫及び自主的な努力を基本とし、市、

事業者、産業経済団体及び市民等のそれぞれの役割の下、相互に連携し、及び

協力することにより推進されなければならない。この場合において、産業の各

分野の振興は、次に掲げる取組により推進されなければならない。 

(１) 農業については、優良農地の確保、生産技術の向上及び安定した経営基

盤づくりに努めるとともに、地産地消及び農の魅力づくりに取り組むこと。 

(２) 商業については、商店街の活性化のための環境整備を進めるとともに、

地域のにぎわい及び消費の拡大に取り組むこと。 

(３) 工業については、良好なものづくりのための環境整備及び競争力の向 
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上に取り組むこと。 

(４) 観光については、自然・文化・歴史に加え、産業による魅力を付加し  

ていくとともに、積極的な情報発信により、地域経済の活性化及び消費の

拡大に取り組むこと。 

(５) 産業の各分野において成長及び雇用機会の拡大が期待される産業の創

出及び誘致に取り組むこと。 

（市の役割） 

第４条 市は、前条に掲げる基本理念にのっとり、次に掲げる施策を実施するも

のとする。 

(１) 市民等、事業者及び産業経済団体における相互交流の促進 

(２) 農商工連携及び産学官連携への支援 

(３) 地産地消への支援 

(４) 担い手の育成及び支援 

(５) 企業立地及び産業集積の促進 

(６) 事業者の経営基盤安定への支援 

(７) 雇用機会の拡大及び就労への支援 

(８) 国、埼玉県及び他の地方公共団体との連携 

(９) その他地域経済の活性化のために必要な施策 

（事業者の役割） 

第５条 事業者は、第３条の基本理念に配慮し、次に掲げる役割を担うよう努め

るものとする。 

(１) 市又は産業経済団体が行う産業の振興に関する施策又は事業活動への

協力 

(２) 自らの事業活動における法令の遵守及び社会的な責務の遂行 

(３) 自らの事業活動を通じての雇用機会の拡大及び地域経済への貢献 

(４) 事業者間又は産業経済団体との相互連携 

(５) 産業経済団体への加入等を通じての地域経済への貢献 

（産業経済団体の役割） 

第６条 産業経済団体は、第３条の基本理念に配慮し、次に掲げる役割を担うよ

う努めるものとする。 

(１) 事業者自らの創意工夫又は自主的な努力による取組及び市民等の活動

への積極的な支援 

(２) 自らの事業活動による地域経済の活性化への貢献 

(３) 市が実施する産業の振興に関する施策への積極的な協力 

（市民等の協力） 

第７条 市民等は、地域経済の活性化のため、市、事業者及び産業経済団体が実

施する産業の振興に関する施策に協力するよう努めるものとする。 

92 富士見市第 3次商業活性化ビジョン



 

80 
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(７) 雇用機会の拡大及び就労への支援 

(８) 国、埼玉県及び他の地方公共団体との連携 

(９) その他地域経済の活性化のために必要な施策 

（事業者の役割） 

第５条 事業者は、第３条の基本理念に配慮し、次に掲げる役割を担うよう努め

るものとする。 

(１) 市又は産業経済団体が行う産業の振興に関する施策又は事業活動への

協力 

(２) 自らの事業活動における法令の遵守及び社会的な責務の遂行 

(３) 自らの事業活動を通じての雇用機会の拡大及び地域経済への貢献 

(４) 事業者間又は産業経済団体との相互連携 

(５) 産業経済団体への加入等を通じての地域経済への貢献 

（産業経済団体の役割） 

第６条 産業経済団体は、第３条の基本理念に配慮し、次に掲げる役割を担うよ

う努めるものとする。 

(１) 事業者自らの創意工夫又は自主的な努力による取組及び市民等の活動

への積極的な支援 

(２) 自らの事業活動による地域経済の活性化への貢献 

(３) 市が実施する産業の振興に関する施策への積極的な協力 

（市民等の協力） 

第７条 市民等は、地域経済の活性化のため、市、事業者及び産業経済団体が実

施する産業の振興に関する施策に協力するよう努めるものとする。 
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（産業の振興に関する計画） 

第８条 市は、産業の振興に関する施策を推進するため、計画を策定するものと

する。 

（財政上の措置） 

第９条 市は、産業の振興に関する施策を実施するため、必要な財政上の措置を

講ずるよう努めるものとする。 

（富士見市産業振興審議会） 

第１０条 市は、産業の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、

富士見市産業振興審議会を置く。 

２ 前項に定めるもののほか、富士見市産業振興審議会の組織及び運営に関し

必要な事項は、別に条例で定める。 

（委任） 

第１１条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、

市長が別に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２７年１月１日から施行する。 

（富士見市産業振興審議会条例の一部改正） 

２ 富士見市産業振興審議会条例（平成２５年条例第２８号）の一部を次のよう

に改正する。 

〔次のよう〕略 
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資料５ 富士見市産業振興審議会条例 

 

（趣旨） 

第１条 この条例は、富士見市産業振興条例（平成２６年条例第２２号）第  

１０条第２項の規定に基づき、富士見市産業振興審議会（以下「審議会」とい

う。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、市長の諮問に応じ、産業の振興に関する重要事項について調

査審議し、市長に答申する。 

（組織） 

第３条 審議会は、委員２５人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(１) 学識経験を有する者 

(２) 農業関係者 

(３) 商業関係者 

(４) 工業関係者 

(５) その他市長が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から市長に答申した日までとする。ただし、委

員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 審議会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

（部会） 

第７条 審議会に、特別の事項を審議するため必要があると認めるときは、部会

を置くことができる。 

２ 部会は、会長が指名する委員をもって組織する。 

３ 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によりこれを定める。 

４ 部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、部会に属する委員の

うちあらかじめ部会長の指名する委員が、その職務を代理する。 
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資料５ 富士見市産業振興審議会条例 
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第５条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 審議会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。 
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第７条 審議会に、特別の事項を審議するため必要があると認めるときは、部会

を置くことができる。 
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５ 前条の規定は、部会について準用する。この場合において、「審議会」とあ

るのは「部会」と、「会長」とあるのは「部会長」と読み替えるものとする。 

（関係者の出席） 

第８条 審議会及び部会は、審議のため必要があると認めるときは、関係者の出

席を求め、意見若しくは説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることがで

きる。 

（守秘義務） 

第９条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後

も同様とする。 

（庶務） 

第１０条 審議会の庶務は、まちづくり推進部において処理する。 

（委任） 

第１１条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会

長が審議会に諮って定める。 

 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２６年９月３０日条例第２２号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２７年１月１日から施行する。 
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資料６ 埼玉県の商業の概況 

 

■県内各市の小売店数・面積、従業員数、年間販売額等 

小売店数
小売店面積
（㎡）

卸売店数
事業所数合
計

小売店従業
員数（人）

卸売店従業
員数（人）

従業員合計
（人）

さいたま市 5,660 1,283,725 2,465 8,125 61,354 30,787 92,141
川越市 1,692 322,186 490 2,182 17,035 6,400 23,435
熊谷市 1,271 226,444 520 1,791 10,378 4,284 14,662
川口市 2,416 467,838 972 3,388 22,501 8,341 30,842
行田市 504 88,854 170 674 3,456 1,358 4,814
秩父市 533 79,496 119 652 3,570 628 4,198
所沢市 1,454 286,397 343 1,797 14,538 3,019 17,557
飯能市 469 79,868 70 539 3,531 427 3,958
加須市 633 117,753 174 807 4,281 1,709 5,990
本庄市 562 131,062 123 685 4,350 1,717 6,067
東松山市 623 149,082 128 751 5,604 1,123 6,727
春日部市 1,213 254,747 305 1,518 11,291 2,173 13,464
狭山市 684 109,580 196 880 6,026 1,894 7,920
羽生市 445 86,161 86 531 3,663 532 4,195
鴻巣市 619 125,074 151 770 5,075 1,419 6,494
深谷市 875 162,832 249 1,124 7,296 2,255 9,551
上尾市 901 219,292 258 1,159 10,495 2,825 13,320
草加市 959 239,983 324 1,283 9,593 2,840 12,433
越谷市 1,860 357,846 537 2,397 17,336 4,656 21,992
蕨市 373 67,236 97 470 3,250 745 3,995
戸田市 545 119,375 265 810 5,793 3,652 9,445
入間市 787 187,510 168 955 7,393 1,511 8,904
朝霞市 398 59,510 125 523 4,146 1,384 5,530
志木市 297 64,055 60 357 2,799 401 3,200
和光市 236 47,895 69 305 2,653 675 3,328
新座市 633 145,044 170 803 6,114 1,643 7,757
桶川市 353 64,045 96 449 2,859 1,177 4,036
久喜市 904 207,368 186 1,090 8,151 1,652 9,803
北本市 329 86,291 68 397 3,416 466 3,882
八潮市 369 54,615 224 593 3,112 1,971 5,083
富士見市 537 80,645 69 606 5,192 439 5,631
三郷市 646 200,929 242 888 6,760 1,794 8,554
蓮田市 252 63,348 52 304 2,525 284 2,809
坂戸市 447 102,810 77 524 4,050 639 4,689
幸手市 322 77,156 72 394 2,887 407 3,294
鶴ヶ島市 335 94,143 77 412 4,221 551 4,772
日高市 230 48,299 57 287 2,505 681 3,186
吉川市 247 52,603 73 320 2,304 998 3,302
ふじみ野市 487 127,554 70 557 4,897 392 5,289
白岡市 213 27,573 51 264 1,870 359 2,229

市　計 32,313 6,766,224 10,048 42,361 308,270 100,208 408,478
平　均 808 169,156 251 1,059 7,707 2,505 10,212

資料：平成28年度経済センサス、埼玉県資料より作成
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資料６ 埼玉県の商業の概況 
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八潮市 369 54,615 224 593 3,112 1,971 5,083
富士見市 537 80,645 69 606 5,192 439 5,631
三郷市 646 200,929 242 888 6,760 1,794 8,554
蓮田市 252 63,348 52 304 2,525 284 2,809
坂戸市 447 102,810 77 524 4,050 639 4,689
幸手市 322 77,156 72 394 2,887 407 3,294
鶴ヶ島市 335 94,143 77 412 4,221 551 4,772
日高市 230 48,299 57 287 2,505 681 3,186
吉川市 247 52,603 73 320 2,304 998 3,302
ふじみ野市 487 127,554 70 557 4,897 392 5,289
白岡市 213 27,573 51 264 1,870 359 2,229

市　計 32,313 6,766,224 10,048 42,361 308,270 100,208 408,478
平　均 808 169,156 251 1,059 7,707 2,505 10,212

資料：平成28年度経済センサス、埼玉県資料より作成

埼玉県内（市）商業の比較

小売店数 小売店面積 卸売店数
事業所数
合計

小売店
従業員数

卸売店
従業員数

従業員
合計

さいたま市 5,660 1,283,725 2,465 8,125 61,354 30,787 92,141
川越市 1,692 322,186 490 2,182 17,035 6,400 23,435
熊谷市 1,271 226,444 520 1,791 10,378 4,284 14,662
川口市 2,416 467,838 972 3,388 22,501 8,341 30,842
行田市 504 88,854 170 674 3,456 1,358 4,814
秩父市 533 79,496 119 652 3,570 628 4,198
所沢市 1,454 286,397 343 1,797 14,538 3,019 17,557
飯能市 469 79,868 70 539 3,531 427 3,958
加須市 633 117,753 174 807 4,281 1,709 5,990
本庄市 562 131,062 123 685 4,350 1,717 6,067
東松山市 623 149,082 128 751 5,604 1,123 6,727
春日部市 1,213 254,747 305 1,518 11,291 2,173 13,464
狭山市 684 109,580 196 880 6,026 1,894 7,920
羽生市 445 86,161 86 531 3,663 532 4,195
鴻巣市 619 125,074 151 770 5,075 1,419 6,494
深谷市 875 162,832 249 1,124 7,296 2,255 9,551
上尾市 901 219,292 258 1,159 10,495 2,825 13,320
草加市 959 239,983 324 1,283 9,593 2,840 12,433
越谷市 1,860 357,846 537 2,397 17,336 4,656 21,992
蕨市 373 67,236 97 470 3,250 745 3,995
戸田市 545 119,375 265 810 5,793 3,652 9,445
入間市 787 187,510 168 955 7,393 1,511 8,904
朝霞市 398 59,510 125 523 4,146 1,384 5,530
志木市 297 64,055 60 357 2,799 401 3,200
和光市 236 47,895 69 305 2,653 675 3,328
新座市 633 145,044 170 803 6,114 1,643 7,757
桶川市 353 64,045 96 449 2,859 1,177 4,036
久喜市 904 207,368 186 1,090 8,151 1,652 9,803
北本市 329 86,291 68 397 3,416 466 3,882
八潮市 369 54,615 224 593 3,112 1,971 5,083
富士見市 537 80,645 69 606 5,192 439 5,631
三郷市 646 200,929 242 888 6,760 1,794 8,554
蓮田市 252 63,348 52 304 2,525 284 2,809
坂戸市 447 102,810 77 524 4,050 639 4,689
幸手市 322 77,156 72 394 2,887 407 3,294
鶴ヶ島市 335 94,143 77 412 4,221 551 4,772
日高市 230 48,299 57 287 2,505 681 3,186
吉川市 247 52,603 73 320 2,304 998 3,302
ふじみ野市 487 127,554 70 557 4,897 392 5,289
白岡市 213 27,573 51 264 1,870 359 2,229

市　計 32,313 6,766,224 10,048 42,361 308,270 100,208 408,478

平均 808 169,156 251 1,059 7,707 2,505 10,212
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資料６ 埼玉県の商業の概況 

 

■県内各市の小売店数・面積、従業員数、年間販売額等 

小売店数
小売店面積
（㎡）

卸売店数
事業所数合
計

小売店従業
員数（人）

卸売店従業
員数（人）

従業員合計
（人）

さいたま市 5,660 1,283,725 2,465 8,125 61,354 30,787 92,141
川越市 1,692 322,186 490 2,182 17,035 6,400 23,435
熊谷市 1,271 226,444 520 1,791 10,378 4,284 14,662
川口市 2,416 467,838 972 3,388 22,501 8,341 30,842
行田市 504 88,854 170 674 3,456 1,358 4,814
秩父市 533 79,496 119 652 3,570 628 4,198
所沢市 1,454 286,397 343 1,797 14,538 3,019 17,557
飯能市 469 79,868 70 539 3,531 427 3,958
加須市 633 117,753 174 807 4,281 1,709 5,990
本庄市 562 131,062 123 685 4,350 1,717 6,067
東松山市 623 149,082 128 751 5,604 1,123 6,727
春日部市 1,213 254,747 305 1,518 11,291 2,173 13,464
狭山市 684 109,580 196 880 6,026 1,894 7,920
羽生市 445 86,161 86 531 3,663 532 4,195
鴻巣市 619 125,074 151 770 5,075 1,419 6,494
深谷市 875 162,832 249 1,124 7,296 2,255 9,551
上尾市 901 219,292 258 1,159 10,495 2,825 13,320
草加市 959 239,983 324 1,283 9,593 2,840 12,433
越谷市 1,860 357,846 537 2,397 17,336 4,656 21,992
蕨市 373 67,236 97 470 3,250 745 3,995
戸田市 545 119,375 265 810 5,793 3,652 9,445
入間市 787 187,510 168 955 7,393 1,511 8,904
朝霞市 398 59,510 125 523 4,146 1,384 5,530
志木市 297 64,055 60 357 2,799 401 3,200
和光市 236 47,895 69 305 2,653 675 3,328
新座市 633 145,044 170 803 6,114 1,643 7,757
桶川市 353 64,045 96 449 2,859 1,177 4,036
久喜市 904 207,368 186 1,090 8,151 1,652 9,803
北本市 329 86,291 68 397 3,416 466 3,882
八潮市 369 54,615 224 593 3,112 1,971 5,083
富士見市 537 80,645 69 606 5,192 439 5,631
三郷市 646 200,929 242 888 6,760 1,794 8,554
蓮田市 252 63,348 52 304 2,525 284 2,809
坂戸市 447 102,810 77 524 4,050 639 4,689
幸手市 322 77,156 72 394 2,887 407 3,294
鶴ヶ島市 335 94,143 77 412 4,221 551 4,772
日高市 230 48,299 57 287 2,505 681 3,186
吉川市 247 52,603 73 320 2,304 998 3,302
ふじみ野市 487 127,554 70 557 4,897 392 5,289
白岡市 213 27,573 51 264 1,870 359 2,229

市　計 32,313 6,766,224 10,048 42,361 308,270 100,208 408,478
平　均 808 169,156 251 1,059 7,707 2,505 10,212

資料：平成28年度経済センサス、埼玉県資料より作成
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資料６ 埼玉県の商業の概況 

 

■県内各市の小売店数・面積、従業員数、年間販売額等 

小売店数
小売店面積
（㎡）

卸売店数
事業所数合
計

小売店従業
員数（人）

卸売店従業
員数（人）

従業員合計
（人）

さいたま市 5,660 1,283,725 2,465 8,125 61,354 30,787 92,141
川越市 1,692 322,186 490 2,182 17,035 6,400 23,435
熊谷市 1,271 226,444 520 1,791 10,378 4,284 14,662
川口市 2,416 467,838 972 3,388 22,501 8,341 30,842
行田市 504 88,854 170 674 3,456 1,358 4,814
秩父市 533 79,496 119 652 3,570 628 4,198
所沢市 1,454 286,397 343 1,797 14,538 3,019 17,557
飯能市 469 79,868 70 539 3,531 427 3,958
加須市 633 117,753 174 807 4,281 1,709 5,990
本庄市 562 131,062 123 685 4,350 1,717 6,067
東松山市 623 149,082 128 751 5,604 1,123 6,727
春日部市 1,213 254,747 305 1,518 11,291 2,173 13,464
狭山市 684 109,580 196 880 6,026 1,894 7,920
羽生市 445 86,161 86 531 3,663 532 4,195
鴻巣市 619 125,074 151 770 5,075 1,419 6,494
深谷市 875 162,832 249 1,124 7,296 2,255 9,551
上尾市 901 219,292 258 1,159 10,495 2,825 13,320
草加市 959 239,983 324 1,283 9,593 2,840 12,433
越谷市 1,860 357,846 537 2,397 17,336 4,656 21,992
蕨市 373 67,236 97 470 3,250 745 3,995
戸田市 545 119,375 265 810 5,793 3,652 9,445
入間市 787 187,510 168 955 7,393 1,511 8,904
朝霞市 398 59,510 125 523 4,146 1,384 5,530
志木市 297 64,055 60 357 2,799 401 3,200
和光市 236 47,895 69 305 2,653 675 3,328
新座市 633 145,044 170 803 6,114 1,643 7,757
桶川市 353 64,045 96 449 2,859 1,177 4,036
久喜市 904 207,368 186 1,090 8,151 1,652 9,803
北本市 329 86,291 68 397 3,416 466 3,882
八潮市 369 54,615 224 593 3,112 1,971 5,083
富士見市 537 80,645 69 606 5,192 439 5,631
三郷市 646 200,929 242 888 6,760 1,794 8,554
蓮田市 252 63,348 52 304 2,525 284 2,809
坂戸市 447 102,810 77 524 4,050 639 4,689
幸手市 322 77,156 72 394 2,887 407 3,294
鶴ヶ島市 335 94,143 77 412 4,221 551 4,772
日高市 230 48,299 57 287 2,505 681 3,186
吉川市 247 52,603 73 320 2,304 998 3,302
ふじみ野市 487 127,554 70 557 4,897 392 5,289
白岡市 213 27,573 51 264 1,870 359 2,229

市　計 32,313 6,766,224 10,048 42,361 308,270 100,208 408,478
平　均 808 169,156 251 1,059 7,707 2,505 10,212

資料：平成28年度経済センサス、埼玉県資料より作成

埼玉県内（市）商業の比較

年間商品販売額
（小売店）
(百万円)

年間商品販売額
(卸売店
(百万円)

合計
大型店
店舗数

大型店
売場面積

大型店
平均

推計人口
(H25.4.1)

小売年間商品販
売額／人口

（円）

1,378,499 3,839,654 5,218,153 195 1,143,292 5,863 1,314,102 1,049,005

347,887 418,209 766,096 56 263,230 4,701 354,463 981,448

220,301 492,991 713,292 42 197,760 4,709 194,246 1,134,134

484,602 638,366 1,122,968 78 333,307 4,273 594,552 815,071

70,286 106,977 177,263 18 50,555 2,809 78,929 890,497

63,460 18,163 81,623 14 50,729 3,624 59,787 1,061,435

308,547 212,394 520,941 45 199,107 4,425 341,289 904,064

55,316 19,909 75,225 12 60,263 5,022 79,544 695,414

80,456 110,935 191,391 15 95,818 6,388 110,764 726,373

81,835 435,259 517,094 15 97,464 6,498 76,922 1,063,870

116,185 48,164 164,349 24 155,678 6,487 92,196 1,260,196

236,928 155,435 392,363 36 192,084 5,336 229,593 1,031,948

117,079 170,527 287,606 17 78,110 4,595 148,924 786,166

72,199 32,722 104,921 8 76,308 9,539 53,728 1,343,787

100,862 79,491 180,353 21 96,319 4,587 117,046 861,730

155,750 126,516 282,266 26 105,470 4,057 141,803 1,098,355

243,876 260,487 504,363 35 187,982 5,371 226,202 1,078,134

206,836 252,701 459,537 32 159,104 4,972 251,184 823,444

349,983 472,489 822,472 52 337,946 6,499 346,108 1,011,196

65,159 35,194 100,353 10 47,870 4,787 74,996 868,833

129,517 405,463 534,980 20 97,916 4,896 142,068 911,655

159,284 88,648 247,932 29 183,507 6,328 146,375 1,088,191

79,459 133,752 213,211 13 26,821 2,063 142,864 556,186

57,677 11,987 69,664 11 45,467 4,133 75,214 766,839

63,519 65,086 128,605 10 37,709 3,771 84,023 755,972

127,890 163,747 291,637 27 124,268 4,603 164,467 777,603

43,709 96,320 140,029 12 64,100 5,342 74,269 588,523

168,761 164,219 332,980 28 228,183 8,149 150,808 1,119,045

65,096 56,063 121,159 18 50,326 2,796 65,432 994,865

70,580 165,717 236,297 10 37,771 3,777 93,101 758,101

86,981 20,116 107,097 11 78,154 7,105 110,234 789,058

152,339 119,017 271,356 18 184,096 10,228 141,784 1,074,444

49,404 40,373 89,777 12 49,370 4,114 61,387 804,796

74,050 27,713 101,763 20 55,268 2,763 101,143 732,132

58,518 18,976 77,494 19 73,750 3,882 73,750 793,464

84,995 36,157 121,152 19 80,640 4,244 80,640 1,054,005

49,992 35,111 85,103 5 28,468 5,694 28,468 1,756,077

44,604 35,024 79,628 10 48,020 4,802 48,020 928,863

101,138 19,416 120,554 18 103,432 5,746 103,432 977,821

38,116 37,344 75,460 7 11,385 1,626 11,385 3,347,914

6,461,675 9,666,832 16,128,507 1,068 5,537,047 200,599 6,785,242 －

161,542 241,671 403,213 27 138,426 5,015 169,631 1,001,516
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■埼玉県の主要商圏一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商圏名称 中心都市 商圏内市町村数 商圏内人口 吸引人口

人口
地元

購買率
計

第１次

商圏

第２次

商圏

第３次

商圏
（人） （人） 吸引率 吸引力

さいたま市商圏 さいたま市 1,261,194 88.5% 10 2 4 4 2,504,972 1,307,712 52.2% 103.7%

春日部商圏 春日部市 233,295 83.7% 6 2 3 1 446,406 236,460 53.0% 101.4%

越谷商圏 越谷市 335,283 84.6% 7 3 3 1 1,137,671 460,119 40.4% 137.2%

東松山商圏 東松山市 90,203 84.1% 13 7 6 0 447,610 172,511 38.5% 191.2%

羽生商圏 羽生市 54,859 86.5% 5 3 1 1 433,522 145,873 33.6% 265.9%

久喜商圏 久喜市 151,923 84.9% 10 3 6 1 693,766 252,942 36.5% 166.5%

川口商圏 川口市 575,514 76.6% 3 1 2 0 781,738 479,753 61.4% 83.4%

戸田商圏 戸田市 133,960 63.1% 5 1 3 1 496,990 143,201 28.8% 106.9%

三郷商圏 三郷市 136,163 75.0% 3 1 2 0 292,398 132,434 45.3% 97.3%

川越商圏 川越市 350,740 72.4% 4 1 1 2 553,348 273,084 49.4% 77.9%

入間商圏 入間市 148,469 76.7% 5 2 3 0 781,045 218,629 28.0% 147.3%

熊谷商圏 熊谷市 198,535 67.5% 10 1 2 7 606,211 168,060 27.7% 84.7%

本庄商圏 本庄市 79,245 64.8% 7 4 0 3 318,251 88,519 27.8% 111.7%

深谷商圏 深谷市 141,973 68.1% 7 3 2 2 406,168 133,354 32.8% 93.9%

秩父商圏 秩父市 63,156 69.3% 5 4 1 0 101,169 65,338 64.6% 103.5%

ふじみ野商圏 ふじみ野市 111,496 69.1% 4 1 2 1 610,015 131,129 21.5% 117.6%

所沢商圏 所沢市 342,726 62.1% 2 1 0 1 494,793 221,197 44.7% 64.5%

分類

地域商圏都市

準広域商圏都市

広域商圏都市
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■埼玉県の主要商圏一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商圏名称 中心都市 商圏内市町村数 商圏内人口 吸引人口

人口
地元

購買率
計

第１次

商圏

第２次

商圏

第３次

商圏
（人） （人） 吸引率 吸引力

さいたま市商圏 さいたま市 1,261,194 88.5% 10 2 4 4 2,504,972 1,307,712 52.2% 103.7%

春日部商圏 春日部市 233,295 83.7% 6 2 3 1 446,406 236,460 53.0% 101.4%

越谷商圏 越谷市 335,283 84.6% 7 3 3 1 1,137,671 460,119 40.4% 137.2%

東松山商圏 東松山市 90,203 84.1% 13 7 6 0 447,610 172,511 38.5% 191.2%

羽生商圏 羽生市 54,859 86.5% 5 3 1 1 433,522 145,873 33.6% 265.9%

久喜商圏 久喜市 151,923 84.9% 10 3 6 1 693,766 252,942 36.5% 166.5%

川口商圏 川口市 575,514 76.6% 3 1 2 0 781,738 479,753 61.4% 83.4%

戸田商圏 戸田市 133,960 63.1% 5 1 3 1 496,990 143,201 28.8% 106.9%

三郷商圏 三郷市 136,163 75.0% 3 1 2 0 292,398 132,434 45.3% 97.3%

川越商圏 川越市 350,740 72.4% 4 1 1 2 553,348 273,084 49.4% 77.9%

入間商圏 入間市 148,469 76.7% 5 2 3 0 781,045 218,629 28.0% 147.3%

熊谷商圏 熊谷市 198,535 67.5% 10 1 2 7 606,211 168,060 27.7% 84.7%

本庄商圏 本庄市 79,245 64.8% 7 4 0 3 318,251 88,519 27.8% 111.7%

深谷商圏 深谷市 141,973 68.1% 7 3 2 2 406,168 133,354 32.8% 93.9%

秩父商圏 秩父市 63,156 69.3% 5 4 1 0 101,169 65,338 64.6% 103.5%

ふじみ野商圏 ふじみ野市 111,496 69.1% 4 1 2 1 610,015 131,129 21.5% 117.6%

所沢商圏 所沢市 342,726 62.1% 2 1 0 1 494,793 221,197 44.7% 64.5%

分類

地域商圏都市

準広域商圏都市

広域商圏都市
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■富士見市 商品群別地元購買率 

 

(9)富士見市 49.7 71.2 73.4 69.5 62.7 69.2 32.3 43.9 47.2 48.5 49.6 44.5 44.8 37.2 41.1

5 朝霞市 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.4 0.4 0.8 0.4 0.5 0.0 0.0 0.0

6 志木市 5.6 6.6 7.1 6.4 6.7 6.7 6.8 5.1 6.0 5.0 5.0 5.6 5.6 5.8 5.7

7 和光市 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.0 0.0 0.4 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0

8 新座市 7.5 0.8 0.4 0.0 2.4 0.9 15.9 3.4 2.6 4.2 2.5 5.6 2.2 1.3 1.8

10 ふじみ野市 17.4 11.9 11.9 12.9 13.7 12.6 25.9 19.8 16.2 22.6 22.1 21.3 19.0 15.2 17.1

11 三芳町 4.7 7.8 5.6 8.8 10.2 8.1 3.2 4.2 3.0 2.5 6.3 3.8 3.0 1.3 2.2

1 さいたま市 2.5 0.4 1.2 1.2 2.7 1.4 4.1 4.2 2.1 1.3 2.9 2.9 3.4 2.2 2.9

2 川口市 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.4 0.2 0.4 0.0 0.2

3 蕨市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0

4 戸田市 0.5 0.0 0.0 0.0 0.4 0.1 0.5 0.4 0.4 0.8 0.8 0.6 0.9 1.8 1.3

12 春日部市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13 草加市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14 越谷市 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.2

16 三郷市 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 1.3 1.3 1.3 1.3 1.1 0.9 0.4 0.7

17 吉川市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20 上尾市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

24 川越市 3.0 1.2 0.4 0.8 0.8 0.8 2.3 2.1 4.3 2.5 1.7 2.6 4.7 6.7 5.7

38 所沢市 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.4 0.9 0.4 0.4 0.5 0.0 0.4 0.2

40 狭山市 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.4 0.4

41 入間市 0.7 0.0 0.0 0.4 0.0 0.1 0.0 1.3 1.7 0.8 1.3 1.0 2.6 3.1 2.9

47 蓮田市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

64 その他の県内市町村 1.5 0.0 0.0 0.0 0.4 0.1 2.3 2.1 2.6 2.9 2.1 2.4 2.6 2.7 2.6

90 東京都 4.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.6 9.7 10.2 5.0 2.9 6.3 8.6 18.8 13.6

91 千葉県 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

92 群馬県 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

93 茨城県 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

94 栃木県 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

95 その他の県 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 1.7 1.3 0.4 0.4 0.9 0.9 1.8 1.3

(9)富士見市 17.0 27.5 45.3 30.6 46.8 65.0 63.4 59.4 33.5 45.7 49.8 52.1 55.7 63.6

5 朝霞市 0.5 0.0 0.0 0.1 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.3 0.0 0.8

6 志木市 4.2 1.8 4.1 3.4 6.9 7.1 7.6 6.4 4.1 1.8 7.2 5.9 1.6 3.2

7 和光市 0.9 0.5 0.4 0.6 0.5 0.0 0.4 0.0 0.0 0.5 0.0 0.2 0.0 0.0

8 新座市 35.4 34.7 11.9 26.7 5.0 1.7 0.8 0.5 17.4 16.3 4.6 6.6 1.2 0.8

10 ふじみ野市 7.1 10.8 28.8 16.1 19.7 12.1 20.2 13.4 24.8 12.7 23.6 18.2 9.8 17.4

11 三芳町 1.9 7.7 1.6 3.7 3.2 7.1 4.2 4.3 0.5 1.8 8.0 4.2 2.4 3.2

1 さいたま市 4.2 3.6 1.2 3.0 2.3 2.1 0.8 3.7 3.2 4.5 1.3 2.5 7.7 2.8

2 川口市 0.5 0.0 0.4 0.3 0.5 0.0 0.0 0.5 0.5 0.0 0.0 0.2 0.4 0.4

3 蕨市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 戸田市 0.5 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.8 1.1 0.0 1.4 0.0 0.4 2.0 0.0

12 春日部市 0.0 0.0 0.4 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13 草加市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14 越谷市 0.0 0.5 0.0 0.1 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 1.2 0.0

16 三郷市 4.2 0.5 0.0 1.5 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 2.0 0.0

17 吉川市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20 上尾市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0

24 川越市 6.1 4.1 3.3 4.4 2.8 1.7 0.8 4.3 4.1 6.8 3.8 3.4 2.4 1.2

38 所沢市 0.5 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.4 0.0 4.6 0.5 0.0 0.8 0.4 0.4

40 狭山市 0.5 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

41 入間市 0.9 0.0 0.0 0.3 0.9 0.0 0.0 0.0 0.5 0.9 0.0 0.3 1.2 0.0

47 蓮田市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

64 その他の県内市町村 3.8 0.9 0.8 1.8 0.5 0.8 0.0 1.1 2.3 4.1 1.3 1.4 2.8 1.2

90 東京都 10.4 6.3 0.8 5.6 8.7 2.1 0.4 5.3 4.6 1.8 0.4 3.2 8.1 4.9

91 千葉県 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

92 群馬県 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

93 茨城県 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

94 栃木県 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

95 その他の県 1.4 1.4 0.8 1.2 0.9 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.4 0.0

資料：平成２７年度　埼玉県広域消費動向調査報告書
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